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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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　第一章　境界







　　　　１




　男はプールの縁へりに立ち、水中に沈しずめた少女が深しん域いきへと消えていく様を見つめた。白い神官衣い装しようを身に纏まとった金きん髪ぱつの男である。

　少女の背せ中なかにある黒い翼つばさが、魚の尾おびれのようにゆらゆらと揺ゆらめく。その翼と少女そのものが水の奥おく底そこに溶とけて消えるのを見て取り、金髪の男──ミラン・ベルティールは満足して口元を緩ゆるめた。

　広がった波は紋もんが無音のままに閉とじると、水面は鏡のような完全反はん射しやを取り戻もどす。水面には円天に輝かがやく冴さえた星々が映うつった。

　耳が痛いたくなるほどの静せい寂じやくの中、ベルティールは魔ま術じゆつに挑いどむ。定められた言葉を一字一いつ句く丁てい寧ねいに紡つむぎ、あわせて指先で空間に記号を刻きざんでいく。それは魔術というより、準じゆん備びされたシステムを起動させるためのパスワード照合といってもよかった。正せい確かくに刻まれた言葉と記号が星の光に触ふれ、雪の結けつ晶しように似にた多角形のかけらへとかわる。それは帯となって水の上を巡めぐり、やがて環わとなる。

　環が完成すると、水面がにわかに虹にじ色いろの輝きを帯びた。ベルティールは心の中に閉じられた大きな扉とびらをイメージした。その扉を開ければ、目指すべき霊れい子しの領りよう域いきがベルティールの目の前に──実体の領域につながるはずだった。

　次の瞬しゆん間かん、水面が揺らいだ。虹色の光が四散し、シャボン玉が弾はじけるように環が小さな音を立てて消しよう滅めつした。

　無数の針はりが脳のうに突つき刺ささるような痛みに、ベルティールは眉まゆを寄よせた。

　丁寧に描えがいた扉のイメージも頭の中から消えた。

　精せい神しん集中が途と切ぎれ、今までの暗くら闇やみが白い光へとかわる。円天の星々が消えて、白く発光したドーム状じようの天てん井じようが現あらわれる。

　揺らいだ水面からは、黒い翼を持った少女──ジルの上半身が現れた。タンクトップを着ただけの薄うすっぺらな体である。

「げほっ……！　げほっ……！」

　香港ホンコンでの騒そう動どうによって半ば実体を無くしていたジルだが、どうやら、魔力を含ふくんだ水の中で実体が再さい生せいした様子だった。だから呼こ吸きゆうが実じつ質しつ的に必要になり、息を詰つまらせて水の中から逃にげ出してきたのだ。

「この偽にせ物ものが」

　ベルティールは少女の濡ぬれた黒くろ髪かみを乱らん暴ぼうにつかみ、力ずくに引き上げた。

「……あ……あう……う」

「たかが電池の分ぶん際ざいで口を開くとは──。おまえは何様だ？」

　凄すさまじい力で、ベルティールはジルを頭から床ゆかに叩たたきつけた。さらに容よう赦しやなく少女にブーツをぶつけた。

「痛いっ！　痛いっ！　やめてよおミラン」

「ミラン……だと」

「…………」

　攻こう撃げきが止やむ。ジルはおそるおそる、かすかな望みを託たくし、蹴けりつづけていた男に血と水に濡れた顔を向けた。

　ベルティールはジルにとって兄とも呼よべる優やさしい保ほ護ご者しやのはずだった。なのに、そこにあったのは優しさも正気も存そん在ざいしない冷れい淡たんな形相だった。

「おまえに私の名を呼ぶ資し格かくがあると思っているのか？　おまえはまさか、本気でこの私がおまえなどを愛していると思っていたのではないだろうな」

　ブーツで側頭部を踏ふまれ、ジルは骨ほねの割われるような痛みを覚えた。この信じられない現げん実じつから心を背そむけようとジルはきつく目を閉じた。

「おまえなどただの道具だ。使用されるしか価か値ちのないおまえが私の名を呼ぶ資格があると思っているのか。フフ……！　ハハハ！　精霊というのは度どし難がたいほどにバカなのだとようやく私も理り解かいしましたよ！」

　そんなジルの心にナイフを突き立てるように、ベルティールは蹴りと共に激はげしく罵ば声せいを浴びせる。

「貴女あなたはそう、この私を本当に信じていたのですね！　愉ゆ快かいだ！　しかし、おまえのような精霊に好かれていたなど考えただけでおぞましい！　この偽物が！」

「やめて……。やめてぇ……」

　ジルは両手で耳を塞ふさぎ、丸まって、痛みに耐たえるしかなかった。耳を塞いだところでベルティールの金切り声は消えない。

「やめて──？」

　ジルの懇こん願がんに、ベルティールは心底呆あきれた顔を浮うかべた。

「貴女はまだわかっていないのか。いいですか、とても大切なのですよ。虐しいたげられるべき存在というものは」

　ベルティールはジルの首をつかみ、彼女の小さな体を片かた手てで宙ちゆうに吊つった。

　ジルはベルティールの手首をつかんでじたばたともがくが、力の差は歴然としていてどうしようもない。

「わかりますか？　自然なことです」

　ガシン──！

　黒髪の頭を床に叩きつけ、ベルティールは言葉をつづける。

「社会とは、無数の鉄てつ環かんがつながった円です。それは回っていて、上だったものは下にもなり、下だったものは上にもなる。その意味では誰だれもが使用する力を持っているし、真の意味での使用される者はいない」

　ガシン！　ガシン！

　何度も何度もジルの頭を床に叩きつけてから、ベルティールは彼女をゴミか何かのように放ほうり捨すてた。

「しかし、円は回っている。回っている以上、鉄環同士には摩ま擦さつが生じ、それは全体の歪ゆがみとなる。その歪みを解消させなければ、円は潰つぶれるでしょう」

　ジルに歩み寄り、ベルティールは冷れい酷こくに見下ろす。

「大切なのですよ。歪みの排はい泄せつ口こうとなる、便所の存在は」

　ベルティールはブーツの底で、タンクトップどころか皮ひ膚ふが破やぶれるほどに強く少女の体を踏みにじった。

「感かん謝しやして自覚しなさい。自らでは一いつ片ぺんの価値も生めない貴女に、私が使用の価値を与あたえてあげるのですから」

　そこまで言い終えて、ようやくベルティールの気持ちは静まる。足元のジルはぴくぴくと痙けい攣れんするものの、もう嗚お咽えつをもらす力すらない。腹はらを蹴り上げても、布ふ団とんのようにいくらか浮き上がるだけだった。

「私としたことが──。つまらないことに体力を使いましたね」

　静まってみれば、精せい霊れいごときにむきになった自分を愚おろかしく思う。霊子領りよう域いきの扉とびらを開けるのに必要なエネルギーをジルが保ほ有ゆうしていないことをベルティールは理解していた。先の魔ま術じゆつは失敗前ぜん提ていで、あとどれくらいのエネルギーが必要なのかを見み極きわめるために行ったものだった。その意味で魔術は成功した。

　ジルが実体を持ったことも、純じゆん粋すいに肉体分だけ容器としての安定性せいが増ますと考えれば悪い結果ではない。

「……偽にせ物ものが」

　ジルの頭に片方のブーツを乗せ、ベルティールは水面に視し線せんを戻もどした。では、本物とは何なのか。ベルティールは自分にも聞こえないほどの声で、イルミナ……四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうの盟めい主しゆたる聖女の名をつぶやく。

　水の底では、実体の領域と霊子の領域とが混まじりあっている。このプールの水には魔力が含ふくまれている。霊子の領域の作用か、水は『鉄てつ槌つい』後も魔力を含んだままたゆたいつづけていた。魔力の影えい響きようで水中は次元の境きよう界かいが曖あい昧まいになっているのだ。この水を潜もぐればやがて領域はかわり、その先のどこかに彼女はいる。

　ベルティールは過か去こに潜せん水すいを挑いどんだこともあったが、実体の壁かべに阻はばまれて領域を突とつ破ぱすることはできなかった。

　だから彼は扉を開けることにした。

　必要なエネルギーを確かく保ほできれば、水の底と今立つ場所とをトンネルでつなぐことはできるはずだった。

　ベルティールには確信があった。彼女はまちがいなく、また何か──彼女のすべてを破は壊かいする忌いまわしき何かに、この水の向こうで囚とらわれているのだ。『その何か』を排はい除じよしなくてはならなかった。彼女は『鉄槌』の時、ベルティールたちの駆く使しした魔術によって、実体のまま霊子の領域へと転てん移いした。相転移により彼女が得るエネルギーは、世界を彼女の夢ゆめで覆おおい尽つくすのに十分な量を有していたはずだった。

　どうしてだ……。

　もう何千回と自問してきたことを、ベルティールは考える。

　それは、世界を滅ほろぼすための計画ではなかった。『新理り想そう郷きよう計画』は、世界を荒こう廃はいさせるための計画などではなかった。ベルティールは、北米大陸において、その計画の中ちゆう枢すうに居いた最高位魔術士の一人だった。計画は、魔力の抽ちゆう出しゆつのしすぎで枯かれ果てていた大地に再ふたたび活力を戻すためのものだった。その意味ではコードＷと目的はかわらない。ただ決定的に違ちがうのは、コードＷで緒お原ばら辰たつ弥やは娘むすめを犠ぎ牲せいにしようとしたが、彼は妹を決して犠牲にしようとしたわけではなかったことだ。

　むしろ逆ぎやくだった。

　ベルティールは、心を失い廃人となっていた彼女に、もう一度、この世界で自由にはばたける翼つばさを与えようとした。

　彼には、どうしても理り解かいできない。

　なのに何な故ぜ、こうなってしまったのか……。

　大地は彼女の夢でコーティングされ、魔力の息吹いぶきに満ちた理想の新世界へと再さい生せいを遂とげるはずだった。自分の夢の世界であれば彼女は本当の意味で自由になれる。なんでもすることはできた。

　なのに現げん実じつは、すべてをぶち壊こわすほどの大破壊が起きた。

「どうしてだ……」

　考えられる可か能のう性せいはひとつあった。『その何か』だ。『その何か』が彼女を苦しめているのだとすれば、『その何か』を破壊すればいい。そうすれば彼女は世界に本当の夢を広げることができるだろう。だから彼は、世界そのものかも知れない『その何か』に戦いを挑いどんでいるのだ。

　ベルティールはジルを見つめた。

　惨みじめな少女の顔は、ベルティールの知るイルミナのものではない。イルミナの顔の輪りん郭かくはもっと細く、陽気さや無む邪じや気きさはなく儚はかなげで物静かな印象であり、瞳ひとみはブルーで長い髪かみは金色だった。だけど何故か、ジルにはイルミナに重なる印象があった。彼女が彼女の夢見た理想であるならば、ジルはそのコピー。だからだろう。

「……怪け我がをしましたね」

　いつも通りの穏おだやかな声で言う。ベルティールは優やさしくジルを抱だきかかえ、ドーム状じようの空間──星の間から出た。




　ベルティールに連れられて銀色の柱から出てきたジルの無残な姿すがたを見ても、セアラ・ラプトは眉まゆひとつ動かさなかった。薄はつ幸こうな黒い翼の少女が無む傷きずでいられるはずのないことはわかっていた。

　セアラは今、中央ヨーロッパを支し配はいするガリア共同体の首都パレスの地下、その奥おく深ふかくにいた。ベルティールが『庭園』と呼よぶ秘ひ密みつ施し設せつの内部である。

　かつて『鉄槌』以前、この施設では魔ま術じゆつ士したちが生物の精せい神しんや魂たましいをエネルギー変へん換かんする研究を行っていたという。施設の上には、かつては魔力の泉いずみを有した荘そう厳ごんな聖せい殿でんが建っていた。今ではガリアの国こく議ぎ庁ちよう舎しやが建つ。

　セアラが立つのは施設の中心、広大な円形の間である。天てん井じようは遥はるか彼方かなた──ホワイト一色だが、海底から見上げた海面に印象が似にていた。

　広間は明るく、空間全体が淡あわく発光している印象だった。

　ベルティールとジルが出てきた直径一〇メートルほどの銀色の柱は、広間の中心に屹きつ立りつしていた。どうやらその銀色の柱が、魂からエネルギーを引き出したり注入したりするための装そう置ちらしい。中に入るための扉とびらはなく、ベルティールとジルはすうと壁かべから透すけるように内側から姿を現あらわした。中を『星の間』と呼ぶだけあり、床ゆかから天井まで伸のびた柱の銀色は星光を集めたように鮮あざやかだ。基き本ほん的には銀色なのだが、角度をかえれば赤色にも青色にも黄色にも煌きらめいた。

　広間には、中央のその柱以外にはなにもない。ぽつん、と、セアラと二人の男が立っているだけだった。

「──精せい霊れいの娘は再実体化したようだな」

　隣となりに立っていた岩のような巨きよ軀くの男が語りかけたのはセアラではない。

「そのようですな」

　灰はい色いろの肌はだとオールバックの白はく髪はつ、赤せき眼がんを持つ黒いスーツの男。ベルティールの執しつ事じを務つとめるヘズである。セアラはこの男を信用していない。容よう姿しが異い様ようなのは、鉄てつ槌つい以前に魔術士の実験台にされたためだという。しかし容姿ではなくセアラは、この男から感じ取れる得体の知れない気配に純じゆん粋すいな嫌けん悪おを感じていた。否いや応おうなしに本能が疼うずくのだ。この男とは水と油だと。セアラは進化種。人間社会に与くみした天使の少女である。

　セアラは横目にヘズを睨にらみつけた。なにより気に食わないのが、中なか嶋じまとこの男が友人同士であるらしいことだ。ただ、それは嫉しつ妬とかもしれないので、セアラは深く考えないようにしている。

　戦死の報ほう告こくが出ていた中嶋信しの武ぶは、実は生きていた。

　そして、管理団だんではなくベルティールの下で働くことを選び、ガリアの高級士官としてセアラの前に現れた。

　セアラは今、中嶋の部下としてガリア共同体陸軍特とく殊しゆ部隊に所しよ属ぞくしている。もう警けい護ご官かんではないのだが警護官時代の癖くせはなかなか抜ぬけず、今も直立不動の姿し勢せいで立っている。未いまだに警護官の服を着ているせいかもしれない。すでに警護官ではないのだからこの制せい服ふくは脱ぬぐべきなのだろうが、中嶋が「似に合あっているからそれを着ておけ」というのでセアラは警護官の制服で通している。

「やはり決行には、まだまだエネルギーが必要のようですね。世界に挑いどむとは、やはり大変な作業です」

　歩み寄よってきたベルティールが、抱かかえていたジルを足元に寝ねかす。

「セアラ」

　朱しゆ色いろのサングラスで眼まな差ざしを隠かくした隣の大男──中嶋信武に呼びかけられ、セアラはあわてて「はい」と答えた。迂う闊かつにも、ぼんやりとしていた。

　中嶋はそんなセアラに無む表ひよう情じようなまま言った。

「精霊の娘むすめにかけてやれ」

　中嶋は自分のジャケットを脱ぎ、セアラに手て渡わたした。傷だらけのジルは衣服が破やぶれてしまっていて、しかも濡ぬれているから全ぜん裸らに等しかった。セアラは駆かけ寄って介かい抱ほうし、中嶋のジャケットをかけてやった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかけるが、ジルは完全に昏こん倒とうしていた。酷ひどいことをするものだと思うが、表情には出さない。

「さて、不死身の旧きゆう友ゆうよ」ベルティールは中嶋に言った。「いよいよ貴方あなたに、最初の任にん務むを遂すい行こうしてもらう時が来ました」

「セフィロ対管理団の戦争を開始させろ、ということかな」

「さすがに話が早いですね」

「しかしそれだと、緒原彩さいと確かく実じつにぶつかるが。殺していいのかな？」

「殺す必要はないでしょう。適てき当とうにいなせば良い話です」

「はははっ」中嶋は声を立てて笑った。「君もわからない男だ、ミラン。俺おれなら、緒原彩を拉ら致ちしてあの娘を『星の間』とやらに放ほうりこむがね。あの娘は、神に通じた奇き跡せきとも呼べる力を持っている。俺はそれを見たことがある。あの娘であれば、君が何をしたいにせよ負ふ荷かに耐たえることはできる」

「私は彼女の存そん在ざい自体にも興きよう味みがあるのですよ。世界で唯ゆい一いつの翼つばさを持った天使は、果たしてこの世界に何をもたらすのか」

「甘あまさを捨すてきれないか。君もあの和わ刀とう剣けん士しと同じだな」

「それは君の認にん識しき不足だよ、中嶋」

「では、緒原彩については、殺さねば良いと受け取らせてもらおう」

「殺すことだけは決して許ゆるしませんよ」

「了りよう解かいした、マスター」

「ところで、これは個こ人じん的な質しつ問もんですが。私は興味といえば、今、君自身にも深い興味を持っている。君は神しん海かいで炸さく裂れつ石の直ちよく撃げきを受けたはずだが、いかなる奇跡によって無む傷きずでここに立っているのか」

「奇跡か。では、神が俺を必要としたのだろうな」

「角度が違ちがいますね。死んだ人間が蘇よみがえることは現げん実じつには在あり得ない。それが可か能のうなのは夢ゆめの中だけです。この現実が世界そのものが見た夢によって形作られているとしても、その現実の中で君はこうして存在をつづける。例の和刀剣士は、瀕ひん死しのところを聖せい女じよによって救われ命を取り留とめましたが、君は違う。君を決して彼女は救わない。さらに、私の認識では君は死んだ。蘇そ生せいのメカニズムがあれば教えてほしいのですが」

「君が何を言っているのかが、俺には理解できんな。俺は生き延のびた。だからこうしてここに存在する」

　冷れい淡たんに、節々に棘とげを含ふくめて二人の会話は進んだ。

　中嶋は朱色のサングラスを押おし上げ、

「それより現実だ。騎き士し領りようはどうするかね。アンドレアは、君や近こん藤どうが動きを早めているので焦あせっている。このまま放置しておけば、遠からず、奴やつは連れん邦ぽう都へ侵しん攻こうして聖女の身み柄がらを押さえようとすると思うが？」

「好きにさせておけばいい。連邦都にいる聖女は実体の残ざん滓し。また、すでに彼女は連邦都にはいない。侵攻したところで、見つけることはできないでしょう」

「そうか。まあ、俺の心配する事こと柄がらでもなかったな」

「ヘズ」ベルティールは灰はい色いろ肌はだの執しつ事じに告げた。「そこの精せい霊れいを起こして充じゆう電でん装そう置ちの方にセットしなさい。『庭園』は、アジアでの戦争開始にあわせて起動します。スピリットダイヤモンドの調節もやっておくように」

「畏かしこまりました、旦だん那な様」

　ヘズは爬は虫ちゆう類るい型の尖とがった貌かおに嫌いやな笑えみを浮うかべ、うやうやしく承しよう服ふくした。

「フフフフ……。フフフフフフフフ……」

　ベルティールは低く笑いながら一行に背せを向けた。

「ハハハハハ！」それは、すぐに哄こう笑しようにかわった。「ハハハハハハハハ！　いよいよ面おも白しろくなりますよ！　いよいよこの世界が殺さつ戮りくの海に染そまり、この『庭園』に人々の無念の魂たましいが吸きゆう収しゆうされていくのです。さあ、果たしてどんなショーになるのか、じっくり見学させてもらいましょうか」

「…………」

　セアラはますます不ふ快かい感を募つのらせたが、それを横目に見た中嶋が、

「セアラ、おまえも少しは笑うことを思い出した方がいい。怒おこることができるのなら笑い方も思い出せるはずだ」

「……私は怒ってなどいません。それに、笑いなど私には不要です」

　握にぎりしめた拳こぶしを隠かくし、セアラはつぶやいた。するとセアラの頭に、岩のようにゴツゴツとした何かがポンと一秒だけ乗った。それは昔、何度も何度も、セアラに勇気と自信を与あたえてくれた、誰だれからも恐おそれられた戦士の大きな手だった。

「思い出さなくとも、おまえが恋こいでもすればまた自然に生まれるだろうがな。その時には良い笑いが生まれるといいな」

「私は恋など──男など作るつもりはありません」

「ああ、おまえは女が趣しゆ味みだったかな」

「ち、違いますっ！」

「はははっ。怒ることは、すっかり思い出したようだな」

　戦いを前に高こう揚ようしているのだろうか。中嶋はセアラの知る過か去この中嶋より、遥はるかに感かん情じよう豊ゆたかで人間らしい印象だった。

「行くぞ、セアラ」

「はい……」

　セアラはしばらくの間、憮ぶ然ぜんと中嶋の背中を見つめた。それが彼女の求めているたったひとつの背中であることに当の本人は気づいていないのだろうか。

　セアラの憤いきどおりは中嶋の左ひだり腕うでにもあった。警けい護ご官かんの制せい服ふくを着たセアラは、腕に赤いスカーフを巻まいている。スカーフは中嶋からもらったものであり、ここまで生きてきたセアラの誇ほこりでありすべてだった。

　なのに中嶋はスカーフを巻かない。中嶋がスカーフを巻いたのは再さい会かいした時のみで、その後は一度たりとも彼の腕にスカーフが巻かれることはなかった。

　……あれは、……スカーフを巻いて私を必要としてくれたのは……ただの演えん出しゆつだったのだろうか……。

　……私は……。私も……。

　……。やはりただの道具なのだろうか……。

　セアラは、どうして巻かないのかとたずねることができない。

　たずねれば、一いつ笑しように付されるだろう。もう隊はない。とっくの昔に解散して、どこかに消えてしまった。終わってしまったものに固こ執しつしている自分は……愚おろかで、他人から見れば惨みじめな女なのだろうか。

　中嶋は、頑かたくなにスカーフを巻きつづけるセアラに何も言わない。この温度差がセアラには怖こわかった。

　時折、ぞっとするほど心が寒くなって、たまらなく暖あたためてほしくなる。

　でも、それは甘あまえだ。そんなことを求めれば軽けい蔑べつされる。戦士失しつ格かくだと、捨すてられるかもしれない。少なくとも中嶋は、一度たりともセアラに女であることを求めてはいない。セアラは戦士であり、仲間なのだ。中嶋はきっと、そう思ってくれているのだとセアラは自分に言い聞かせる。

　いずれにせよ、セアラの想おもいはジルの悲ひ痛つうな声によって搔かき消えた。

「いやだぁ！　もうあそこはいやだよう！　暗いし苦しいし恐こわいし！」

　不幸なことに、ジルはヘズの手で意い識しきを回かい復ふくさせられていた。しかも、これから待ち受ける運命を語られた。ジルはこれから柱の中に入れられ、領りよう域いきの狭はざ間まで、ひたすら電池として充電されていくのだ。

「安心しなさい。苦しさも恐さも、慣なれれば悦えつ楽らくにかわる」

「いやだあ！　いやだいやだいやだぁぁ！」

　ジルは泣きながら、嫌いやだ嫌だと首を横に振ふり、誰か助けてと叫さけび、やがて助けを求める対象は『百もも川かわくん』となった。百川くん助けてと叫びながらジルは、ヘズによって体のあちこちに太い針はりを刺さされる。針は生き物のようにひとりでにジルの体に侵しん入にゆうし、皮ひ膚ふの下を蠢うごめき回りはじめた。

　ジルは痛いたみで叫び狂くるう。

　針が溶とけると、目を薄うすく開いたままぐったりと動かなくなった。

　ジルが、銀色の柱の中に押しこまれて消える。

「百川くん……助けて……」

　最後の涙なみだ声ごえをセアラは聞いた。可哀かわい相そうだがセアラにしてやれることはない。ヘズは支し配はい者しやの命令を実行しているに過すぎない。

　ジルに着せたジャケットはヘズが剝はぎ、床ゆかに落ちていた。ジャケットを拾い、セアラはヘズを睨にらんだ。ヘズは自然体でセアラの視し線せんを受け止め、そうして、ニヤリ、と、背せ筋すじを舐なめるようにいやらしく微笑ほほえんでみせた。セアラには、ヘズの笑みが意味するところはわからない。ただ不快で苛いら立だった。

　警護官という枷かせが外れた、あるいは中嶋のせいか、あるいは百川康やす貴たかのせいか、どうにもセアラは今までのように感情を殺せない。ヘズに背を向けてセアラは、感情を顔に出してしまった自分に舌したを打った。灰はい色いろ肌はだの執しつ事じに対する嫌けん悪おなど、なにも今にはじまったことではない。しかし最近、急きゆう激げきに嫌悪感が増ましている。中嶋とヘズがよく一いつ緒しよにいるからであることを否ひ定ていはできなかった。とはいえ、二人がよく一緒にいるのは、二人がベルティールの側近だからである。仕事上の必然だった。

　──私は嫉しつ妬としているのか……？　幼よう児じでもあるまいに……。

　いつでも隊長は私の側そばだけにいてほしいなど……。考えて否定できない自分に、ますますセアラは苛立った。

　セアラには知らないことが多い。中嶋とベルティールは、『鉄てつ槌つい』以前からの知りあいらしかった。中嶋とヘズは古いつきあいではないようだが、中嶋がここに来た時にはすでに知ち己きとして言葉を交かわしていた。セアラはたずねたことがあるが、おまえが嫉妬する相手ではないとからかわれ、事実上、疑ぎ問もんを封ふう殺さつされた。

　それに、ベルティールは一体、最終的に何がしたいのか。世界と戦う──つまりは世界を再ふたたび滅ほろぼす気なのか。ただ、彼らの話を聞いている限かぎり、どうもそれは目的に対する手しゆ段だんに過ぎない。中嶋は、どこまで承しよう知ちしてベルティールと共にいるのか。真実を知る権けん利りが自分にないことをセアラは承知している。だからこの疑問は、頭の中で考えるだけで決して口にはしないが。

　……昔のように、ただ信じて。

　……私は剣けんを振るっていけばいいんだ。逡しゆん巡じゆんする必要などない。

　セアラは自分に言い聞かす。

　逆ぎやく三角形をした男の背中が遠ざかっていく。セアラは頭を振ることで疑問を捨て、中嶋の後を追った。

「フフ……。フフフフフフフ……フフフ……」

　神官衣い装しように身を包んだ支配者の笑い声は、まだ広間に響ひびいていた。




　　　　２




　病室には、薄うすいカーテンから透すけたクリームイエローの陽ひ射ざしが広がっていた。ベッドに寝ねる衰すい弱じやくした青年の額ひたいに手のひらを乗せたまま、金きん髪ぱつを輝かがやかせたワンピースの少女は陽射しの中に薄らいでいき、やがて消えた。

　成じよう仏ぶつ、したのだろうか……。

　なんとなく、緒原には少女が幽ゆう霊れいのような存そん在ざいだと感じられていた。だから、そんな風にも思う。

　点てん滴てきを受けながらベッドに寝た、尖とがった顔立ちをした銀髪白はく貌ぼうの青年は、それまでの衰弱ぶりが噓うそのように血色を取り戻もどしている。超ちよう常じようの力で回かい復ふくさせたのだと、同じ回復を彼女から受けた緒原にはわかる。

　青年の名は百川康貴。〈捨すて去りし者〉と名乗るその凶きよう暴ぼうな天使と、緒原辰弥は拳こぶしを交えたことがある。

　あの時──神海で何発もの光こう彩さい素そ子し弾だんを受けて海に落ちた緒原は、確たしかにそこで死んだはずだった。だが、墜つい落らくの前に口に含ふくまされた『薬』と、打ち寄よせられた海岸に佇たたずんでいた少女の救いで彼は死に切れず、今、廃はい都と・香港ホンコンに来ていた。

　緒原辰弥もまた、銀髪と白貌を持つ天使の男である。東京にいた頃ころとかわらない黒いスーツを購こう入にゆうしてまた身につけている。習しゆう慣かんというのは恐おそろしく、他ほかのどんな格かつ好こうより堅かた苦くるしいスーツの方が彼は落ち着くことができた。

　香港に来たのは、彼を救った少女がここに来たがっていたからである。

　少女が、聖せい女じよと呼よばれる存在であることを緒原は知っていた。彼女とは昔、連れん邦ぽう都で進化種認にん定ていを受けた時に会った。思えばあの時も彼女は口を開かず、光に満ちた豪ごう華かな椅い子すに腰こしかけているだけだった。緒原を波打ち際ぎわで救った彼女もまた、最後まで一言も口を開くことなく、今しがた姿すがたを消した。

　夢む遊ゆう病びよう者しやのように黙もく々もくと歩いていく彼女を一度は見失った緒原だが、船に乗ったことを突つき止め、南米の港町ロアンで再び見つけた。

　人間世界の盟めい主しゆが一人で歩いているのだ。助けられたこともあり、放ほうっておくことはできなかった。彼女はロアンで、潮しお風かぜに金髪を流しながら哀かなしげに海を見ていた。その海に旅立った天使の若わか者ものたちのことを緒原は知っていた。彼女は、彼らを追うようにロアンまで来ていた。だから緒原は帆はん船せんの切きつ符ぷを買い、彼女を香港まで連れてきた。

　その推すい測そくは当たっていた。

　少女は百川に触ふれ、そして、満足したのだろう……。

　緒原は、彼女が会いたがっているのは天使側の聖女と呼べる存在──白き翼つばさの天使だとばかり思っていたが、彼女はどうしてか、百川康貴──人々に恐れられたテロリストの青年を探さがしていたのだ。

　少女は本当に希き薄はくな存在だった。

　一五歳さい前後の美しい少女である。肩かたの骨ほねが浮うき立つほどに瘦やせていたが、それは芸げい術じゆつとしての完成度を一いつ層そう高めるための必然といってよかった。香港を歩けば即そく座ざに襲おそわれる類たぐいの娘むすめだと緒原は断だん言げんできる。

　しかし少女は、緒原と百川以外の誰とも関かかわらなかった。帆船に乗る時、緒原が渡わたした切符を彼女は船員に渡し、船員はそれを受け取った。だから、他の誰にも見えていないわけではない。ただ、ひたすらに希薄で、彼女が自ら触れようとしない限かぎり、誰の意い識しきにも存在の印象が残らないのだ。陽射しの中にいれば、少女の姿が半ば透すけていることにも気づけた。影かげもなかった。

　だから、成じよう仏ぶつ──消えた彼女を見て緒原はその言葉を連想した。

　一体、彼女は何がしたかったのだろうか……。

　いや、何者だったのか。

　シンプルなワンピースを着た彼女の印象は、どこか彩に重なる。しかし彩でないことは自分を救った事実からわかる。彩は──自分を恨うらんでいるだろう。彼女の育ての親を殺したどころか、騙だまして育てつづけ、最後には彼女をも殺そうとしたのだ。恨まれて当然だと緒原は理り解かいしている。

　せめてもの救いは、自分が公式には死んだことになっていることだろうか。愚おろかな男は自らの野心に吞のまれ、惨みじめに死んだのだ。彩も満足しているだろう。

　いずれにせよ……。

　少女は百川に触れるためにここまで来た……。

　ただ、それだけなのだろうか……。

　緒原にはわからない。

　いずれにせよ少女は消えた。役目は終わったのだ。

　緒原は身を返し、病室から出ようとした。そこに、銀ぎん髪ぱつを短く刈かった知的な印象の天使の青年が現あらわれる。青年は緒原と鉢はちあわせ、本当に驚おどろいた様子でまばたきしたが、次の瞬しゆん間かんには廊ろう下かの壁かべ際ぎわまでとびのいて身み構がまえた。

「どうしておまえがここにいる──！　おまえ──…。生きていたのか？」

　青年の名が三み輪わ芹せり也やであることを緒原は知っている。緒原は質しつ問もんに答えず、銀髪をなびかせ、足早に歩き去る。

「待てっ！　彩が今どうしているのかおまえはわかっているのか！　彩は東京で戦っているんだぞ！　一人で！　わかっているのか!?」

　何な故ぜ、三輪芹也がそんなことを叫さけぶのか緒原には理解できない。

　生きているのなら、さっさと殺されてこい。

　恐らく、そうとでも言いたいのだろう。だが緒原は、わざわざ自分から彩の前に出る気にはならなかった。

　青年は、追ってまでは来なかった。

　緒原は階かい段だんを下おりた。病院を出て、空の少ない路地に戻る。怪あやしげな店の並ならぶ繁はん華か街がいの中をあてもなく歩いた。これからどうするのか。どこでのたれ死ぬのか。緒原はそのことを考えた。もはや生に対して執しゆう着ちやくはなかったし、むしろ、こうして息をしていることが煩わずらわしくさえあった。何故、助けられたのか……。虚むなしくさえ思う。

『あはは！　あたしは生きてましたよ。見てのとーり』

　ふいに、聞き慣なれた少女の声が耳に届とどき、緒原は立ち止まった。

　最初は幻げん聴ちようかと思えた。

『友達といろいろと旅ができて、とても楽しかったんです。攫さらわれたなんて、全然勘かん違ちがいの誤ご解かいなんですよ』

　しかしその声は実じつ在ざいしており、古びた飲食店からだった。

　声を発しているのは、店主が暇ひまつぶしに見るためにカウンターの隅すみに据すえた小型テレビのスピーカー。

　……風か邪ぜでも引いたのか、

　……あるいは、疲つかれているのだろうか。

　明るくハキハキとした少女の声には、しかし、ハリとツヤが欠けていた。

　無む理りをして明るく振ふる舞まっているのだと、緒原にはすぐに理解できた。

　昼時を過すぎているので店内に客の姿すがたは少ない。緒原はその店に入るとテレビに近いカウンター席に座すわり、安酒を注文した。

　少女は、録画番組のワンコーナーで司会者の男と対談していた。好きな食べ物をきかれてプリンと答える。司会者がプリンから会話をつなげようとする。わずかな隙すきを突つくように緋ひ色いろ髪がみの少女は口を開いた。

『あの──、今度の戦争をどう思いますか？』

『え、ああ……』

　一瞬、司会者は戸と惑まどったが、そこは慣れたもので、気を取り直すと今度は視し聴ちよう者しやからの手紙で会話の方向性せいをかえた。

『天使さまの背せ中なかに生えた一いつ対ついの白い翼つばさはいつも綺き麗れいですが、いつもどうやって手入れしているんですか？』

　という、たわいもない質問だった。

『えーと、それは普ふ通つうかなあ。どういう風かっていうと──』

　少女は明めい朗ろうに答える。仮か面めんのような微笑ほほえみは、いささかも崩くずれない。こうしたやり取りにはすでに慣れているのだろう。立りつ派ぱなアイドルぶりと言えた。

「……下らんな」

　誰だれともなく緒原はつぶやいた。

　グラスコップに入っていた安酒を飲み終え、緒原は共通硬こう貨かを脇わきに置いた。

　席を立とうとする。

「マスター、種類は任まかせるから熱いお茶を二杯はいもらえるかしら」

　と、隣となりの席に長い黒髪の女が座り、わざとらしく髪を搔かき上あげ、絹きぬ糸いとのような毛髪を緒原の頰ほおに当てた。肌はだと髪の色をかえていようが、眼鏡めがねをかけていようが、その女が誰なのか緒原には一目でわかった。

「昼間から酒とは、たいしたご身分ね」

　女が昔通りの、からかったようなおちゃらけた声を出す。

「──リディアか」

　緒原は苦く笑しようし、あらためて席にかけ直した。

「出雲いずも永えい子こよ、知ってるでしょ？　私はまったく知らなかったけど。まさか、貴方あなたが生きているとはね。驚いたわ」
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　最初、百川はそこを夜空だと思った。光の射ささない牢ろう獄ごくの闇やみが、のっぺりした漆しつ黒こくであることを百川は知っている。大地にいるのであれば、地平線なり水平線なりを境さかい目めにして闇の色はかわる。しかしこの空間には、どちらの方向を見ても境目がなく、しかもクリアに澄すんでいてどこまでもつづいている印象があった。

　だから、夜空。

　ただ、澄み渡わたっている割わりには星や月がない。まるで海中のように空間全体がゆらゆらと揺ゆらめいているだけだった。

　耳を澄ませば、ザザザザ……微かすかな潮しお騒さいのような音を聞き取れる。

　足元には何もないのに、足の裏うらには柔やわらかい場所に立っている感かん触しよくがあった。

「どこだ……ここ……」

　認にん識しきできている映えい像ぞうを無視すれば、砂すな浜はまだろうか。

「〝境きよう界かい〟」

　独ひとり言に対して答えが返ってきた。ハッとして振ふり向けば、ワンピースを着た長ちよう髪はつの少女がうしろに立っていた。

「彩……。ジルか？」

　色しき彩さいがはっきりせず、百川は声と気配の印象でたずねた。

「ついてきて」

　誰とも名乗らずに少女は歩きはじめる。百川の質しつ問もんが愉ゆ快かいだったのだろうか。背を向ける刹せつ那な、わずかに微笑んだように百川には見えた。声にも、最初の一言と比くらべていくらかの柔らかさがあった。

　彼女の背中に翼はない。百川は彼女が彩でもジルでもないと気づいた。

「おい──」

　今度は返事が来ない。仕方なく後につづいた。夜空であり砂浜であるような、印象ばかりが先立つ空間。歩く度たび、テレビのノイズに似にて眼がん前ぜんの闇がぶれる。

　と、何度目かの歩を踏ふんだ時、ふいに闇が開けた。生物の内ない臓ぞうを思わせる赤らんだ球体に閉とじこめられて百川は慄おののいた。壁かべには、巨きよ大だいな円えん盤ばん状じようの水すい晶しようがスクリーンのように海を映うつしていた。その対面には細い通路が延のびる。

「ここ……龍りゆう王おうの中かよ……。彩と俺おれが海に落ちた時に閉じこめられた……」

「こっちよ」

　少女は細い通路に入り、どんどん歩いていく。

「お、おいっ。待てよなあ！」

　百川にはわけがわからない。とにかくついていくと、真下から水すい泡ほうが昇のぼり立ち、再ふたたび暗転した闇の中、かすれた小さな泣き声が聞こえた。

　助けて……。助けて百川くん……。

「ジル……か？　おまえ──。おまえ生きてるのか!?　どこだ!?」

　痛いたいよお……。恐こわいよお……。苦しいよお……。

　百川くん助けて……。

「ジル！」

「ここからでは無理よ」

「どういうことだ!?」

「ここは、貴方の意識と霊れい子しの領りよう域いきとの境界でしかないから。ここからでは、知覚することはできても影えい響きようを与あたえることはできない」

「って──。じゃあ、どこかであいつ──。ジルは生きてるのか？」

　少女は小さくうなずいて答える。

　ジルの声に重なり、ベルティールの狂くるった哄こう笑しようが聞こえた。奴やつは、どこかプールのほとりに立っている。そのプールの底から百川は白い神官装しよう束ぞくの男を見た。連続して現あらわれたことには関連性せいがあるのだろう。

「そういうことかよ……」

　今はなにもできないと理り解かいしながらも、百川は怒いかりに眉まゆを吊つり上げた。




　物静かな少女に従したがい、どことも知れない闇やみの中を歩いていく。少女は立ち止まることなく淡たん々たんと歩を進める。

　どれくらいの後か。すっかり時間の感覚が麻ま痺ひした頃ころ、闇を縦じゆう断だんする巨大な城しろが突とつ如じよとして目の前に現れた。すべてを見渡すことができないその城は、見渡す限かぎり下方まで建物の裾すそを広げ、見渡す限り上方まで無数の尖せん塔とうを伸のばしていた。城は、水面に映った虹にじであるように七色に揺らめいている。

　百川は少女につづいて、半円アーチの正面入口から城に入る。

　広大なホールを抜ぬけ、階かい段だんを上り、さらにホールに入り、いくつかの通路と部屋を抜けて長い階段を上る。

　そうして、どうやら最上階についたようだ。

　通路は片かた側がわが全面の窓まどになっており、そこから世界を見渡すことができた。

　世界……。

　よくわからないが、つながりのない景色群ぐんを百川はそう感じた。

　景色はランダムに切り替かわり、様々な場所を映す。

　通路はドーナツ状につながっている様子だった。少女は、その中央に入る両開きの豪ごう華かな扉とびらを開けた。

　そして、中のホールから螺ら旋せん階段を上る。

　辿たどり着いたのは、全面の壁が窓になって世界を映す、円形の部屋だった。

　そこには哀かなしいほどに何もない。

　真ん中にベッドがあり、そこに先さき程ほどまで百川を先せん導どうしていた少女が、胸むねの前に手を揃そろえて眼めを閉じていた。

「死んでるのか……」

　少女は白いシーツの敷しかれたベッドの上で鎖くさりに巻まきつけられ、まるで身動きできない状じよう態たいで意い識しきを無くしている。どういうことかとたずねようと顔を向けると、隣となりにいたはずの少女は消えていた。




　──ヘスペリスに、秘ひ密みつの扉を準じゆん備びしたわ

　──そこからここに来て……。精せい霊れいの娘こを助けてあげて……




　──そして




　少女の声は一いつ拍ぱくを置き、




　──私を起こして。それで、私の夢ゆめはすべて覚めるから──

　──お兄ちゃんが、私を探さがし当てる前に……




「……どういうことだ？　おい？　どういうことなんだよ!?　てか、なんでそんなことを俺に頼たのむんだよ!?　会ったこともない俺に──」

「だって」

「え？」

　この時、百川は確たしかに彩の気配を感じた。

　声はおどけて言った。

「私の旦だん那なさまでしょ」




「……おまえ……一体……誰だ……」




　──イルミナ・ルクシエール







　波は紋もんが広がるように、闇は消えた。跳はね起きた百川が見たのは、ガシャリと音を立てて倒たおれた点てん滴てき台だった。

「……いて」

　今まで針はりの刺ささっていた腕うでに痛いたみを感じ、顔をしかめる。

　ただ、その痛みは十分に我が慢まんできる範はん疇ちゆうだったので、腕を押おさえつつも百川はベッドから降おりて自分の足で立ち上がった。いくらかふらついたが、歩けないほど体力を消しよう耗もうしているわけではなかった。

「……ここ。病院……だよな……」

　夢と現げん実じつの境きよう界かいをいまいち認にん識しきできず、百川はぼんやりとつぶやいた。
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「そうか。そっちも大変なんだな」

　芹せり也やが相あい槌づちを打つと、受話器の向こうで奈な生おが一気にまくし立ててきた。

『大変なんてもんじゃないって！　ホントに大おお騒さわぎなんだよ！　来週には会談だったのにもう台無しだよ！』

「しかし、今まで被ひ害がいゼロってわけじゃなかったんだろ？」

　廃はいマンションの自じ宅たくで、芹也は電話をしている。

『武ぶ装そうした空中帆はん船せんだよ、今回襲おそわれたのは。二〇〇人も殺されて、強ごう盗とうとかそういうレベルじゃないよ』

　百もも川かわなら襲うだろうがなと言いかけて、芹也はその笑えない冗じよう談だんを飲んだ。

　かわりに苦く笑しようして、

「困こまったもんだな。それで彩さいはどうしてるんだ？」

『偉えらい人たちのところを回って、報ほう復ふくなんてしたらそれこそ全面戦争だから報復攻こう撃げき案は否ひ決けつしてくれって訴うつたえてるよ。近いうち、セフィロに行くことになる気がする。向こうで話ができるのは彩しかいないしね』

「危き険けんじゃないのか？　セフィロは彩の身み柄がらをほしがってるんだろ？」

『そうだけど──。しょうがないだろ、他ほかに方法がなければ。近こん藤どうさんもすごい責せめられてるよ、先せん制せい攻撃しなかったのがいけなかったんだって』

　彩と奈生が東京に行って、もう一か月の時間が経たっていた。彩が東京に戻もどり、自分は天使に拉ら致ちされていたわけではないことを全土に説明したことで管理団だんのセフィロに対する先制攻撃計画はうやむやに消えた。

　この一か月、彩は、市民に非ひ戦せんを訴え、政せい治じ家かと話をし、天使と話しあえる土ど壌じようを築きずくために努力した。

　彩はセフィロ側にもメッセージを送り、オーストラリアの領りよう有ゆうでまずは手を打たないかと提てい案あんした。今まで話に耳を貸かさなかったセフィロだが、世界で唯ゆい一いつの翼つばさを持った天使の声は無む視しできなかったらしく、交こう渉しようの席につくことだけは承しよう知ちしてきた。

　ただしセフィロ側は、オーストラリアはすでに天使領だという前提でいる。彼らが交渉したいのは彩の身柄についてで、彩は天使の象しよう徴ちようなのだから天使側にいるべきだと主しゆ張ちようするために交渉の席につこうとしていた。その主張は、すでに彩の耳にまで届とどいていて頭の痛い問題となっていた。

　しかし、ともかく、交渉の日につ程ていが定められたことで、ゲリラ活動はどちらにおいても自じ粛しゆくされていた。

「何がどうなってるんだかなあ……。まあ、確たしかに、ただの強盗が武装した空中帆船を襲うなんて無理か……。だいたい二〇〇人が殺されるって──本当に、ゲリラとかそういうレベルじゃないよな……」

『百川レベルだよね』

　まったく笑えない冗談を、奈生は楽しそうに笑って言った。

「はは」芹也は力なく笑い、「……ハァ。面めん倒どうな時代になってきたもんだな」

『面倒じゃなくて、大変なんだって』

「大変、か……」

『でもさあ、俺はあんまり大変じゃないんだけどね』

　彩のボディガード気取りで東京に行った奈生だが、彩の身辺警けい護ごは近藤直ちよく属ぞくの進化種が担たん当とうしており、すべき事が全然ないらしい。

『あーあ。俺おれも香港ホンコンに戻ろうかなあ。彩を守る仕事は、もう俺たちのものじゃないんだなあって感じでさ。……でも、やっぱ、彩の側そばにも誰だれかいてあげないとね。百川はそれでどうなってるの一体？』

「百川か？　ああ、まあな──」

　奈生と彩を見送った直後、ばったりと倒たおれた百川は、それ以来、眼めを覚ますことなく昏こん睡すい状じよう態たいをつづけていた。命は取り留とめているが、徐じよ々じよに衰すい弱じやくしていく姿すがたは見ていられるものではなかった。ただ、昼に見み舞まいに行った時、顔色が驚おどろくほど良くなっていた。あの男が──緒お原ばら辰たつ弥やが、何かをしたのか。

　百川のことを、芹也は奈生にも彩にも言っていない。二人の前で決して倒れようとしなかった百川だ。最後まで貫つらぬいたその意地を無視することはできなかった。

『どうしたの？』

「いや」芹也は笑って誤ご魔ま化かした。「元気だよ、あいつも」

　と、芹也の肩かたに、

　ポン──うしろから誰かの手のひらが乗った。

　振ふり向いて、芹也は目を見み張はった。

　電話しているので気を遣つかったのか、無言のまま百川が、「よ」と、なんでもない様子で片かた手てを上げた。

　芹也は習しゆう慣かん的に受話器口を塞ふさぎ、

「百川──」

「んで、熱心に誰としゃべってるんだ？」

「奈生だが──。おまえ──」

「奈生か。久ひさしぶりにあいつの甲かん高だかい声でも聞いてやるか」

　百川は芹也から受話器を受け取った。

『でもあれだよねー』何も知らない奈生はけらけらと笑って、『百川が元気じゃないなんて在あり得ないか。バカはバカなのが唯一の取り得だしねー』

「おい……。誰がバカだこのバカが！」

『あ』

「あぁ？　おい！　ぶっ殺されてぇのかこのバカはよ！」

『んじゃ、まったねー』

　ぷちん。危き険けんを察して、奈生はいちはやく電話を切ってしまった。

「あの野や郎ろう……。覚えてろ」

　百川は乱らん暴ぼうに受話器を置き、ドンと壁かべを蹴けった。

「百川……。おまえ、体はいいのか？」

「見ての通りさ」百川は肩をすくめ、「よくわかんねぇけど、また俺、誰かに助けられたみたいだよ」

「緒原辰弥……か？」

「……なんだそれ。……どういう意味だ？」

　芹也は百川に、病室にその男が来ていたことを告げた。

「どういうことだ……？」

　百川は首をひねる。ともかくパジャマだったので着き替がえることにし、腹はらが減へっていたので芹也に食事を準じゆん備びしてもらった。とはいっても、お湯を入れればハイ完成のカップラーメンである。

　壁が抜ぬけたままのリビングに座すわって、二人は麵めんをすする。

　ずずず……。ずずずずず……。

「そういえばさあ」ふと百川は外に目を向け、「もう冬が近いんだよなあ」

　廃はいマンション最上階のリビングからは、青空に気持ちよく浮ういた雲と、海から伸のびた廃ビルの群むれが見えた。見える景色に緑はなく、季節を感じさせてくれるものは肌はだに触ふれる大気と広がる空の高さである。

「おまえは丸一か月も倒たおれていたからな。もう一二月の初めだ」

　初冬の香港は爽さわやかに晴れる日が多い。気温は日を追うごとに下がっているが、まだ寒さに震ふるえるほどではない。

「日本と比くらべれば、香港は暖あたたかいよな……」

「そうだな」

「先生がさ……言ったんだよ。ももの中には奇き跡せきの力がある、不ふ可か能のうを可能にする力がある。ももの中には、なんでもできる可能性せいが詰つまっているんだよ。だから信じなさい。自分の中にある、奇跡と可能性の力をって」

　百川は、日本の北部で暮くらした幼よう年ねん期きのことを思い出しているのだ。

「ああ」

　芹也は静かにうなずいた。先生とは、芹也たちが幼年期を過すごした『高天たかまが原はら』を作った女天使、天あま照てらすのことである。百川は彼女から教えを受け、戦う力を身につけた。百川にとって彼女は親であり姉であり仲間であり──最愛の人だった。

　彼女はもうこの世界にいない。中なか嶋じま信しの武ぶの攻こう撃げきによって『高天原』は滅ほろび、彼女を含ふくめた仲間たちは惨むごたらしく死んだ。その攻撃が一二月、クリスマスの夜に行われたことを芹也は覚えている。雪の夜だった。

『高天原』を脱だつ出しゆつしてからの五年は百川にとって、彼女を殺した『人間ども』への復ふく讐しゆうのためにあった。戦って戦って戦って、百川は身を血で染そめ抜いた。一いつ切さいの迷まよいがない凄すさまじいまでの殺さつ戮りくに管理団だん陸軍は震え上がり、たった一人の子こ供どもをして、最さい凶きようの呼よび名を百川は手に入れた。

　……今、その友は何を考えて物もの憂うげに空を見るのだろう。

　芹也にはわからない。ただ、自分に何ができるのかを考えるのみだった。

「緒原……か。ちょうどいい奴やつがいたもんだな……」

　箸はしを持ったまま拳こぶしを握にぎり、百川はつぶやいた。

「どうした？」

「あ、いや、なんでもねぇ。それより話聞かせてくれよ。一か月ってことは、色々と調べも進んでいるんだろ？」

「ああ……、そうだな」
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　カップラーメンを食べ終えると百川は仰あお向むけに寝ね転ころぶ。芹也は立ち上がって側そく壁へきに腕うで組ぐみしてもたれた。

「おかしいんだよ、この世界は」そう芹也は話を切り出した。「色々なことが都合よく準じゆん備びされすぎている」

「どういうことだ」

「だってそうだろう？　『鉄てつ槌つい』によって世界から魔ま力りよくは消えた──それまでのエネルギー源げんがいきなり使えなくなったんだぞ。なのに気づいた時には、光こう彩さい素そ子しなんてものが世に出回っていて、魔力の代用源として今までの機械を動かしはじめて、あっという間に都市を建て直した。どこをどう調べても、光彩素子を開発して実じつ践せんさせていった人間の名前は見つからなかったよ」

「混こん乱らんしてたんだろうな、『鉄槌』のすぐ後は。光彩素子は『鉄槌』の前から発見されてたんだろうさ」

「そうかも知れないが……。じゃあ百川は、世界が崩ほう壊かいして、わずか三年で国家を建て直すことができると思うか？　東区管理団とガリア共同体とヴェネチア騎き士し領りようは、崩壊の三年後には連れん邦ぽう都に聖せい女じよを置いて四大陸神聖連邦を立ち上げたんだぞ」

「天使のせいかもな。天使が暴あばれたから人間は一気に団結した、とかよ。それに三年ってそんなに短い時間じゃねぇだろ」

　百川に反はん論ろんされ、芹也はちょっと弱った顔を見せた。言われてみれば、そうかも知れないと思えたのだ。

「……俺は、連中があらかじめ準備しておいた、と考えたんだよ」

「連中って？」

「近藤栄えい司じ、ミラン・ベルティール、アンドレア・アンセルムス──事実上、今の世界を牛ぎゆう耳じっている独どく裁さい者しやの三人さ」

「そうなのか？」

「連中は、今の体たい制せいが出来上がった時から中ちゆう枢すうにいてかわらず権けん力りよくを握っている。ミラン・ベルティールは役人の長として中央ヨーロッパをまとめあげた。アンドレア・アンセルムスは騎士団を結成してイタリア周辺を征せい圧あつ、騎士領主として君くん臨りんした。近藤は、元与よ党とうの政せい治じ家かとして国家建て直しのプランを出し、そのプラン通りに国を再さい生せいさせ、笑える話だが、未いまだに現げん役えきの初代首しゆ相しようさまだ」

「おかしなことなのか？」

「ああ。首相というものには、本来、任にん期きがあるのさ」

「……考えてみると、その手の情じよう報ほうって、ほとんど流れてねぇよな」

「目先で暴れている天使がいたからな。気にする人間がいなかったのさ。公おおやけになっているわけではないが厳げん重じゆうに隠かくされてはいなかったよ。とにかくこの三人が『鉄槌』後は聖女の名の下もとで世界を統とう治ちしてきた」

「なあ──。ちょっと話の腰こしを折るけど、聖女の名前ってなんだっけ？」

「イルミナだ。イルミナ・ルクシエール」

「……そっか。……なあ、そいつって、どんなやつだ？」

「わからん」芹也はかぶりをふった。「正体不明。未来を予知して連中を導みちびいた存そん在ざいだという話はある。自分の疑ぎ問もんに自分で答えているようだが、連中は聖女の導きがあったからこそ世界を建て直すことができた──らしい。近藤が首相の地位に座すわりつづけているのも聖女がそうしろと命じているから、らしい」

「はっ」百川は鼻で笑い飛ばした。「なんだそりゃ」

「便利なもんだよな、聖女さまは。まさに万ばん能のうだ。だいたい、この聖女さまだって都合よく現あらわれたと思わないか？」

「他ほかは？　何かイルミナ・ルクシエールの話はないのか？」

　百川が、むくりと半身を起こす。

「あとは、ぜんぜん年を取らず今も二〇年前とかわらない美女だというが……それが本当なら聖女は天使だな」

　言って、芹也はハハハと軽い調子で笑った。

「あと次なんだが──。と、どうした百川？　聖女に思うことでもあるのか？」

　百川は考えこむような顔をしていた。

「あ、いや。つづけてくれ」

「……連中はどうも、『鉄てつ槌つい』前からの知りあいらしい」

「そうなのか？」

　これには百川も驚おどろいた顔を見せた。

　芹也はうなずいて、

「連中は三人とも、恐おそらく魔ま術じゆつ士しだった。これについては情報が深ふかすぎてどうにも捉とらえきることはできなかったし、手に入れた情報も断だん片ぺん的すぎてあくまで推すい測そくなんだが……。三人の過か去こを洗あらっていくと、三人共に、ある機関の名が重なってくるんだ。そこに属ぞくしたことがある──という」

「どこだよ？」

「北米、大神官府だよ。──ぜんぜん詳くわしいことはわからなかったけど」

「魔術士か……」

「大神官府の魔術士なら、世界最高位だったろうな」

「……確たしか、大神官府が世界をさらに素す晴ばらしくする計画を立てて、実行して、『鉄槌』を引き起こしたんだよな」

「ああ……」

　芹也は、大神官府にいたと思われる者たちの中に、リディア・フォルクの名もあったことを百川には言わなかった。彼女が芹也の知るリディア──出雲いずも永えい子こと同一人物だとすれば、永子は『鉄槌』以前から世界に存そん在ざいしたことになる。永子は天使──『鉄槌』後に楽園を追放されて墜おちてきた存在のはずなのに。

「あと芹也──。おまえ、ヘスペリスってわかるか？」

「あ、ああ……。これから説明しようと思ったとこだが──。どうしておまえがその地名を知っているんだ？」

　芹也は百川に、香港でベルティールと会話した時の内ない容ようを伝えていない。伝える前に百川が倒たおれたからだ。

「地名か……なるほどな。で、どんなだ？」

「ヘスペリスというのは西洋神話に出てくる地名で、『西の果て』『宵よいの明みよう星じよう』の意味を持っているんだよ」

「ほう。で？」

「そこには神々が食べる黄金のリンゴがあり、ラドンと呼よばれる百の頭を持つ竜りゆうと聖せいなる乙女おとめたちがそのリンゴを守っているんだと。で、他を調べてみると、この黄金のリンゴというのは、冥めい界かいと地上の境きよう界かい、神の国と人間世界との境界、そういう場所に植えられたものだと記されている、のさ」

「……っていうと」

「つまり、黄金のリンゴがあるヘスペリスは、地上にはなく──。天使がいたっていう楽園なのかな」

「あのさ──。俺、実は聞いたんだよな、そのヘスペリス」

　百川はイルミナとの不思議な出来事を語った。

　話を聞いた芹也は、

「じゃあ、ヘスペリスはやっぱり、この地上のどこかにあるんだよな……」

「多分な」

「西の果て──か。ヨーロッパの方なのかな……」

「なんとか調べる方法はないのか？」

「ああ……。あるとすれば……連れん邦ぽう都の大図書館だろうな……。あそこには、今の世界で唯ゆい一いつ『鉄槌』以前の文ぶん献けんが残っている……。その文献があれば、もっと詳しく調べることができる。そうだ、例の〈破は滅めつの剣つるぎ〉なんだが──」

「何が書かれているのかわかったのか？」

「わからなかった。あれも連邦都の大図書館だろうな……。『鉄槌』以前の文献を見ればどこの文字かわかるだろうし、解かい読どくもできると思う」

　光の海、情じよう報ほう屋や、古物屋、元図書館や元政せい府ふビルといった廃はい墟きよの探たん索さく……香港でできることはすべて行った。東京に行こうかと考えたこともあるが、管理団だんは政府方ほう針しんとして、過去に囚とらわれず新しき世界を創つくろう、としており、『鉄槌』を生き延のびた文献などはすべて処しよ分ぶんしてしまっている。文化革かく命めい、焚ふん書しよというやつだ。管理団だけではなく、ガリアでも騎き士し領りようでもこれは行われている。今、世界で、『鉄槌』以前の文献を統とう括かつ的に保ほ存ぞんしているのは連邦都の大図書館だけだといってよかった。

　また、芹也は近藤栄司を心から信用したわけではなかった。彩を預あずけておいて矛む盾じゆんしているかもしれないが、しかし調ちよう査さは連中の手のひらの外で行いたかった。

「なら、行くしかねぇな」

「連邦都──か？」

　連邦都はヴェネチア騎士領内、ローマ市の一部として存在する。

　と、芹也は、まだベルティールと会話した内容を伝えていないことに気づき、今さらながらそのあたりを語った。

　ベルティールが何かの戦争をしようとしていること。彩に、その戦争と、管理団とセフィロとの戦争を、止められるものなら止めてみろと言ったこと。ジルを『庭園』が稼か働どうするための動力として使用すること──。

「どうもあの男は、彩に何かを期待している。賭かけに負けたら養女になれとか、わけのわからないことも言っていたし……」

「結局あいつだな、ミラン・ベルティール」

「あと、そうだ。あいつも口にしたんだよ、ヘスペリスという地名を。そこで彩は育ったのだとあの男は言った。そして、ヘスペリスに行けば、この世界についてわかることがあるかもしれないと……」

　あの男が予定した何かの結けつ論ろんに、今、自分たちはうまく誘ゆう導どうされようとしているのかと芹也は思わなくもない。

　ただ同時にあの男は、その部分については噓うそを言っていないと、そう思える直感も何な故ぜか存在する。

　どうして俺おれたちを本気で殺そうとしないのか──。

　俺たちをそこまで、取るに足らない無力な存在だと思っているのか？

　そうかもしれないが……。

　その部分への疑ぎ問もんと、その直感は重なっていた。

「どう思う？」

　空に目を向けた親友に、芹也は意見を求めた。

「なめてるんだよ、あいつは。どうせ俺たちには何もできないと思って、からかって遊んでやがるのさ。あいつは、そういう奴やつだよ」

「そうかも……。知れないな」

　部屋の中を歩きながら、芹也は苦く笑しようする。

「ただよ」と、百川は、「実はもしかしたら俺たちの方が、常つねにあいつのいる場所に現あらわれたってことかもしれねぇぜ。あいつにとってみちゃ、実は俺たちの方がこいつらはどんな力に導みちびかれているんだっていう、畏おそれの対象だったりしてな。彩と出会って、天使の園そのからロアンから香港まで、あいつは別に俺たちを追ってたわけじゃなくて、本当にたまたま遭そう遇ぐうしていたとしたら、笑えるぜ」

「……力か。どんな力に導かれているんだと思う？」

「俺が知るか。神か、それか……、イルミナ・ルクシエールか──」

「……おまえは信じるのか、その女が夢ゆめの中で語った話を？」

「わかんねぇけど、おまえの調べたことと整合はできるっぽいな。なら、結論的には同じことになるさ」

　膝ひざに手をつきながら、百川は立ち上がった。

　と、

「なあ、芹也」

「ん？　どうした百川」

「彩は……。あいつの方は、今はまだいいんだよな？　今すぐなんとかしないとヤバイ直ちよく接せつの敵てきがいるとか、そういうことはないんだよな？」

「それは──。たぶん、としか言いようがないよ、百川。俺も奈生も、今、彩に直接の危き機きは迫せまっていないと認にん識しきしている。彩もたぶんそうだと思う。彩のまわりには優ゆう秀しゆうな護ご衛えいがいるというし、誰だれかが東京で彩の命を狙ねらって襲おそいかかってきたという話もない。だから今はまだ、彩はそういう状じよう態たいではないと思う。でも、それは俺たちが知らないだけのことかも知れないし、仮かりに──」

「だな。わりぃ、おまえを困こまらせるつもりで聞いたわけじゃないんだ。ただ、やっぱり心配だしな」

「……ああ、そうだな」

「なんにしても。香港で、彩に危機が来るのをぼんやりと待っているだけってわけにはいかねぇ。その時が来てからじゃ、たぶん、手て遅おくれだ」

「だろうな……。連中が何を企たくらんでいるにせよ……」

　体が二つあればと思うが、分ぶん裂れつできるほど体は都合よくできていない。

　行くか、待つか。

　選せん択たくは、ふたつにひとつだった。

「ここでやるしかねぇよな。とっとと連れん邦ぽう都に行って、この世界の『真実』とやらを突き止めようぜ。ジルも、早く助けてやらねぇとな」

　百川が前者を選ぶことは、芹也にもわかっていた。

　現げん実じつに立ち向かう時、待つことは遅れるに等しい意味を持つ。自分が何もしなくても時間は流れていき、その時間の中では自分以外の誰かが確かく実じつに何かをしていくのだ。ならば進むのみ──百川はそう考える男だ。

「飛行機の準じゆん備びは整っている。今夜には出発しよう」

　たまたまタイミングよく百川が目覚めたが、目覚めなければ芹也は一人で連邦都に行こうと考えていた。だから、出発の準備はすでにほとんど整っていた。

　……俺が一人で行くべきだろうか。

　芹也は考えもしたが、『鍵かぎ』は百川に集まっている。鍵がなければ開かない扉とびらは間ま違ちがいなくあるだろう。そして、そうした扉こそを開かねば、世界の『真実』には近づけないのだという確信もあった。だから、彩の身に対するリスクはあるとしても、芹也は百川の連邦都同行に異い議ぎを唱えなかった。

「で、奈生は？」

「奈生？」

「あのバーカは、ちゃんと彩を助けてやってんのか？」
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　ぶるっと震ふるえを感じて、奈生は自分で自分の肩かたを抱だいた。ふいに冷たい風が吹ふき抜ぬけたからだろう。

　立ち止まった奈生の左右を多くの人々が通り過すぎていく。

　夕ゆう暮ぐれに近い東京の空は薄うす墨ずみがかったブルーだ。

　真新しいビルが立ち並ならぶ東京の繁はん華か街がい。大きな交差点の真ん中だった。

　奈生はふと、流れ行く人々を見て、酷ひどい疎そ外がい感を覚えた。銀ぎん髪ぱつで白しろ肌はだで、まさに生きる美び術じゆつ品ひんだと絶ぜつ賛さんされて、あきらかに行き交かう人々と違う自分は、一体、何なのだろうと考えてしまう。それは旅の中で何度か思った、もしも本当に在あるなら──平和で穏おだやかな楽園に帰りたいという──弱い心につながっていた。

「いけないいけないっ」

　気持ちを振ふり払はらう。歩行者信号が青から赤にかわろうとしていた。首からぶらさげた金十字のネックレスを煌きらめかせて、奈生は流りゆう麗れいな二脚きやくで走った。なびいた三つ編あみの銀髪が空のわずかな光を受け止め、星ほし屑くずのような残ざん像ぞうを空間に残す。交差点を越こえた歩道にいた制せい服ふくの少女たちが、うっとりした羨せん望ぼうの声をもらす。すれ違い様に視し線せんが重なり、奈生はにっこりと微笑ほほえんでみせた。彼女たちは黄色い声を上げ、きゃいきゃい騒さわぎながら立ち止まることなく通り過ぎていった。

　ここは別世界なのだと、奈生はあらためて思う。

　東京。

　進化種でない天使の侵しん入にゆうを許ゆるさない、不ふ可か視しの結界に守られた大都会。結界に抜け道のあることを奈生は知っているが、しかし、都市の中にも天使の存そん在ざいを感知する数多くの仕し掛かけが施ほどこされており、天使がテロを行える場所ではない。

　ここには、ＳＭＧをぶっ放して十じつ把ぱ一ひと絡からげで殺人をするマフィアもいない。東京には強力な治安組そ織しきが存在していて、たった一人が殺された程てい度どでも大騒ぎとなる。ここの人間はもしかしたら、荒こう野やには天使がいて凶きよう暴ぼうな牙きばをむき出していることを知らないのではないのか……そうとも奈生には思えた。

　ただ、それでもビルの上部に設せつ置ちされた大型テレビを見れば、空中帆はん船せん襲しゆう撃げきに関するニュースが流れている。

　襲撃は、セフィロの仕し業わざだと断だん定ていされていた。

「彩……戦ってるんだろうな……」

　側そばについていてあげるべきだったのだろうかと、奈生は考える。でも、側にいても何もできることがない。彩の戦いとは話しあいであり、武ぶ力りよくによる闘とう争そうではなかった。奈生の役目は家に帰ってきた彩の愚ぐ痴ちを聞いてあげることくらいだった。近藤は、人々が彩に寄よせる期待や敬けい愛あいすら大いに利用して、戦争の回かい避ひを目指している。要は政せい治じなのだ。奈生の出番などあるはずもなかった。

「ハァ……」

　肩をがっくり落とし、奈生はとぼとぼと歩いた。

　生殺しにされているに等しかった。

「あーあ」

　もう家に帰ってお菓か子しでも食べてようかな……と思った時だった。

　奈生は、時間が止まったような衝しよう撃げきで、車道を挟はさんだ反対側の歩道を歩く一人の進化種の少女を見つめた。少女は、銀髪をポニーテールにまとめ、ジーパンにジャケットというラフでボーイッシュないでたちだった。まるで昔からこの街の住民であるような顔をして歩いているが、──違う。

　なにより腕うでに巻まかれた赤いスカーフが、奈生の目についた。

　奈生は一足で幅はば広ひろな車道を跳とび越こし、ふわりと着地すると、うしろから走り寄って少女の手をきつくつかんだ。

　少女と、奈生の足が、人波の中で止まった。

　振り向いた少女が、冷れい淡たんな声で、

「おまえか、有あり本もと奈生」

　と言う。

「君は──セアラ・ラプト。どうして君がここにいるんだ？」

「ただの休きゆう暇かだ」

「噓うそだ──。そんなはずがあるか──。何をしているんだここで!?」

「だから休暇だと言っている。それより手を離はなしてくれないか？　女の手をいつまで不ぶ躾しつけに握にぎっているつもりだ」

「あ、ごめん」言いつつ奈生は笑って、「でも、この手は離せないよ。離せば君はどこかに行っちゃうだろ？」

　おどけた調子で言った。最初の緊きん迫ぱく感はあっという間に消え、なんともつかみどころのない柔やわらかな物もの腰ごしとなる。敵てきに対するにはあまりに空気違ちがいな奈生の姿すがたにセアラは目を見開き、驚おどろいた顔を見せた。が、すぐにそれは好こう奇き心しんにかわって、

「おかしな男だ」セアラは軽く肩かたをすくめた。「それで、私と手を繫つないだままおまえは何をどうする気だ」

「どうするって──」

「まさかここで、私とダンスでもする気か？」

「それもいいね」

「…………」

「というのは冗じよう談だんだけどお」奈生はきょろきょろとあたりを見み渡わたし、「喫きつ茶さ店てんでドリンクでもどうかな。夕食には早いけど紅こう茶ちやを飲むくらいならいいだろ？」

「おまえはバカか」

　いきなり何を言い出すのか。セアラは冷たく言い放った。

「バカってねえ」奈生は憮ぶ然ぜんと腰に手を当てた。「まったく、どうしてみんな俺のことをバカバカ言うのさ。俺はねえ、こうみえても、物もの凄すごく色々と考えて頑がん張ばって努力して生きているんだよホントに！」

「まあいい、紅茶くらいならつきあってやる。当然、金は貴き様さまが出せよ」

「ああ、もちろん」

　そういうわけで。

　二人は、ようやく手を離して近くの喫茶店に入った。




　しばらくは沈ちん黙もくがつづいた。ウェイトレスが持ってきた紅茶を、そっぽを向いたままセアラは淡々と飲む。すぐに立ち去る気は今のところないのか、一気に飲んでしまうようなことはしていない。奈生は彼女の顔を見つめていた。

「あのさあ」奈生はぽつりと、「セアラって、透とう明めいな氷みたいだよねえ」

「どういう意味だ。だいたい人の名前を気安く呼よぶな」

「んー。なんていうかさあ、冷たい顔でさ。でも、キレイだよね」

「おまえはバカか」

「俺は、どんな感じ？」

「おまえか？」セアラはようやく奈生の顔を見て、「そうだな……。おまえはあれだ、春のうららだな」

「ぽっかり暖あたたかい感じ？」

「ぼけっとした、起きているのか寝ねているのかわからない感じだ」

「あはは！　そりゃいいや」

　背せもたれに身を預あずけて、奈生はけらけらと笑った。

「笑うな。自分のことで」

　セアラはそっけない。

「でもあれだねえ、それだと俺おれ、セアラを溶とかすことができるね」

「だから、どういう意味だ」

「だって、春になれば氷は溶けるって、さ」

「それは雪だ、バカが。だいたいおまえは、私がここで何をしているのかを聞くために私を呼び止めたのだろう。聞きたいことがあればさっさと聞け」

「聞いたら教えてくれるんだ」

　奈生は、あくまでおどける。その様子を見たセアラが、ガシャンと荒あら々あらしくティーカップを皿に置いた。

　あきらかに気を悪くした態たい度どでセアラは立ち上がり、奈生を見み据すえた。

「えーと……。どうしたの？　セアラ」

「ひとつ忠ちゆう告こくしておく。死にたくなければ、緒原彩を連れて香港に戻もどれ。あの街でおまえはおまえたちの生活を送ればいい。世界に関かかわるな。関わらねば、緒原彩もおまえも安全は保ほ障しようされる」

「……やっぱり、何かしているんだね」

「あと、もうひとつ言っておく。──私を、からかうな」

　奈生に背を向け、セアラは店を出ていく。

　奈生は、おつりはいいからとウェイトレスに紙し幣へいを渡し、つづいて店を出た。セアラが歩き去ろうとしている。

　奈生は叫さけんだ。

「セアラ！　セアラ！　俺はからかってなんてないよ！　俺は──俺は本当に君の笑え顔がおが見てみたいって──そう思ったんだ！　セアラ！」

　セアラが立ち止まる。そして、振ふり返り、

「何度も名前を呼ぶな、有本奈生。一度呼べば誰に対してかはわかる」

　今度こそセアラは人波に消えた。

「…………」

　どうしてか、奈生の胸むねは酷ひどく痛いたんだ。どうしてこんなに苦しいんだろう。奈生には自分の感かん情じようがわからない。
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　東京から一時間の時差を隔へだてた薄うす闇やみの世界を、緒原辰弥は見つめる。空には、月といくらかの星が出ていた。海へとつづいた斜しや面めんには、滅ほろびた街の残ざん骸がいが今も残る。暗い海は揺ゆらめき、どこからか届とどいたかすかな光を反はん射しやさせている。

　背はい後ごから近づく足音に緒原は随ずい分ぶんと前から気づいていた。振り向かなかったのは殺すなら殺せという気持ちがあったからだ。

「よう」

　横に並ならんだ天使の青年が、気安く声をかけてきた。

「──〈捨すて去りし者〉か」

「あんたがここにいるって永子さんに聞いたんでな、会いにきてやったぜ」

「……何の用だ」

「ああ──。テメェを殺してやろうと思ってな」

　言うが早いか繰くり出されてきた拳こぶしを、緒原は足の動きで難なんなく避よけた。百川の気合に圧おされる形で、体が勝手に動いた。二人は断だん崖がいで、斜ななめ向かいに対たい峙じする。ニヤリと凶きよう暴ぼうに微笑ほほえんだ百川がわずかに歩を詰つめた。

「うおらぁぁぁ！」

　怒ど号ごう。そして、拳けん打だ。百川は飛びかかるように攻こう撃げきを繰り返す。そのすべてを緒原は足あし捌さばきで躱かわす。

　土くれの地面をすべる二つの足音が、薄闇の空に響ひびく。

「どうした？　俺を殺すなら、本気を出したらどうだ？」

　百川は天てん使し脈みやく動どうも『結けつ晶しよう』も使ってこない。

　ひたすら、腕わん力りよくと体のバネとでストレートやフックを放つばかりだった。

　たいして集中せずとも緒原には難なく回かい避ひできる。それくらいのことは、戦ったことのある百川も承しよう知ちしているはずだ。

　何度目かの拳打を透すかされ、百川は大きく前方に足をついた。

　そこで動きが止まる。

「……へ」

　流れた前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞいた百川の顔には、うっすらと汗あせが滲にじんでいた。

「何を遊んでいる」

「おまえを殺して、おまえの血で俺は限げん界かいを超こえるのさ。悪いが、俺の生いけ贄にえになってもらうぜ死にぞこないのおっさんよ」

「ならば、本気で来たらどうだ」

「うおおお！」

　激はげしい怒号を放って百川がうしろ足で地面を蹴けった。右のストレートから左のフックをつなぎ、緒原のこめかみを打ち砕くだこうとする。

　緒原には、スローモーションのように百川の動きが見えた。反撃しようとする意い識しきがなくとも、戦いつづけてきた性さがだろう。心は虚こ空くうを漂ただようまま、緒原は踏ふみこみと共に体の位置をずらした。同時動作として、すれ違ちがう百川の足を引っかける。百川康やす貴たかは、惨みじめなほど容易たやすく前のめりに転んだ。

「君は……」

　ここで緒原はようやく、百川は攻撃してこないのではないと理り解かいした。

　百川は攻撃しているのだ。

　今、自分にある力のすべてを用いて。

「……天使脈動を、……『結晶』の力を無くしたのか？」

「それがどうしたよ」口についた土を手の甲こうで落とし、百川は身を起こす。「それがどうしたよなあ！」

「無む益えきな。それで俺に勝てると思うのか。やはり君はただの狂きよう犬けんか」

「ただのクソ親より、よほどマシだろおい」

「去れ。今の君では、俺に指一本触ふれることもできない」

　緒原は冷れい酷こくに告げた。いくら死にたくとも、今目の前にいる惨めな不良青年に殺される気はない。

「今の俺には無理か。でもな、次の一分後の俺様には無理じゃねぇんだよ！」

　凶暴に叫さけび、百川は攻撃をつづけた。




　百川が自分で気づいたのは、廃はいマンションの我わが家やに帰ろうと海辺でいつものように地面を蹴った時だった。いつもなら空へと吸すわれるように飛ひ翔しようする体が、どうにも地面から離はなれない。いつもなら体の内側から勝手に湧わき上がってくる力が、まるで湧わかない。肉体と意識の境きよう界かいに存そん在ざいしているべき天使脈動が完全に消失していた。

　百川はしかし、それほど驚おどろきはしなかった。覚かく悟ごしていたことだった。むしろ生き延のびただけ神に感かん謝しやすべきだろう。百川は本当に最後の一いつ適てきまで力を絞しぼり出して、襲おそってきた進化種──影かげ虎とらと戦ったのだ。

　海辺に捨てられていたボートに乗り、オールを漕こぎ、百川は住み慣なれた海上の廃マンションに戻もどった。

　芹也には、このことを何も告げていない。

　それより先に、緒原辰弥が生きて香港にいることを聞いたからだ。

　コードＷの際さい、緒原は百川の前に立ちふさがった強きよう敵てきだった。緒原辰弥が屈くつ強きような天使であることを百川は認にん識しきしている。

　前回の戦いで百川は緒原を破やぶった。しかしそれは百川一人の力ではなかった。あの時、百川は、確たしかに天あま照てらすの力を借りた。彼女が支ささえてくれたから、天使最強の発動力を身に纏まとうことができた。

　だから、戦いを挑いどむ。誰だれの力も借りず緒原に打ち勝てば、それは自分の限界を超えたことになる。

　緒原にとってはいい迷めい惑わくだろう。

　だが、奴やつの腑ふ抜ぬけた顔を見て良心の呵か責しやくは完全に消えた。




　この男はむざむざ生き延びて、こんなところで何をしているのか。

　彩が戦っていることを知らないとでも言うのか。




　百川には何もできない。彩を守りたくとも今は力がない。彩を守りたくとも、百川が管理団だんなどに行けば逆ぎやくに敵を作るだけだった。

　何もできない……。

　今、彩の前に恐おそるべき敵が立ちふさがったとしても、今の百川には駆かけつけてその敵を撃げき退たいする力がない。

　だから逃にげるように、連れん邦ぽう都に行こうとしているのか。

　違う。

　違うと百川は言い聞かせた。

　今、できる最さい大だい限げんのことをするために、俺は連邦都に行くのだ。

　心の底で百川はもう力は戻らないのだと、そうとも思っていた。

　違う。

　逃げている──そう考えてしまう自分など、決して認みとめるわけにはいかない。

　何もかも、打ち破るしかないのだ。

　そのために動く。そのために連邦都へ行くのだ。

　しかし、この男は違う。この男であれば強敵とも渡わたりあうことができる。緒原辰弥など認めてはいなかったが、百川は奴にひとつの期待を抱いだかずにはいられなかった。なのにこの男は、世を捨すてたような顔でぼんやりと海を見ているのだ。

　その憤いきどおりと怒いかりは、やがて、限界を超こえるという当初の目的を忘わすれるほどに強く、攻こう撃げきの原動力になる。

　言いたかった。




　──緒原は、いい奴だったんだろ？

　──うん、

　　　ううん……。なんであんな奴なんか……。




　彩がおまえのことでどれだけ苦しんできたのかわかっているのか。

　おまえには責せき任にんがあるんじゃないのか。

　憎にくみつつも憎みきれず、未いまだ心のどこかで養父を必要としたい自分に耐たえ、必死に大人になろうとする彩の横顔を百川は旅の中で見てきた。慰なぐさめることもロクにできなかった無力な自分のことも覚えている。

　そのすべてをこめて。百川は渾こん身しんの一撃を緒原辰弥の頰ほおにぶつけた。

　ぶつけた──と思った。

　だが、あとわずかのところで首をひねられた。

「君は──」

　間近で視し線せんが重なり、緒原はつぶやく。

　百川は止まらなかった。額ひたいを緒原の顔面にぶつけ、ダメージはともかく、わずかだがのけぞらすことに成功した。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、ウッと息が詰つまる。

　緒原辰弥の拳こぶしが、深く百川の腹はらにめりこんでいた。

「ク……ソ……」

　その場に崩くずれ落ちながらも、百川は鋭えい利りな眼がん光こうのまま男を見上げた。

「何な故ぜ、そこまでして戦おうとする？　〈捨て去りし者〉よ」

「彩が戦ってるんだぜ……。俺も……戦わなくてどうするよ……。限界を超えて、必ず復ふつ活かつしてやるさ……」

「不ふ可か能のうだ。伸のびきったゴムに弾だん力りよくが戻もどることはない」

「……おい、認めろよ。一分後の俺様には、無理じゃなかったってな」

　緒原は未だに息ひとつ乱みだしていない。ナイアート、影虎……そいつらとは比くらべ物にならない強さだった。

　ただ、『触ふれる』という勝負に関しては百川が勝った。

「残念だが、倍の時間はかかっていたよ、青年」

　緒原は歩いて丘おかから降おりていく。

「俺おれ様さま時間じゃな、今でちょうど一分経けい過かなんだよ……。おい……！　おまえ、彩をどうする気だ……？」

「どうもする気はない、もう終わったことだ。俺は死んだ」

「……俺は死んだ、か。おい、まさかテメェ、自分ってやつが自分の中にしかいないなんて思ってねぇだろうな？　テメェは死んだかもしれねぇよ……。だけどな、彩の中にいるおまえはまだ生きていて、あいつを悲しませているんだよ。テメェが死ぬのは勝手だけどよ……死ぬなら、あいつの中のおまえにも落とし前つけてからにしろ」

　百川は懸けん命めいに息を吐はき、言葉をつむいだ。

「俺はあの娘むすめを自分の道具に使った。それが事実であり、すべてだ。そのことを否ひ定ていする気はない」

「誰が否定しろって言ったよ。事実はな、何をどうしたって消えねぇさ。テメェは娘を道具に使ったクソ親さ。テメェは事実としてあいつを育てたんだよ……！　事実を否定する気がないなら、そのことも否定するんじゃねぇよ！　テメェが死んだって、テメェがあいつを育てた現げん実じつが消えることはないし、テメェがあいつに与あたえた愛があいつから消えることはないんだよ！　おまえには偽いつわりだったかもしれねぇよ……。だけどあいつにとっては事実だったってことくらい……わかるだろ……」

　訴うつたえる先に、男の姿すがたはなかった。

　男は立ち止まらず、歩き去った。

　百川はしばらくの間、腹に食らったダメージのせいで身動きが取れなかった。

　どうにか立ち上がった頃ころには、世界は夜へと変へん貌ぼうを遂とげていた。まばゆい満月が眼がん下かの海を照らす。

「何言ってんだかな、俺は……。偉えらそうに……」

　海に伸びた月の光を見つめながら、百川はポケットに手を突つっこんだ。
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　彩が帰き宅たくしたのは、日付がかわって一時間過すぎた後だった。高い塀へいに囲まれた緑の庭園の中に、彩が八年の間、育ての親と二人で暮くらしてきた二階建ての家はある。部屋が二〇もあるような邸てい宅たくなので、小さい頃はよく、家の中ですら迷まい子ごになって、育ての親に助けを求めたものだ。彩の育ての親は、彩が泣いていれば、どこからでも駆かけつけては彩を見つけ、優やさしく語りかけてくれた。

　──大だい丈じよう夫ぶ、もう怖こわくない。一人ではないだろう？

　彩は優しい声と笑え顔がおにほっとして、うん、と笑う。

　──怖い時は、どこからでも私が駆けつけてあげるから、安心しなさい。

　──愛しているよ、彩。

　いつも、男は言ってくれた。

　彩は信じていた。

　心の底から。

　疑うたがったことなんて、一度もなかった。

　なかったのに……。

「疲つかれてるんだなあ、あたし……」

　思い出したくない過か去こが勝手に脳のう裏りを過よぎってしまい、彩は肩かたに手を当てた。

　家には、育ての親との記き憶おくがたくさん眠ねむっている。

　東京に来た時、彩は住み慣なれた家に戻りたいと思わなかった。どこかホテルを借りてそこで滞たい在ざいしたかった。

　しかし、家には二人だけで住んでいたわけではなかった。家には、お手伝いさんたちや執しつ事じがいた。彼らはずっと、天使のテロ攻こう撃げきによって行方ゆくえ不明になっていたとされる彩の身を案ずると共に、家を守っていた。緒原辰弥は──神しん海かいで死んだという報ほう告こくが東京にも届とどいていた。

　彩は、待ってくれていた人たちに背せを向けることができなかった。

　だからやむを得ず、緒原邸で暮らす。

　玄げん関かん先まで自動車で送ってもらい、彩はドアを開けた。

　鍵かぎはかかっておらず、中にはメイドの青木さんと執事の早田さんがいて、彩を出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま」

「ありがとう。ただいま」

　深夜なのに、二人は待っていてくれたのだ。

　廊ろう下かを歩いてリビングに入れば、ソファーに寝ね転ころんでいた奈生がむくりと起き上がって涼すずしげな笑顔をくれる。

「おっかえり～」

「たっだいま～」彩は、奈生のとなりにどっかりと座すわって、「あー疲れたあ。もう今日は本当にへとへとだよお」

　と、自じ慢まんの白い翼つばさをしなだらせて、うなだれる。

「なんかね、セフィロが管理団だんの空中帆はん船せんを襲おそったって話があったでしょ。あれ、セフィロがやったって証しよう拠こがあるわけじゃないのに、みんながみんな、さっさと戦争をはじめないから被ひ害がいが増ふえるんだ～とか言って。戦争なんてすれば、一いつ隻せきで済すむわけないってのにね、わかってないんだよ」

「大変だったんだ」

「うん。だからあたし言ってやったよ。戦争は、神さまのお望みじゃないって」

「あはは」

　奈生は立ち上がると、カウンターキッチンに向かった。

　彩は奈生の姿を目で追いながら、

「でも、実は隠かくされていたんだけど、被害は他ほかにもあるらしくて。最近、なんかすごい襲われてるらしいの。今回は、たまたま東京から出た船が襲われたから大おお騒さわぎになっているだけで。それでセフィロに連れん絡らくしてみたら、ハーシェがね、『どうして管理団はこの時期に商隊への襲しゆう撃げきを活発化させるのか？』って」

　ハーシェ・グランツは南米の天使の園そので知りあった『族長の娘むすめ』である。南米の園にいた天使たちはすでにセフィロに合流しており、族長であるハーシェの父はセフィロの合議を司つかさどる幹かん部ぶの一人となった。

　ハーシェはセフィロの外がい務む機関で働いており、彩は彼女とコンタクトを取り、情じよう報ほう交こう換かんを行っていた。

「向こうも襲われてるんだ」

「みたいなんだあ。ホント、困こまっちゃう」

「どうぞ」

「ありがと、奈生」

　奈生が持って来てくれたミネラルウォーターを、彩は一気に飲み干ほす。

　コンと、コップをテーブルに戻もどして、

「どういうことだと思う？」

「あれだね。それぞれの最前線の兵士が勝手にやっているか、それか、第二の百川みたいなのがいるか」

「誰だれかが……無差別に襲っているってこと？」

「あ、彩って百川のこと、そーゆー風に思ってたんだ」

　自分で誘ゆう導どうしておいて、奈生はケラケラと笑った。

「もう。奈生のバカ」彩は唇くちびるを尖とがらせて、「あたしは、真ま面じ目めに言っているの」

「でもさ、帆船の襲撃のことだけど、帆船にいた人って皆みな殺ごろしにされたの？」

「……確たしか、一人だけ救助されて、ハノイ市の病院で手当てを受けているって聞いたけど……。どうして？」

「生き残った人がいるなら、その人に聞けばいいじゃん。襲ってきたのは間ま違ちがいなく確かく実じつにセフィロの天使だったのかって。他にも襲われた人がいるなら、敵てきを見ている人は大おお勢ぜいいるわけだよね」

「聞いていると思うよ、それは」

　彩は肩かたをすくめた。

「わかんないよ、戦争したくてうずうずしている連中が、いいように情報操そう作さしている可か能のう性せいだってあるし。もしかしたら、そいつらがやっているのかもしれないし」

「……かも、ね。じゃあ、実行しかないか」

「ん？」

「だって、ベトナムのあたりには光の海が通じてないでしょ。言われてみれば、ちゃんと東京まで情報が届いているって保ほ証しようはないよね。ハーシェは、セフィロはそんなことしていないって言っていたし、確かめてみる価か値ちはあるよね！　うんっ！　奈生、ナイスだよそのアイデアって！」

　興こう奮ふんする彩。奈生はアイデアなど出した記き憶おくがなかったので、

「ん？　ん？」

　と、あらためて首をひねった。が、やがて気づいた。

「だ、ダメだよ彩っ！　そんなの危き険けんだよ！　百川たちだっていないのに！」

「香港でしょ？」

「あ、ううん。一番に言おうと思ってたんだけどさ──。さっき電話があって、百川と芹也は香港を出たよ」

「出たって？　どこかに行ったの？」

「連れん邦ぽう都に。香港で一通りの調ちよう査さが終わって、いよいよ、ミラン・ベルティールに一ひと泡あわ吹ふかせるために動きはじめたみたい。奴やつのことは俺らに任まかせて、おまえらはおまえらの戦いをしろよって、伝言」

「そっか……。百川も頑がん張ばってるんだね」

「みたいだね。ずっと連絡取れなくて、どこで何してたんだかだけど」

　奈生は、棚たなの上に置かれた写真立てを手に取った。

　写真には、ピンクのドレスに身を包んだ一〇歳さいくらいの彩と、黒いスーツを生真面目に着こなした緒原が、並ならんで写うつっていた。彩は、本当に幸せそうに、満面の笑え顔がおで緒原の腕うでに絡からみついている。本当に──仲の良い親子だったのだろう。家には、これと同じような写真がいくつも飾かざられていた。

　奈生が手にしているものに気づいた彩が、

「捨すてるのもわざとらしいし、みんなに余よ計けいな心配かけさせたくないしね」

　と笑う。

「──そうだね」

　奈生は写真を元の場所に戻した。東京で緒原辰弥は、『鉄てつ槌つい』で崩ほう壊かいした大地に再ふたたび元の緑を取り戻すために、地球環かん境きようの調査を行っていた。それは、コードＷに関かかわる調査を隠かくすためのカモフラージュだったが、そのことを人々は知らない。緒原辰弥は清せい廉れんで高こう潔けつな人じん格かくだったと誰だれもが言う。そして、そのイメージを人々に持たせたまま、奴は……神海で奈生をかばって、死んだ。

　奈生は緒原に助けられ、今、ここに生きている……。

　緒原が助けてくれなければ、奈生は中嶋信武に殺されていただろう。緒原は、中嶋の手で殺された。なのに緒原は、百川に殺されたようなことになっている。情報なんてあてにならないものだと奈生は思ったものだ。

「奈生！　ほらもう、さっさと準じゆん備びしてよ準備！」

「って──。えと、本気？」

「あったり前でしょ！　このまま東京を出て、どこかで飛行機を手に入れて、あとは東南アジアまで一気だよ！　奈生が頼たよりなんだから早くっ！」

「あ、うん──」

　即そく断だん即そつ決けつの彩に急せかされるまま、奈生は自分の部屋に戻った。
















　第三章　海底







　　　　１




　東京で一体、セアラ・ラプトは何をしていたのか。奈な生おは、ベルティールの警けい護ご官かんとしての彼女しかしらない。警護官に長期休きゆう暇かがあるとは思えず、仮かりにあったとしてもヨーロッパから東京まで遊びに来るとは思えなかった。

　ベルティールが東京に来ているのか？　と、奈生は考える。

　主人が東京にいるのであれば、セアラが東京で半日程てい度どの休暇を取っていても不思議ではないのかもしれない。

　とはいえ、ベルティールは東京にはいない。それは確たしかだった。

　セアラ・ラプトと東京を強ごう引いんに結びつけるとすれば、彼女が昔、管理団だんの陸軍特とく殊しゆ部隊に所しよ属ぞくしていたということだろうか。レッドスカーフ隊と呼よばれたその部隊は、〈天使殺し〉中なか嶋じま信しの武ぶが率ひきいており、悪あく党とう・天使と見れば容よう赦しやなく殺した。しかし、軍の統とう制せいを離はなれて独どく自じ行動しつづける隊を危き険けん視しする声が高まり、隊は解かい散さんさせられ、さらに隊長の中嶋信武はコードＷの際さいに死んだ。

　セアラがどのような経けい緯いでガリアに移うつったのかを奈生は知らない。セアラの隊に対する思い入れの深さはわかる。隊が消えて尚なお、隊の象しよう徴ちようだった赤いスカーフを私し服ふくの上からですら腕に巻まいているのだ。客観的に見れば滑こつ稽けいといってよかった。彼女を笑う気など奈生には毛頭ないが──。

　……いずれにせよ。

　炎ほのおと硝しよう煙えんの狭はざ間まで彼女と向きあうことがないようにと奈生は祈いのった。

　奈生と彩さいは、恐おそらく、よりセアラの警告に近い形で世界に関かかわろうとしている。




　まわりでは、ブーンと低い音が唸うなりを上げつづけていた。

　これは何だろう。

　蠅はえの王の羽音というやつだろうか。

　…………。

「奈生ー。奈生ー。寝ねるなー」

「あ……。俺おれ？」

　隣となりから彩に頰ほおをペチペチ叩たたかれ、奈生はハッと意い識しきを取り戻した。操そう縦じゆう桿かんを握にぎり直して左右にふらついていた飛行機を安定させる。

　セアラのことを考える内、睡すい魔まに憑とりつかれかけていたらしい。

　聞こえるのは、飛行機の稼か働どう音おんだ。

「あたしは寝てもいいけど、奈生が寝ちゃダメでしょ」

「勝手だなあ」

「とーぜん。誰が主人公だと思ってるわけ？　従じゆう者しやその一のくせに」

　まったく、酷ひどい言い様である。

　ただ、そういう彩はけっこう好きだったりするので、奈生は形だけしかめっ面つらをしつつも楽しく笑った。

　東京を抜ぬけ出した二人は、福ふく岡おかまでを自力で飛び抜け、そこから空中帆はん船せんに乗って極ごつ寒かんの海を越こえた。海を越えて大陸に渡わたれば、管理団の司し政せい力りよくはぐっと弱まる。知ち己きの闇やみ組そ織しきとの交こう渉しようで安く飛行機を譲ゆずり受け、香港ホンコンに戻った。久ひさしぶりの香港だが、残念ながら百もも川かわたちはおらず、赤せき龍りゆうの女主人・出雲いずも永えい子こもどこかに出かけていた。なのでさっさと飛行機に燃ねん料りようを補ほ給きゆうして武ぶ器きを買い、出発。

　と、その前に東京の様子を奈生は調べた。置手紙だけ残して勝手に東京を抜け出した彩たちだが、さすがにそのことは秘ひ密みつにされている様子だった。

　そんなこんなで、あと一時間ほどでハノイ市へと到とう着ちやくしようとしていた。

「ふあーあ」

　奈生は大きな欠伸あくびをもらす。

　ここまでの間、奈生はまったく寝ていない。久しぶりに働けたので張はり切ったが、さすがに疲つかれてきた。

　彩はといえば、飛行機の中ではほとんどすやすやと寝ていた。

　なので元気なもので、

「あーもう！　背せ中なかが痛いたくなってきあ！　ねえまだ？　いつまであたしの関節に堅かた苦くるしい思いさせる気かなあ？　だいたいあたし急いでるんだけどお」

「んーじゃ急行」

　奈生は、大だい胆たんに操縦桿を押おした。

「きゃあ！　奈生、奈生、一文字余よ計けいだって！　急行はしてほしいけど急きゆう降こう下かなんてしなくていいってばぁぁぁ！」

「あははは！　サービスサービスっ」

　高度を下げた飛行機は大地すれすれを飛びながら、ハノイ市近きん郊こうに来た。香港を出てから延えん々えんとつづいていた不毛の荒こう野やは、丘おかをひとつ越え、遠くに町が見えるようになるとようやく緑が目立ちはじめた。

「彩、かなり弾はずむから、舌したを切らないように軽く歯を嚙かんでてね」

「うん……。了りよう解かい」

　空港で騒さわぎが起こるのも嫌いやなので、奈生は飛行機を、まっすぐにつづいた土くれの道路に着陸させる。止まる寸すん前ぜんのところで脇わきの荒れ地に機体を突つっこませ、とりあえず迷めい惑わくにはならないようにして、完了。使い捨すてになってしまったが、まあ、遠からず誰かが拾い上げて利用するだろう。

　あとは自力で飛び、郊外の湖のほとりからそっと町に入る。

　快かい晴せいの午後。

　気温は、アイスクリームをおいしく食べられそうなくらいに暖あたたかかった。

「ねえ、奈生。いきなり襲おそわれたりしないよね……」

「たぶん……平気だと思うけど……。襲われたら一いつ旦たん逃にげよう」

「そうだね……」

　二人は、天使に対する人々の様子を見つつ、歩いて旧きゆう市街に向かう。倒たおれたままのビルと緑豊ゆたかな街がい路ろ樹じゆが二人を出で迎むかえた。

　かつて世界で最も魔ま力りよくが湧わき出ていた場所のひとつであるアンコールワットを抱かかえたインドシナ半島は、『鉄てつ槌つい』によって一夜で海に吞のまれた。ハノイから南に五キロ行けば引き裂さかれた大地の傷きず痕あと──死の断だん崖がいが延々と西に延のびる。

　ハノイは、管理団だんが正登録した中で、最南に位置する都市なのだ。

「奈生は、けっこうこの町には来ていたの？」

「ううん、この町は初めてかな。この町の人間と商売したことはあるけど、外での取引ばかりだったしね」

「ふーん。何で外なの？」

「そりゃ、まあね」

　奈生も、いい子いい子で生きてきたわけではない。法の網あみに引っかかる商品だから外で取引したわけである。と、そんなことを言えば彩は怒おこるに決まっているので「俺って天使だからさあ」と笑って誤ご魔ま化かした。

　人々の家は、廃はい材ざいを組みあわせた小屋のような建物である。道路の割われた部分を避よけながら自転車が行ゆき交かっている。

　管理団の主しゆ導どうによる経けい済ざい再さい生せい計画は実行されていない。

　かわりに個こ人じんレベルによる交こう易えきが盛さかんで、市場に行ってみれば予想以上に大おお勢ぜいの人がいて奈生は驚おどろいた。光の海と市外電話が寸すん断だんされたままの最前線に近い都市に、どうしてここまで人が集まるのかというほどの賑にぎわいぶりである。まあ、香港や荒野よりはマシなのだろう。この地ち域いきでは数少ない管理団の司法が通じる場所であり、制せい服ふくを着た警けい官かんの姿すがたをちらりと見ることもあった。

「……トラブルがあると嫌だし、警官には近づかないでね、彩」

　セフィロに睨にらみを利きかす管理団南部方面隊が本ほん拠きよ地ちを置くのは、ハノイから離れた香港よりやや北の台湾タイワンである。ハノイには、奈生の情じよう報ほうでは一個師し団だん──五千名程てい度どの兵士が駐ちゆう屯とんしているはずだった。

「うん──。天使、ぜんぜんいないね」

　セフィロの脅きよう威いに直ちよく接せつ晒さらされる町だけあり、さすがに天使の姿はない。

　人々の奈生と彩を見る目は、非ひ常じように冷たかった。

　襲われないのはひとえに、司法の保ほ護ご──『進化種』の証しよう明めいである金十字のネックレスを首から下げているおかげだろうか。あるいは、町に天使こそいないものの、天使と密みつ交こう易えきして利り益えきを上げている人間が多いためかもしれない。

「さーて、あとひとふんばりするかな」

　奈生は早さつ速そく、例の、襲われた帆はん船せんの生き残りを探さがすことにした。

「奈生、先にホテルとろうか。奈生は休みなよ」

　彩は、いつものようにリュックで翼つばさを隠かくしている。頭には帽ぼう子しをかぶっていた。

「え、でも……」

「話を聞くのはあたしに任まかせて。ね」

「でも、ここはロアンと違ちがうから──。彩には無理だよ」

「もう。バカにしないでよね」

　彩はできるところを見せようと、饅まん頭じゆうを蒸むす主しゆ婦ふに声をかけた。ちらりと顔を見られて無む視しされたので、隣となりで野菜を売っていた老ろう婆ばに移うつる。腰こしを屈かがめて視線をあわせたのに顔すらあげてもらえない。

　少し困こん惑わくして奈生を見れば、「ほらね」と肩かたをすくめられた。

　彩はむっとして、五人ばかりで集まっていた若わかい男たちに笑え顔がおで近づいた。

「ども、こんにちはー」

「彩！」

　奈生はあわてて彩の手を取った。早足に市場を抜ぬけ、街路と街路が交差する噴ふん水すい広場でうしろを振ふり返る。幸いにも、追っ手はなかった。

「どうしたのよ、奈生」

「あんなゴロツキに声をかけて、彩、適てき当とうに言いくるめられてクスリでも飲まされたらどうする気!?」

「奈生、人を見た目で判はん断だんしちゃダメだって。いい人かもしんないでしょ」

　腰に手を当てて彩は息をついた。

「ないない。今のは、見た目で思いっきり判断できたよ」

「そうだ。管理団の司し政せい官かん事じ務む所しよで聞こうよ」

「彩。役所で聞くためには、彩が彩だってことを知らせなきゃいけないよ。大おお騒さわぎになる予感がするんだけど」

「なるほど……。でもまあ、なんとかなるよ！」

「ホントかなあ」

「なるなる。極ごく秘ひの調ちよう査さでやってきたとか、適当に言っとこうよ」

「あーダメダメ！　だってほら、もしかして誰だれか身内が戦争を起こすために襲しゆう撃げきをしている可か能のう性せいだってあるんだからさ！」

「じゃあ、どうしよう」

　彩は途と方ほうに暮くれ、腕うで組ぐみして首をひねった。

「だからさあ」奈生は笑って、「ここは俺に任せなって。なんとかするから」

　東京では無力だった奈生だが、辺へん境きよう区くには慣なれている。

　目ざとく見つけた青年に声をかけ、あれこれ話して馴な染じんだ後で、情報屋を紹しよう介かいしてもらった。武ぶ装そう空中帆船の撃げき墜つい事じ件けんは、ハノイではささやかなニュースとしてあちこちの酒場で囁ささやかれた程度だった。大騒ぎしたのは、東京から嗜し好こう品ひんを届とどけてもらうはずだった政府関係者だけだと情報屋は笑った。

　情報屋は奈生たちの前で新聞記者の仲間に電話をかけ、二〇分足らずで男の入院先を突つき止めた。

　新市街のカレナ総そう合ごう病院。名は、佐さ藤とう利とし昭あき。

　奈生はついでに、襲撃者に心当たりはないかと情報屋にたずねた。

　情報屋は追加の金をもらってから、

「香港の百川康やす貴たか──」と嘯うそぶき、「じゃあねぇよな、今回の仕し業わざは。あいつなら一人でもやっちまうだろうが、今回はどうも軍隊臭くさいって噂うわさだぜ」

「軍隊？　人間の？」

「たまたま遠くから目撃した奴やつがいうには、連中、ロケット砲ほうをぶっ放して武装キャラバンに襲撃をかけたって話さ。んで、金も物ぶつ資しも奪うばわずに、人だけ皆みな殺ごろしにして、迎むかえに来た空中帆船で疾しつ風ぷうのように消えたとさ。強ごう盗とうじゃねぇわな。殺すこと自体を目的にしてる感じだからな」

「武器を使うってことは、やっぱり人間が──」

「天使が人間に見せかけてるって可能性は否ひ定ていできねぇだろ。特に最近は、例の翼の天使さまがいる。セフィロも、自分とこの姫ひめさまの心証をわざわざ悪くすることをこの時期にする気はないだろ、なあ」

　情じよう報ほう屋やは、奈生と彩のことをセフィロの天使だと思っているらしい。

「まあ……ね……」

　佐藤という男に、直接、話を聞くしかなさそうだった。

　情報屋と別れ、二人は病院に直行した。

　そして。

　腰の骨ほねを折って入院生活をつづけていた佐藤は、苦々しく、襲おそってきたのは間ま違ちがいなく人間の集しゆう団だんだったと答えた。

「でも……。一人だけそういえば天使がいたな……。まだ若わかくて、ちょうど君たちくらいの年ねん齢れいで……。警けい官かんかボディガードみたいな制せい服ふくを着て、確たしか……どっちかの腕に赤い布ぬの切きれを巻まいていたような……。最初にその女が空から剣けんで斬きりこんできたから……あれは天使に違いないと思う……」

　夜だった。女天使の奇き襲しゆうで混こん乱らんしたところに帆はん船せんを隣りん接せつされ、乗りこまれた。海かい賊ぞくそのままの手て際ぎわだが、連中は戦せん闘とう中に一言もしゃべることがなく、あれは怨おん霊りようだったのかもしれないと佐藤はつぶやいた。

　連中は統とう率そつが取れていてアサルトライフルも使っていたが、服装はバラバラで軍隊かどうかはわからないという。圧あつ倒とう的な強さだった。帆船には兵士が二〇〇名近くいたのに二〇名程度の連中に手も足も出なかった。ただ、あれは人間だった。天使の顔と体たい格かくではなかったと佐藤は断言する。

　誰一人逃にがさない自信があったのか、覆ふく面めんは誰もしていなかった。

「ねえ、赤い布切れを巻いた女天使って──」

　心当たりのある彩が、奈生の方を見て目を大きく開いた。

「質しつ問もんをつづけよう」セアラの影かげが現あらわれることを奈生は覚かく悟ごしていた。「白い神官衣い装しように身を纏まとった金きん髪ぱつの男もいましたか？」

「……いや、そういうのはいなかったと思う」

「じゃあ……」

　奈生には、セアラが独どく自じに動いているとは思えなかった。

　では、他ほかに誰がいるのか。考えて奈生は、ある一人の男を思い出した。

「朱しゆ色いろの……サングラスをかけた大男とかは……」

　まさかとは思う。

　有り得ないとも思った。

　なのに奈生は、本能に押おし出されるように震ふるえた声でたずねた。

「朱色？　朱色って、どんな色だっけか」

「血……。ハンコの赤……かな……」

「夜だからね……。色はわからないけど、いたような気がするよ……。はっきりとうなずくことはできないけど」




　気づいた時、奈生は彩と並ならんで病院の外にいた。

「奈生……」彩の声には明らかな不安があった。「あいつ、死んだんだよね」

「うん……」

「でも、いるって……。言ってたね……」

「……たぶん、他人だよ」

「そうだよね。死んだのに生きてるはずはないし」

「だよね」

　二人は互たがいに笑え顔がおを作って楽観的な結けつ論ろんを導みちびいた。そうでもしなければこのまま潰つぶれてしまいそうだった。こんな時、百川がいれば強気なオーラを撒まき散らして空気をかえてくれるのだが、今、彼は側そばにいない。奈生にとっても彩にとっても……朱色のサングラスをかけた男は腹はらの底に鉛なまりを詰つめるような存そん在ざいだった。

　気を取り直した二人は、とりあえず考えるのは明日にして、ともかく今日はホテルで休もうと決めた。

　もうとっくに日は落ちている。

　彩は財ざい政せいを考こう慮りよせず、迷まよわず、ハノイで唯ゆい一いつの高級ホテルを選んだ。

　もちろん料金は高い。

　奈生はこっそりと財さい布ふを見たが、近こん藤どうから受け取った金と香港でクルーザーを売ばい却きやくした合計の金はまだ残っていた。

　部屋をどうするかとフロントスタッフが聞いてくる。

「ダブルで」

　けろりとした顔で彩は答えた。むしろ望んで奈生と同じベッドで眠ねむる気らしい。

「えと、彩」

「ん？」

「あ、ううん……。別にいいけどさ……」

　万が一のことがあった時、彩を守るには少しでも側にいた方がいい。




「うれしいなあ。奈生と寝ねるのって香港以来だよねえ。やっぱ、旅ってこういうのがあるからいいよね」

　部屋へと向かうエレベーターの中。彩は無む邪じや気きに胸むねの前で手をあわせた。

「昔もね、よく怖こわい夜とか寂さびしい夜とかは、緒お──」

　言いかけて、彩は口をつぐんだ。

「そだね。旅っていいよね」

　奈生は、あえて聞かなかったことにした。

「だね」

　うつむきかけた彩は、顔を上げて、すぐに陽気さを形作る。言いかけた名前が再ふたたびこぼれることはなかった。

　部屋に入った奈生は、シャワーを浴びることもなくベッドにばたんと倒たおれた。

　ボーイには彩がチップを渡わたす。

「もうダメ」

　ずっと寝ていない奈生は、もうくたくただった。

　彩は椅い子すに座すわり、窓まど辺べから夜景を眺ながめる。

「彩は寝ないの？」

「昼間、飛行機の中で寝すぎたみたい。まだ眠くなくて。先に寝てていいよ」

「うん」奈生は欠伸あくびをして、「おやすみ……。ごめんね先に寝て」

　彩の話し相手になる気力は、もうさすがになかった。

「おやすみ、奈生」

　微笑ほほえんで彩は、ルームサービスを取ることにした。炭たん酸さん飲料を飲みながらサンドイッチを食べたい気分だった。

　……お腹なかを膨ふくらませて、心地ここちよく寝よう……。

　受話器を取り、彩はフロントナンバーをプッシュする。

「あ、すいません──。えーと、」

　電話が通じた。

『……た……す……けて……』

「え？」

『……剣けんが！……俺おれの！……俺の胸に当たっていて……！』

「ちょっと──！　ねえ、どういうこと!?」

『入ってきた……。入ってきて……』男の息が荒あらさを増ます。『あ……ああぁ……』

　ドサリ──

　土つち袋ぶくろを投げ落としたような音が、最後に受話器からは聞こえた。

　電話はプツンと向こう側から切れる。

「…………」

　彩は呆ぼう然ぜんと受話器を見つめ、やおら現げん実じつに返った。

「──奈生。奈生！」

　駆かけ寄よって、横向きに丸まった華きや奢しやな三つ編あみの青年の肩かたを揺ゆさぶる。両手で思いっきり力をこめた。

「あーん……もう……。なにぃ、彩」

「奈生、大変だよ！　何か──。何か下で起きた！」
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　フロントの中、壁かべにもたれてうなだれている男は胸から血を流していた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　ねえ、どうしたんですか!?」

　カウンターを一足で跳とび越こえた彩が裏うら返がえった声でたずねる。もう死んでいることに気づいていないのだ。生せい存ぞん者しやのいない凄せい惨さんなロビーを見ても奈生は驚おどろかなかった。甘あまったるい血の匂においを鼻に感じながら死体に目を向けた。冷静に死体の数を数える。八。全員が胸か首に穴あなを開けていた。一いち撃げきで殺されている。空間に硝しよう煙えんの匂いはない。武ぶ器きは剣。しかも細身の突とつ刺し型──刀かレイピアの類たぐいか。

　まだ痙けい攣れんしている者もおり、絨じゆう毯たんや服に染しみた血は乾かわいていない。ロビーにいた人間はこれで全員だったのだろう。駆けつけたのは奈生と彩が最初であり、今のところ騒さわぎは起こっていない。一人も逃にがさずに殺したのだから、たいした手て際ぎわである。

　ロビーに殺人者の姿すがたはなかった。上階に行ったのかと奈生は考えるが、階かい段だんで誰かとすれ違ちがうことはなかった。エレベーターはずっと一階で止まっている。と、エレベーターが上がりはじめた。上階で誰かが呼よんだのだ。この状じよう況きようで人間に見つかれば、間違いなく天使である奈生と彩は犯はん人にんにされる。

「彩！　行こう！」

　フロントの中で立ちすくむ緋ひ色いろ髪がみの少女に、奈生は鋭するどい声で呼びかけた。

「行くって──。この人たちを置いてなんて！」

「みんな死んでいるよ！」

「……噓うそ」

　フロントの中に跳びこんだ奈生は強ごう引いんに彩の腕うでを取り、ホテルの外に出た。ホテルの外は道みち幅はばの広い通りだ。夜。左右には崩くずれたビルが影かげに落ちている。かつては賑にぎわった場所だろうが、現げん在ざいの中心地からは外れている。見れば、たまたま通りかかった不運な人間がぽつりぽつりと道に倒れていた。

　奈生は理り解かいする。

　ホテルのロビーが狙ねらわれたわけではないのだ。誰かが無差別に、この町で人間を殺しているのだ。

「──これって……何」

　彩は動どう揺ようを隠かくせず、背せ中なかの白い翼つばさを激はげしく波立てた。

「たぶん──」

　奈生は最後まで言わなかった。ビルの向こう──夜に光を滲にじませる繁はん華か街がいから、いくらかの銃じゆう声せいが聞こえる。

　二人は地面を蹴けり、崩れたビルを越えて空から繁華街に向かった。理り性せいを狂くるわせるほどに眩まばゆい月が夜空には出ていた。犯人は、この月に惑まどわされて狂きよう気きに走ったのだろうか。そうであってほしいと、どうしてか奈生は願う。

　屋台の並ならんだ細い市場通りで、すでに戦せん闘とうは開始されていた。

　明りがあるので空からだと状況はよく見えた。居いあわせた人間たちの波が、ある一点に向かって押し寄せている。

　対するのはたった一人の少女だ。ポニーテールの銀ぎん髪ぱつと振ふるわれたレイピアの煌きらめきが美しかったが──向きあった人間にとっては悪あく夢むだろう。少女は襲おそいかかってくる男を容よう赦しやなく殺し、一歩、また一歩、前に進む。

　そのあまりの機械的な動作に、波となって押し寄せた男たちも怖おじ気けづいたのか、やがて少女の進む先を空けるようになった。

　単発的に、頭に血の昇のぼりすぎた男が銃を撃うつなり斧おのを振り上げるなりして、返す刀で殺されている。

「あの子は──ガリアの──。奈生？」

　振り向いた彩の横に、もう奈生の姿はなかった。

　奈生は少女の前に立ちはだかる。

「どうして──」

　奈生には信じられなかった。どうして東京にいたはずの彼女が、こんなところで、遊びのように人を殺しているのか。

　横から鉄パイプで殴なぐりかかってきた男の胸を切り裂さき、

「九七」

　と、少女は冷れい淡たんにカウントを進めた。

　警けい護ご官かんの服を着て、腕に赤いスカーフを巻まいた彼女は、天使。

「セアラ……」

　奈生は少女の名をつぶやいた。

　奈生が一メートル先に立ったことで、少女──セアラは歩む足を止めた。

　まわりには人間の壁かべが幾いく重えにも出来上がっている。罵ば声せいが飛び交かっているが、襲ってくるものはいない。銃を持ち鉄パイプを握にぎりながらも、生き物の体温を感じない殺人機械的な銀髪の少女に怯おびえている。

「何なんだ！　おまえら──何なんだ！」

　誰だれかが叫さけんだ。

「セフィロだ」セアラは答える。「宣せん戦せん布ふ告こくの前に、挨あい拶さつに来た」

「──セアラ、君は──！　自分の言っていることが──わかっているの!?」

「ああ。私たちは天使。そうだろう？　有あり本もと奈生」

　さらに一人を殺し、セアラは、

「九八」

　カウントを進め、切っ先を下げながら、一歩、前に進んだ。

　奈生は一歩下がる。

「……やめろ。セアラやめるんだ」

「安心しろ。あと二人殺せば命令達成だ」

「一〇〇人……？」

「日本では、武ぶ道どうの達人が行う百人組手というものがあるそうだな。それに引っかけて決まった数字らしい」

　セアラは、両手で銃を握りプルプルと震ふるえる男に冷たい眼めを向け、

「どうした？　撃ってみろ？」

「ひっ……」

　男は銃を撃てずに尻しり餅もちをついた。セアラはその男を無む視しして、一歩、進んだ。

「止やめるんだ、セアラ」

　奈生は、今度は下がらなかった。

「奈生」

　彩が隣となりに並ぶ。

「彩、ここは俺に任まかせて。彩は危あぶないから上にいて」

「でも」

「いいから」

「うわああああああっ！」

　怒ど号ごうを放ちながら、狂きよう乱らんした若わかい男がセアラにナイフを突つき出す。奈生は間に入ろうとするが、──遅おくれた。

「九九。──さあ、あと一人だ。誰が死ぬ？」

　セアラがまわりの人間たちを見み渡わたす。

　どこまでも膨ふくらむかに思えた熱気と罵声が、水を打ったように止んだ。

「もうやめて、セアラ」

　奈生は懇こん願がんする。

「邪じや魔まをするならおまえが一〇〇人目だ、有本奈生」

「──そうだね。俺が相手になるよ」

　奈生は絶ぜつ望ぼうに近い気持ちで言った。

「彩は上に行って！」奈生は金きり声で叫さけび、彩を乱らん暴ぼうに押おしやった。「早く！　ここにいられちゃ邪魔なんだよ！」

「奈生……」

　彩はどうしていいのかわからず、とりあえず、空に飛んだ。

　一〇メートルほどの上空から様子を見つめる。奈生とセアラ・ラプト。二人はどうやら知りあいらしかった。彩は二人の関係を知らないが、あきらかに奈生は狼ろう狽ばいしていて様子が普ふ通つうではなかった。さっきまで、あんなに冷静だったのに……。セアラを見た途と端たん、奈生はおかしくなった。

　戦いは、はじまらなかった。

　エプロンを着た中年の男が、ハノイの男をなめるなと銃じゆうを撃うったのだ。

　天てん使し脈みやく動どうの浸しん透とうしたレイピアでセアラは、人々の恐きよう怖ふと怒いかりを煽あおるように、横一線で男の首を刎はねた。

「一〇〇」

「…………」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ奈生を無視して、セアラは歩き過すぎる。

　宙ちゆうに舞まった男の首が、ボタンと地面に落ちた。

　路地を出れば、そこは広場になる。

　セアラを待ち構かまえるように、広場にはアサルトライフルを構えた三〇〇名近い管理団だん陸兵が半円状じように集まっていた。三台の装そう甲こう車しやも出てきていた。

　突とつ然ぜん、装甲車が真っ赤な光に包まれて爆ばく発はつした。熱い風が彩の頰ほおを炙あぶる。つづけて無数の銃声が響ひびいた。撃たれているのは、管理団の陸兵たちだった。何が起きているのか彩にはわからない。わかるのは、瞬またたく火花──広場を取り囲んだ廃はいビルのあちこちからマシンガン掃そう射しやが行われている。

　その奇き襲しゆうによって、広場に集まっていた管理団の中隊は壊かい滅めつした。

　結果を見み届とどけ、セアラ・ラプトが空に舞い上がる。彼女の銀ぎん髪ぱつが夜の闇やみに消えようとしたところで、彩は急いで彼女を追った。
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　セアラは、町の郊こう外がい──木々に囲まれた湖のほとりに降おりた。

「セアラ・ラプト──。ガリアの警けい護ご官かん」

　彩は、ほとりで湖面を見つめていたセアラにうしろから声をかけた。湖には眩まばゆい月が映はえている。

　振ふり向いたセアラが、

「緒お原ばら彩か」

「貴女あなたは……。一体、何をするの？　どうして……あんなことを……」

「作戦だよ」

　と、木々の中からバリトンの声が響いた。ザクリと土を踏ふみ、声を発した男が彩の背はい後ごから歩み寄よる。セアラと男に挟はさまれた形になった彩は、一歩下がって、どちらへも対たい応おうできるように体を横に向けた。

　彩は男を見て……。全身に鳥とり肌はだが立ち、同時に凍こおりつくのを感じた。

　一いつ般ぱん市民が着るのとかわらないシャツとズボンに身を包んだ大男は、朱しゆ色いろのサングラスを指で押し上げ、

「そこの娘むすめは、与あたえられた作戦を遂すい行こうした一兵士に過ぎん。何か聞きたいことがあれば俺おれに聞くといい、〈白き翼つばさの天使〉緒原彩」

「彩！」

　遅おくれて奈生が彩の横に降りた。

「──奈生」

「……〈天使殺し〉中嶋信武」奈生はサングラスの大男を見て、「まさかとは思ったけど生きてたんだね」

「君か」

　神しん海かいで殺し損そこねた三つ編あみの天使のことを、中嶋は覚えていた。

「おまえ、どうして生きてるんだ……？　死んだはずなのに……」

「はははっ。誰も同じことを聞くものだな。君たちは、もっと現げん在ざいに即そくしたことを聞くべきではないのかね？」

「どうして──どうしてこんなことを!?」

　彩が身を乗り出すようにたずねた。

「君が悪いのだよ」中嶋は悠ゆう然ぜんと煙草たばこを口に咥くわえ、火をつけた。「君のおかげで、こちらの作戦も大おお幅はばな遅れを見せた。取り戻もどすために、あまり趣しゆ味みではないが、大きめの花火を打ち上げさせてもらった」

　中嶋の吐はいた紫し煙えんが、彩の顔の近くまで届いた。

「──翼を持った天使か。ただの子こ供どもだと思っていたが、君も聖せい女じよへの道をしっかりと歩んでいたわけだな」

「このあたりで無差別に商人を襲おそっていたのは……じゃあ……」

　奈生はつぶやいた。

「俺たちだ」

「セフィロと管理団の戦争を、早く起こさせるために？」

「ああ」

　煙草を吸すいながら中嶋はうなずいた。

「何で、そんなことを──」

「決まっている。俺が──戦争が好きだからだ。人は争うものだよ。争いの中でこそ人は進化を遂とげる」

「セアラ」奈生は言った。「……君も、そうなの？」

「私は──」セアラは言い淀よどんだ。「私は──兵士だ。命令には従したがう」

　セアラは作戦前、ミーティングが終わった後、密ひそかに中嶋に対して、民間人をも無差別に殺す今回の作戦に異い議ぎを唱えた。これまで多くの者を殺してきたセアラだが、レッドスカーフ隊時代に、罪つみのない民間人の人間に手を出した記き憶おくはない。

　天使は殺す。悪あく党とうは殺す。

　それはすべて管理団だん──人の国家をより平和にするためだった。無実の民間人を殺さない一線が隊の誇ほこりだと信じてきた。

　荒こう野やで商人を襲っておいて今さらだとわかってはいたが、それでも街中で一〇〇人を殺すなど正気とは思えなかった。我が慢まんの一線を越こえたのだ。

　中嶋は、訴うつたえたセアラに対して言った。

『レッドスカーフ隊時代には必然がなかっただけのことだ。命令があれば誰でも殺す。それが軍人というものだ』

　と。そして、

『異い存ぞんがあれば船から下りろ』

　そう言い残し、中嶋はセアラを相手にせず行ってしまった。

　あるいは中嶋はセアラの気き質しつを見み抜ぬいていて、試ためすために、一〇〇人を殺せという命令を出したのかもしれない。

　中嶋は今、東京にいた元レッドスカーフ隊のメンバーを集め、七〇名になる徒党のボスとなっていた。再ふたたび必死の戦せん闘とうができることを期待して集まった、平和な社会では犯はん罪ざい者しやになるしかないような癖くせ者ものばかりだ。セアラにとっては、共に死線を越えてきた心の落ち着く仲間たちである。

　セアラが東京にいたのは、ガリアへの移住──合流を望んだ追加一〇名を迎むかえに行ってのことだった。

　集まった七〇名の中には元副隊長だった男もいる。

　その中で──

『今やこいつは、俺の大切な右みぎ腕うでだ』

　セアラの頭に手を乗せながら、中嶋はセアラのことを仲間たちの前でナンバー二だと認みとめてくれた。

　ひたすら冷然と直立していたその時の自分のことを、セアラは覚えている。

　嬉うれしくて、嬉しくて。

　誇らしくて。

　溢あふれそうな気持ちを、どう表現すればいいのかわからなかった。

　セアラは彼の期待を──愛を──裏うら切ぎるわけにはいかなかった。
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「それで、どうする」

　中嶋は、どこかバカにした口ぶりで奈生と彩に言った。二人が気け圧おされて答えられないでいると、

「ここで俺を殺してみるかね？　俺を殺せば被ひ害がいは止まるかもしれんが」

「人間のくせに……」奈生が声を張はって、「何を──」

「ならば、俺を倒たおしてみろ」

「…………」

　彩は奈生の様子を見た。中嶋信武は強い。しかし人間だ。遠間からライフルで狙ねらわれるのならまだしも、接せつ近きん戦せんで奈生が負けるとは思えない。奈生は強い。あるいは百川とも互ご角かくに戦えるのかもしれなかった。奈生であれば、確かく実じつに勝てる。自分が戦ったとしても勝てると思えた。彩は、もう無力な少女ではない。

　──空中帆はん船せん『連れん衡こう』の倉そう庫こで、手を潰つぶされ、甲かん板ぱんまで翼つばさをつかまれて引きずられた恐きよう怖ふが蘇よみがえって、体は震ふるえていたが。

「隊長、私がやります」

「おまえは手を出すな、セアラ」

　腰こしからレイピアを抜いたセアラを中嶋はうしろに下がらせた。

　そうして、拳こぶしの骨ほねを鳴らす。

「さて。久ひさしぶりに愉たのしませてもらおうかな。もっとも、有本奈生君では俺の相手にならないだろうが」

「なんだと！　やってやるよじゃあ！」

　いきり立った奈生がファイティングポーズを取った。

　奈生の体には、いつのもような柔やわらかさがなかった。

「奈生──」

　自や棄けになっているのかと彩は心配するが、ふと気づけば、まわりにはいつの間にか他ほかの人間の気配があった。木々に隠かくれて姿すがたは見えないが中嶋の仲間だろう。彩は闇やみに潜ひそむ者たちにも注意を払はらった。

　彩は、ここはもう逃にげるべきだと考えていた。とにかく今は東京に戻もどって事の真相を広く告げるのだ。

　セアラ・ラプトはガリアの警けい護ご官かんである。彼女を目もく撃げきしたハノイ市民は多数いる。佐藤利昭の証しよう言げんもある。最近の襲しゆう撃げきが第三勢せい力りよくによるものであることを立証していくことはできると思えた。──立証しなくてはいけなかった。

「貴方あなたは──」彩は中嶋に、「もしかして、ミラン・ベルティールと手を組んでこんなことをしているの？　世界戦争の第一歩として」

「奴やつがそう言ったのかね？」

「…………」

　彩は冷静に中嶋の目を──朱しゆ色いろのサングラスごしの魔ま眼がんを見つめた。超ちよう音おん波ぱのように恐怖が押おし寄よせるが、彩は懸けん命めいに跳はね返した。

　中嶋は煙草たばこを足元に捨すてた。

「その通りだよ。奴とは方向性せいが一いつ致ちしたのでね。しかし、君は強くなった。有本君とは大おお違ちがいだな」

「なんだと──。見せてやるよ、俺の力を──」

「君では俺に勝てない」

「何を」

「君では俺に勝てない」

　中嶋は繰くり返す。

　奈生は身み構がまえたまま、無む意い識しきに、湖の際きわに追いつめられていた。

「君は弱い。君の心が俺には見える。君の心はそう、硝子ガラスだ。現げん実じつではなく、いつも暖あたたかな理想を向こう側に見つめる、脆もろい心」

「やめろ……」

「君はそう──『楽園』に帰りたいと思っている。穏おだやかで平和な世界に」

　中嶋が浮うかべた笑えみは、どこかベルティールに似ていた。

「やめろ──！　やめろ！」

「奈生！」

　彩の叫さけび声は奈生には届とどいていない。

「予言してやろう。君は、俺が指を鳴らした三秒後に俺に負ける」

「…………」

　逃げ場を無くした奈生の片かた足あしが、湖面に触ふれた。体がぐらついて、ファイティングポーズが崩くずれる。

「俺が指を鳴らした後、君は自ら頰ほおを出し、俺に殴なぐられて這はいつくばるのだ」

「噓うそだ」

「そして君は、『楽園』に帰る」

「……やめて。……やめてよ」

「奈生！　しっかりして！　そんな言葉に踊おどらされちゃだめ！　奈生はそんなに弱い心なんて持ってないでしょ！　『楽園』に帰りたいなんて──そんな子こ供どもじみた情なさけないこと考えてなんてないよね！」

「…………」

　奈生が、ひび割われたような潤うるんだ目で彩を見つめた。

「奈生──」

　彩は気づいてしまった。

　奈生は考えていたのだ。

　パチン。

　と、中嶋が指を鳴らす。奈生の視し線せんは朱しゆ色いろのサングラスに戻った。

「三、二、一」

　中嶋の右の拳が、大きくうしろに振ふりかぶられた。

「…………」

　奈生は、ハンマーのように巨きよ大だいな拳を見つめ──

　見つめてつづけて……。

「奈生！」

　吸すいこまれるように、身を乗り出した。殴られて吹ふき飛び、奈生は大きな水みず飛沫しぶきを上げて湖面に倒たおれる。しばらくして、半ば溺おぼれながら湖岸に這い上がると、中嶋の足元で四つんばいになってゴホゴホと咽むせた。

「奈生……。どうして……」

「セアラ、有本奈生を殺せ」

　次の煙草にジッポーで火をつけながら中嶋が命じる。

「私が──。ですか」

　セアラは動どう揺ようを隠かくせなかった。動揺する必要などないはずなのに──。

「でも隊長──。このような男──すでに殺す価か値ちもないと──」

「おまえも戦士なら、心の弱さは消せ。でなければ、いつまで経たっても本当の意味での強さは得られんよ」

「──〈同どう盟めい者しや〉よ、いつまで遊んでいる気かな」

　中嶋の隣となりに、空間から染しみ出るように執しつ事じ姿すがたの灰はい色いろ肌はだをした男が現あらわれた。

「ヘズ。貴き様さま！」

　セアラは驚おどろいて男を見み据すえた。反はん射しや的に腰こしの剣けんに手がかかる。

「ちょうどいいではないか」ヘズは言う。「白き翼つばさの天使が、わざわざ向こうから前に出てきてくれるとは。あの腑抜けがミスをした時のために、予よ備びの電池としてもらっておいてはどうだね」

「そうだな」

　興きよう味みなさそうに、煙草たばこを吸いながら中嶋は答えた。

「この青年は──」

　ヘズはしゃがみ、奈生に視線をあわせた。

　奈生は惨みじめに顔を上げる。

　ヘズは、奈生の濡ぬれた前まえ髪がみを手で押し上げ、そのまま額ひたいに触ふれた。奈生はされるまま逆さからおうとしない。

「──君の約束した通り──『楽園』に、連れて行こう」

「そんなこと──！　させない！」

　彩は一人、戦いを挑いどみにかかった。立ち上がったヘズと、四つんばいのままの奈生の間に割って入り、身み構がまえる。

「奈生！　立って奈生！」

「あ、うん……」

　叫ばれて、奈生は言われるまま身を起こした。

「あたしが時間を稼かせぐから──。逃にげて」

「…………」

　奈生は返事をしない。わかってくれたのだろうか。




　　　　５




　セフィロがハノイに襲しゆう撃げきをかけたというニュースが流れれば、東区管理団だんは即そく座ざに全面攻こう勢せいに出るだろう。東部方面隊・南部方面隊の海軍兵力を組みあわせた連合艦かん隊たいによって一気にセフィロの壊かい滅めつを狙ねらう『草くさ薙なぎの剣つるぎ作戦』は、彩の帰き還かんでうやむやの内に凍とう結けつされたが消えたわけではない。

　幸いにもハノイは情じよう報ほう的に東京とつながっていない。

　すぐに帰還して真実から先に報道すれば、騒さわぎを防ふせぐことはできる。

　せめて奈生を逃がすために、彩は跳とんだ。

　狙いは一点。天てん使し脈みやく動どうの集束から生み出した超ちよう加速で、中嶋のホルスターからナイフを抜ぬき取る。次のステップで横に跳んで距きよ離りを取り、中嶋の様子を見た。中嶋は悠ゆう然ぜんと煙草を吸い終えたところだった。

　殺すつもりはない。動きを封ふうじるために彩は中嶋の腹はらを狙った。

　キンッ！

　立ち塞ふさがったセアラが彩のナイフをレイピアで弾はじいた。──弾こうとしたが彩はレイピアの勢いきおいを横に流す。

　彩を侮あなどっていたセアラの顔色がかわった。

　がら空きになったセアラの顎あごに、彩は肘ひじを打つ。東京で彩は、これらの体たい術じゆつを武ぶ術じゆつ家かから学んだ。

　打った肘の先をうなじにからめ、セアラの体を脇わきに押しのける。そのまま足をかけて押し倒そうとするが、それより早くセアラは浮うき上がった。

　彩は対たい応おうせず腰を屈かがめて跳ちよう躍やくした。ナイフを持ち替かえて逆手にし、前足で着地すると同時に右側面にいた中嶋の腹を狙う。中嶋は先さき程ほどから一歩も動いていない。ここまでセアラとの攻こう防ぼうにかかった時間は一秒に満たない。

　──反はん応のうできていないのだ。

　彩は確かく信しんして、迷まよわず中嶋の懐ふところに入った。瞬しゆん間かん、見えない場所から影かげを感じ、次には衝しよう撃げきが全身を貫つらぬいた。当たったのが肩かただったのでダメージは低いが、簡かん単たんに二メートルも吹ふき飛ばされた。影は、中嶋の振ふるった拳こぶしだった。あらためて知った脅きよう威いに、彩は一瞬だが押しこめてきた恐きよう怖ふが喉のどまで押しあがってくるのを感じた。

　休んでいる暇ひまはなかった。

　上からレイピアで突ついてきたセアラの攻撃を肩から転がって回かい避ひし、膝ひざのバネを利用して今度は飛んだ。

　ナイフとレイピアで何度か打ちあってから距離を取る。

「……ハァ……ハァ」

　空中で、彩は懸けん命めいに乱みだれた息を整える。

　ここで闇やみに潜ひそむものが狙そ撃げきを行えば終わりだと彩は自覚するが、幸いにも余よ計けいな手を出すつもりはないらしい。

　そう思ったのは……彩の甘あまさだった。

　銃じゆう声せいが響ひびいた。迸ほとばしった一瞬の光が、彩の左足を貫いた。

「……ク」

　中嶋の抜き撃ちによって、彩は光こう彩さい素そ子し弾だんの一撃を受けてしまった。

　またたく間に天使脈動が乱れ、彩は地面に落ちた。

　ピストルを手にした中嶋が近づいてくる。彩はうつむいていたが、月明かりに伸のびた影が少しずつ大きくなるのでわかる。

　彩は歯を食いしばった。

　タイミングを計って、下からナイフを振るった。

　ビュン！

　中嶋の脛すねを裂さいた。刃はは皮ひ膚ふにまで届とどいた。

　切れた脛から血が流れる。中嶋はピストルをホルスターにしまう。軽い前まえ蹴げりで彩の手からナイフを弾き飛ばした。

「目には目を。この言葉を、また俺おれに使わせるとはな」

「…………」

　彩は今度こそ、恐怖で全身が震ふるえたのを感じた。翼つばさをつかまれた。抗あらがうが、光彩素子弾ばかりでなく精せい神しん集中が乱れたせいもあり天使脈動は働いていない。

　中嶋は両手でそれぞれの翼の付け根あたりを持つと、自分の胸むねほども背せ丈たけのない少女を軽々と宙ちゆうに吊つった。

　無表情のまま朱しゆ色いろのサングラスごしに彩を見つめる。

「さて──」

　中嶋は、ゆっくりと腕うでを左右に広げていく。

　翼を引きちぎろうというのだ。腕をもぎとられることに等しい痛いたみだった。身をよじりながら彩は振りほどこうとする。

「やめてェェェェェ！」

「翼を失っても君はまだ、『白き翼の天使』と呼よばれるのかな」

　ここで中嶋に体当たりをして、彩を救う者がいた。中嶋の体は揺ゆらぐことすらないが彩は解かい放ほうされた。

「彩！　ごめん！」

「──奈生」

　彩を背中に回して奈生は身み構がまえた。

　彩の懸命に戦う姿すがたが、奈生に常じよう軌きを取り戻もどさせた。

　だが──。

　目の前に立つ〈天使殺し〉は、彩のわずかな安あん堵どと、奈生の必死の勇気さえ、いとも簡単に打ち砕くだいた。中嶋の足がほんの一ミリだけ動いたと思った瞬間、奈生は強きよう烈れつなフックを右側頭部に受けた。つづけて左から一撃、さらに背中に肘を落とされ、息が詰つまったところに顎への蹴りを食らった。

　相手の呼こ吸きゆうを完全に見切った上での、一瞬の隙すきをついた連続攻こう撃げきだった。

　奈生は大きくのけぞったが、意い識しきを無くしたわけではなかった。

　負けるわけにはいかなかった。

　のけぞってうしろに倒たおれかけながらも奈生は、左腕を真横に伸ばした。手しゆ甲こうに仕し込こんだタリスマンを起動する。彩からも生命エネルギーを奪うばうことになるが、強力なエネルギーの槍やりで決めるしかなかった。

「──発動力」

　この危き機きは、愚おろかにも敵てきの言葉に惑まどわされた自分のせいでおきたのだ。

　ここで倒れては──

　ここで彩を敵のいいようにされては──

　百川にも芹せり也やにも、もう情なさけなさすぎて二度と会えない。

「閃光殺デイスペアーレイ──」

　迸った純じゆん白ぱくの光が、あたり一帯を照らした。奈生は最後の意識を振ふり絞しぼってタリスマンを制せい御ぎよし、光が照らした範はん囲い内のすべての生命からエネルギーを奪い、その力を集束させて左手の中に光の槍を作った。

　そしてそれを〈天使殺し〉の男にぶつけた。

　直撃する。

　激はげしいスパークと共に、雷かみなりが落ちたような轟ごう音おんが響いた。

　衝しよう撃げき波はが広がり、木々が激しく揺れた。木立の陰かげに隠かくれていた人間がことごとく吹ふき飛ばされていく。

「何だ……！　これは……発動力だと……」

　かろうじてその場に踏ふみとどまったセアラが、掠かすれた声を洩もらす。

「俺の……とっておきさ……」

　奈生は仰あお向むけに倒れた。頭をまともに打ちつけ、脳のう震しん盪とうを起こす。もうしばらく立ち上がれそうにないが、いくらなんでも、今の一撃を受けてただの人間である中嶋が生きているとは思えなかった。奈生は幾いく重えにもぶれた視し野やで空の月を眺ながめ、少なくとも相討うちにはできたかな──と口元を緩ゆるめた。

　セアラや他の人間は、もうまともに動けないだろう。

　彩も同じだろうが、何とか逃にげ延のびてほしかった。

　……百川……。これくらいやれば、勘かん弁べんしてくれるよね……。

「危き険けんな技わざだ」

　奈生は、自分の脇わきに誰だれかが立っていることに気づいた。視野がぶれていて姿は認にん識しきできないが、声にやつれた様子はなかった。

　まさか──。そんな──。

「だが残念だが、俺の気功を上回るには至いたらなかったようだな。〈捨すて去りし者〉から聞いていたかどうかは知らんが、俺にはそういう技わざもある。君たちの天てん使し脈みやく動どうに近い性せい質しつの力だとは思うがね」

「…………」

　左手をブーツで潰つぶされても、奈生は悲鳴を上げなかった。焦しよう点てんの定まらない目でぼんやりと中嶋を見上げる。

　潰れた──と理解はできるが……。

　痛いたみが伝わらないのだ。

　……ごめん。

　……百川……。

　奈生は首をつかまれ、宙ちゆうに吊つり上げられた。

　息が詰つまっていく。

　跳とびかかった彩が、奈生を持ち上げた中嶋の腕うでにしがみついた。歯を食いしばって必死に引き剝はがそうとするが鋼こう鉄てつのような腕はびくともしない。

　……彩、逃げて……。

　掠れた意い志しの中で奈生は懇こん願がんする。

「そうだ」

　中嶋が奈生を放ほうり投げた。

「──君の翼つばさをもらうのが、そういえば先だったな」

　再ふたたび、彩は背せ中なかから翼をつかまれる。

　中嶋は容よう赦しやなく引き裂さこうとした。

　奈生は身を返し、彩を救おうとうつ伏ぶせで這はった。地面に爪つめを立てて、もう一方の腕を伸ばす。だけど届とどかない。あと何十センチ伸ばせばいいのかすらわからなかった。そもそも手を伸ばしている感覚が、もう奈生にはない。

　彩は必死に背中の痛みに耐たえるが、とうとう口からは悲鳴が漏もれた。

「あと少しで君のままごとも終わる。残念だったな。君の夢ゆめと現げん実じつは、結局、近づくことなく終わるわけだ」

「──…」

　彩はきつく目を閉とじた。

　……もうダメだ。

　……もうダメ……。

　ここまでやってきたのに……。

　翼を失うことではない。

　誰も救えない無力な自分が彩には悔くやしかった。

「何の現実も知らない君に、できることなどなかったのだよ。君は窓まどから出るべきではなかったのだ。東京で、窓の向こうから微笑ほほえんでさえいれば、君という理想は君を取り巻まく者たちの手によって作られたというのに」

　中嶋は彩の『認識』を破は壊かいする。認識とは、当人にとっての事実だ。客観的な、真の意味での『真実』などこの世界には存そん在ざいしないと中嶋は考えている。

「偶ぐう像ぞうなのだよ。君ではないのだよ、人々から敬けい愛あいされる君は」

　真実とは常つねに主観的なものだ。

　たとえば中嶋は、彩が起こした奇き跡せきを見たことがある。彩はかつて、中嶋の眼がん前ぜんで不思議な光を放って瀕ひん死しの百川康貴を癒いやした。それを称しようして中嶋は『奇跡』と呼よんだ。確たしかにあれは中嶋にとって、不ふ可か能のうを可能にした奇跡と呼ぶしかない未認識の力だった。しかし実じつ際さいにどうだったのかはわからない。

　ジルは、へズの『まやかし』によって百川たちの前から消えた。百川たちは、あのまやかしこそジルが死んだ事実を示しめしているのだと信じた。実際には、あれはヘズのまやかしであって、ジルは厳げん然ぜんと生きている。

　同じように中嶋の見た彩の奇跡がまやかしでない保ほ証しようはない。

　要は認にん識しきだ。

　輝かがやく光の中で癒された青年──。実は、光をトリックにして双ふた子ごの兄弟が入れ替かわったという『事実』とて有り得うるのだ。

「人々から敬愛される君は、君が努力の末に築きずいた君ではないのだよ。だが、君は愚おろかにも考えた。『私には、何か特別な力があるのではないのか？』。錯さつ覚かくだ。君には、自分と他人の『君』の区別がつかなかったのだ」

　今、彩は強い決意を持ち、現実に立ち向かおうとしている。

　中嶋にとっては都合の悪い状じよう態たいだった。セフィロと管理団だんの戦争は起こる。もはや確かく実じつに起こるだろう。

　しかし、百川を助けた時のように、彩が『奇跡』で──中嶋には認識できていない何らかの方法で──止める可能性がないわけではない。中嶋は、ベルティールの目もく論ろ見みにも別の男の目論見にも興きよう味みを持っていない。しかし、戦争を起こすという任にん務むを失敗させるのは美学が許ゆるさない。だから彩の『強い決意』を打ち砕くだき、自信を喪そう失しつさせ、彩にとっての真実を作りかえる必要があるのだ。

「君は所しよ詮せん、最後まで夢見るお姫ひめ様さまだったわけだ。人々は窓から出た君を見て、心の底ではどう思っていたのだろうな」

　中嶋は、よく響ひびくように腹はらから息を出して笑う。

　彩の認識は破壊された。そして彩は、自分の手で新しい認識を作る。

　ままごと──。

　本当に──。

　……私は──間ま抜ぬけだったのだろうか。

　……道どう化けだったのだろうか。

　……そうだったの……

　……かも……

　しれない……。

　自分は無力で、愚かで、厚こう顔がん無む恥ちな子こ供どもだったのだ……。

「どう思う？　そこいらの子供が道みち端ばたで『私には特別な力があるんだ。だから私の言うことは正しいんだ。私の言うことは神さまの声なんだ』と叫さけんでいたら」

　みんなが注目してくれたのは、背中に白い翼があったからだけで。誰も彩の言葉を聞いてはいなかった。みんなは陰かげで笑っていたのだ。世間知らずのガキが現実離ばなれした間抜けなことを訴うつたえているな、と。まあ、とりあえずうなずいておいて、偶像として置いておこうじゃないか、と。

　思い出せば、そう思える根こん拠きよはいくらでもあった。

　やっぱり、空回りしていたのだ。

　そう思うと、たまらなく涙なみだがこみ上げた。

　頑がん張ばってきたすべてが、とてつもなく恥はずかしくてみっともないことに思える。

　いや。

　真実として、すべては恥ずかしくてみっともないことだったのだ。

　奈生のことにしたって、彩が悪いのだ。

　奈生は、戦いがはじまる前から満身創そう痍いのようなものだった。疲つかれていると言っているのに彩が引っ張り回し、奈生は丸一日以上寝ねていない。それでは、極度の緊きん張ちよう状態の中で精せい神しんが不安定になっても仕方はない。

「何もかも、君が悪いのだよ」

　中嶋が言った。

　彩は心の中でそれを反はん芻すうする。

　……あたしが。

　……悪い。

　閉とじた彩の瞼まぶたの下から、一ひと筋すじの涙が頰ほおを伝った。

「さて、終わりだ」

「──そこまでにしておけ」

　声。

　現あらわれた長身の男が中嶋の手首をつかむ。流りゆう麗れいに整った手て袋ぶくろの手には、中嶋の動きを御ぎよするだけの力があった。

「君か」

　中嶋は少女の翼つばさを手放し、警けい戒かいして距きよ離りを取った。

　彩は砂すなの城しろのように崩くずれ落ち、現れた男の胸むねに抱だき止められた。彩にはもう、体力も気力も残っていない。

　目を開けることすらできない。意識が蜃しん気き楼ろうのように遠とお退のいた。遠退いていく意識の中で彩は抱き止めてくれた胸を知っていると感じた。幼おさなき日の記き憶おくをフラッシュバックさせながら、彩は気き絶ぜつした。




　現れたのは、片かた手てに鞘さやを持った黒いスーツ姿すがたの銀ぎん髪ぱつの男だった。

「久ひさしぶりだな、中嶋」

「お互たがい、あの状じよう況きようで生きていたとはな。奇き跡せきか悪運か──愉ゆ快かいだな」

「どうする？」

　緒原は彩を地面に寝かせる。本来ならもっと早く来たかったが、探さがし当てるのに時間がかかった。ただ、生きていてよかった──。その意味では、ギリギリ間にあった。緒原は冷たい眼めで中嶋と対たい峙じする。

　手に持った鞘から、すらりと刀を抜いた。磨みがかれた真しん剣けんである。そこに白い光──天使脈動が通っていく。

「──退ひくか、斬きられるか、ふたつにひとつだ」

「貴き様さま──！」

　ふらつきながらもセアラが、突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者しやにレイピアを振ふるった。

「──光牙ライトフアング」

　振り上げられた刀の一いつ閃せんにぶつかり、セアラが天使脈動を浸しん透とうさせていたレイピアは簡かん単たんに折れた。

「私に迷まよいはない。阻はばむ者は、斬る」

「……貴様」

　喉のど元もとに切っ先を突つきつけられ、セアラは動けなくなる。

　ヘズは、いつの間にか姿を消していた。

「ここは退いた方が賢けん明めいよね」

　そこに、黒くろ髪かみに眼鏡めがね──チャイナ服を着た流麗な女が姿を見せた。

　出雲永子である。

「いくら外面的に防ふせいだとしても、奈生のあの力をまともに受けて無む傷きずで済すんでいるはずはないでしょ？　それに、これはベルティールにも言ったことだけど、仕事が済んだら迷わず帰るのがスマートなプロのやり方よね。貴方あなたもさすがに、今の状じよう態たいで一いつ個こ師し団だんとやりあう気はないんでしょう？」

　あと──、と、永子は可お笑かしそうに、誰もいない木々の間の闇やみに目を向け、

「魔ま女じよに、大人のまやかしは通じないものよ」

　くすくすと笑う。

　その闇から、赤い眼をした灰はい色いろ肌はだの執しつ事じが滲にじみ浮うかんだ。ヘズと永子は無む機き質しつに視し線せんを交かわし、やがてヘズの側が微笑ほほえむ。

「──では。──子こ供どものまやかしはどうかな？」

「やってみれば？」

「……彩」

　と、ふらつきながらも立ち上がった奈生が、彩の側そばで膝ひざを曲げた。

「奈生、彩を町の外まで連れて行きなさい」

「はい……」

　永子の言うことに奈生は従したがった。意い識しきのない緋ひ色いろ髪の少女を抱きかかえて、奈生は湖岸から歩き去る。

　セアラは息を吞のみ、成り行きを見るばかりだった。

　三分は過すぎた頃ころだろうか。

「今は、君の顔を立てよう」

　煙草たばこを口に咥くわえた中嶋が、抜ぬき身の刀を持つ緒原から背せを返した。

　それが退たい却きやくの合図となる。セアラをはじめとした他の面々も、奈生の力の影えい響きようを受けた重い足取りで退いた。

　中嶋とその徒と党とうが消えると緒原は刀を鞘さやにしまう。

「彩……！」

　緒原は、走って奈生の後を追う。

　よほど心配なのだろう。

「父と娘むすめ──か」

　そんな元恋こい人びとの姿を見て、永子は腰こしに手を当てて苦く笑しようした。

「貴方も早く消えたら？」

　永子は、未いまだ闇の境きよう界かいに佇たたずみつづけるヘズに余よ裕ゆうを持った声で告げた。

　ヘズはいやらしく乾かわいた唇くちびるを歪ゆがめ、

「〈約束された者〉は、よほど全知全ぜん能のうを気取るのが好きと見える。驕おごりは身を滅ほろぼす第一歩だと気づいた方がいい」

「貴方……」

　誰だれも知らぬはずの呼よび名を知る男に、永子は顔色をかえた。

「自分たちが世界のすべてを把は握あくしているなどとは、思わない方がいい──」

　男の姿すがたが闇に沈しずんでいく。

「待ちなさい！」

「世界はまだ闇に満ちていると──。言っておこう」




　彩の身を案じて駆かけていった緒原は、見た。

　森を抜けた先の、不毛の荒こう野や。灰色の世界。

　解ほどけた銀ぎん髪ぱつを背中に流し、彩を抱かかえてぼんやりと立つ奈生が、月のたなびきに乗って現あらわれた無数の漆しつ黒こくの蛾がに全身を覆おおい尽つくされていく。

「青年！　何をしている青年！」

　緒原は叫さけんだ。

　正面を向いた奈生の青白い顔に、もはや生気はなかった。天使特有の瞳ひとみの光も喪そう失しつしている。翼つばさをしおらせた彩は、意識を無くしたままだ。

　黒い鱗りん粉ぷんが、遥はるか天空から尾おを引いていた。

　緒原は、助けに向かうことができなかった。

　何が起きているのか──。

　あまりに幻げん想そう的で、あまりに生理的嫌けん悪おを誘さそう漆黒の蛾の群むれに、あるいは怖おじ気けづいたのかも知れなかった。

　奈生は、やがて蠟ろう燭そくのような一本の塊かたまりとなる。

「チッ──」

　緒原は駆け寄より、その塊に地面すれすれから刃やいばを振ふるい上げた。

「光牙ライトフアング！」

　中にいる二人を斬きることはできない。

　表ひよう層そうを割わった。

　蛾が、散らされた火の粉のように夜の領りよう域いきへと四散する。

　内側に奈生と彩の姿はなかった。岩と砂すなが混まじる灰はい色いろの地面には、緒原辰たつ弥やの影かげだけが虚むなしく伸のびる。そこにうしろから細い影が重なる。

「──私のミスね」

　沈ちん痛つうな趣おもむきで、走ってきた永子が言う。

「いや──。私のミスだ──」

　緒原は弱々しく答え、厳きびしい形相で刀の柄つかを握にぎりしめた。

　永子が奈生を行かさずとも、この結けつ論ろんが訪おとずれたことは緒原にも予よ測そくできる。

　夜はどこにでもある。

　闇やみと月の光からも逃にげることはできない。

　ミスがあるとすれば反はん応のうの遅おくれた自分だ。

「彩……」

　地平線までを見み渡わたせば大地は海に似にていた。奈生と彩は海の底に落ちた。そういうことなのだろうか。
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「なあ、芹せり也や。世界でいちばん大切なものって何だと思う？」

「ん？　どうした百もも川かわ、いきなり」

「なんとなく、さ」

「そうだなあ……。金か？」

「金か。かもな」

　けろりと笑ってのけた百川の真意はどこにあったのか。旅の途と中ちゆうで何気なく流れていたその質しつ問もんのことを、ふと芹也は思い出した。

　二人は連れん邦ぽう都に来ていた。

　高い城じよう壁へきに囲まれたその都市はヴェネチア騎き士し領りようのローマ市内に在ある、直径二キロほどの城じよう塞さい都市国家である。国家といっても軍事力はなく、警けい官かんと消しよう防ぼう官かんを兼かねた騎士三〇〇名が都市を守る。

　連邦都は、経けい済ざい活動がローマに連結している。市民の通行は自由であり、連邦の盟めい主しゆ国こくでありながら国家としての印象は薄うすい。

　二人はローマから連邦都に入った。『鉄てつ槌つい』の傷きずも癒いえ、水と石の景観を取り戻もどしているローマは、驚おどろくほどの厳げん戒かい下かに置かれていた。町のあちこちには武ぶ装そう兵がいて監かん視しの目を光らせている。芹也と百川は何度も彼らに呼よび止められた。どうなることかと芹也は冷ひや汗あせをかいたものだが、連邦神しん務む局きよくが発行した金十字の権けん威いもあり、無事にアーチゲートをくぐって連邦都に入ることができた。

　何があったのか──。

　芹也は訝いぶかしんでそれとなく聞き出したが、これといって大きな事じ件けんが起こっている様子はなかった。

　セフィロの決起も、こちらでは東京以上に対岸の火事でしかない。

「これから起こるんだろうさ」

　肩かたをすくめ、百川は気楽に言ったものだ。

　二人は、アーチゲートからつづいた幅はば広ひろな道を歩く。正面には、大だい聖せい殿でんが巨きよ大だいで荘そう厳ごんな姿すがたを見せていた。

　連邦都は独どく立りつ国家であり、さすがにこちらに騎士領の兵はいない。とはいえ、影えい響きようは出ているのだろう。

　日中だが人影は少なく、繊せん細さいな石いし造づくりの街は沈ちん黙もくの中にあった。

　音といえば、時折、カラカラと音を立てて馬車が通り過すぎるくらいである。

「なんかよ、御お伽とぎ噺ばなしの国だな、ここは」

「まあ、『鉄槌』の前からここは別世界だったっていうしな」

「どういう場所だったんだ？」

「聖地──だな。聖女はいなかったけど、神はこの場所から世界創そう造ぞうをはじめたって神話が残っていてな。人が巡じゆん礼れいに来る場所だったらしい」

「ほー。で、この街に聖女さまは降おり立ったのか？」

「さあ。聖女さまについては、気づいた時には大聖殿の主で、気づいた時には連邦盟主となっていたからな。『鉄槌』前後の記録はまるでないし、どこでどうやって発生したのかはわからないさ」

「ボーフラかよ」百川は笑って、「で、これからどうする」

「まずは、アリアさんの知りあいに会おう」

「えーと──。誰だれだっけ」

「レオラシオ・パスティール」芹也は言った。「騎士だというから、ベイジング公こう爵しやく家けの紹しよう介かいということで、とりあえず騎士庁ちよう舎しやに行ってみよう」

　騎士庁舎は大聖殿近くの通りに建っていた。両開きの扉とびらを開ければロビーに受付カウンターがあり、そこで芹也はレオラシオとの面会を求めた。受付係は機械的な仕事で上階に連れん絡らくを取ってくれ、一分ほどの後、すぐに本人が来る旨むねを伝えた。

　階かい段だんから下りてきたのは、栗くり色いろ髪がみを短く刈かった優やさ顔がおの男だった。黒地の襟えり詰づめ服が包んだ体たい軀くは、騎士だけあり鍛きたえられている。

「やあ、君たちだね。アリアから連絡は受けていたけど、まさか本当に訪たずねてくるとは驚おどろいたよ。僕ぼくがレオラシオ・パスティールです。どうぞよろしく」

「はじめまして、三み輪わ芹也です」

「よろしく。──では、君が百川康やす貴たか君だね」

「どうも」

「立ち話も何だから近くのカフェに入ろうか。もうすぐ昼食の時間だしね」
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　三人は、広場に面したカフェのテーブルについた。広場とカフェにはいくらかの人がいて平へい穏おんな時間を過ごしている。

「それで君たちは、一体、何のためにここまできたんだい？　白き翼つばさの天使は、今は東京にいるんだよね？　もう厄やつ介かいごとからは解かい放ほうされたのかい？　アリアは、白き翼の天使がたずねてくるはずだからと言っていたが──」

「はい──」芹也は言葉を濁にごしつつ、「俺おれたちは彼女の手伝いで、どうしても調べたいことがあってここに来たんです」

「僕に協力できることがあればするよ。言ってくれ」

　こういう交こう渉しようごとの席で百川にできることはほとんどない。百川は最初から会話を芹也に任まかせ、自分は注文したパスタを食べた。

　芹也は、重要な部分をぼかしつつ、レオラシオに連れん邦ぽう都の大図書館で秘ひ蔵ぞう書しよを見たいのだと希望を告げた。

　レオラシオは心よく了りよう承しようしてくれ、早さつ速そく、行くことにした。

「おいちょっと待てよ！　俺様のパフェがまだきてねぇぞ！」

「いいから行くぞ百川」

　カフェを出た。

　歩きながらレオラシオは、どこかためらい気味に、

「それでアリアなんだが──。もう君たちが会ったのは随ずい分ぶんと前になると思うが、体調はどうだった？」

「元気でしたよ」芹也は笑って、「俺たちもお世話になりました」

「そうか」

　レオラシオはほっとしたように相そう好ごうを崩くずした。

「……僕のことは、何か言っていたかな？」

「清せい廉れんな男だから頼たよりになると言っていましたよ。パスティールさんは、アリアさんとは幼おさななじみなんですよね？」

「昔から強ごう情じような女でね。言い出したらきかないタイプだったよ。でも、僕がいうのもなんだが彼女と出会ったのは幸運だったね」

　レオラシオは百川に言った。

「まあな」

　アリアを否ひ定ていする気はないので、百川は肩かたをすくめた。

「よかったら──聞かせてもらえないかな。君たちと彼女のことを」

「はい、いいですよ」

　芹也は、ロアンでの出来事をレオラシオに語った。

　死し霊りようの群むれが出たことは話すべきか迷まよったが、すでに終わった事じ件けんなので、そのあたりも隠かくさずに伝えた。

「そうか」レオラシオは深しん刻こくにつぶやいた。「天使との争いがなくても、平和ということはないんだな、この世界は。『鉄てつ槌つい』以前の魔ま術じゆつというのも、良いものばかりではないということか。しかし、彼女は教きよう師しをしていて、次は遺い跡せきの調ちよう査さか。本当にこっちに戻もどってくる気はなさそうだね」

「会いには行かないんですか？」

「……行ってもね、喧けん嘩かするだけだよ。臆おく病びよう者ものでね、僕は」

「恋こい人びと同士とか、そういうものだったんですか？」

「残念ながら違ちがうよ。僕が告白するより早く、彼女は向こうに行ってしまった。せめて一いつ緒しよに病気と闘たたかえれば──」

「心配なら会いに行けばいいだろ。物事ってのは動いてはじめて解決するもんで、悩なやんでるだけで解決することなんてねぇんだからよ」

　そっけなく百川が言った。

「百川」芹也が苦く笑しようして、「きっと、そんな簡かん単たんな問題じゃないんだよ」

「時間が切れるぜ、それじゃ」

　アリア・ベイジングは余よ命めいいくばくもない。彼女は、病気に苦しむ自身を最後まで隠して百川たちと接せつした。百川は気づいていたが最後まで気づかないふりを通した。アリアは悩んでいるより行動することを選ぶ人だった。強かった。だから、レオラシオのもどかしい姿すがたに苛いら立だち、百川は言った。

「アリアさんが死んでから墓はかに会ったってよ。一緒に酒は飲めるかもしれねぇけど、もう愛の告白は、したって返事もらえないぜ」

「……そうだね」

　連邦都は広い都市ではない。ここで大図書館についた。

　威い圧あつ感のある神しん殿でんのような建物だった。左右に柱の立つ玄げん関かんから建物に入る。明るい光に満ちたエントランスを抜ぬけてＵの字に曲がった階かい段だんを上がれば、『鉄槌』後の書しよ籍せきを収おさめた一いつ般ぱんの図書閲えつ覧らん室しつとなる。

　訪おとずれている人間は、数えて五人ほどだろうか。閑かん散さんとしている。

「えーと……。あの子はどこかな……」

　レオラシオは、知りあいの姿を捜さがしているようだった。

「誰だれなんですか？」

「ここの司書を務つとめている進化種の女の子でね。ローマで絡からまれているところを助けてあげて以来、なんとなく友達になったんだが、気のいい子なんだよ」

「それであの、閲覧の方は……」

「秘ひ蔵ぞう室しつには、有ゆう資し格かく者しや──学者か特とつ権けん階かい級きゆうの人間しか入れないんだけど……。有資格者の推すい薦せんと、司書の付き添そいがあれば一般人でも入れるんだよ。推薦は僕がするとしても、あまり堅かた苦くるしい司書が側そばにいたんじゃ君たちもやり辛づらいだろ。あの子ならいい子だから問題ないしね……。あ、いたいたっ。イーア！」

　レオラシオが呼よんだ名前に、一いつ瞬しゆん、芹也は我わが耳を疑うたがった。

「はーい」

　本を抱かかえた少女が、とてとて走ってきて、転んだ。

「あーあ。もう、ほら」

　額ひたいを抱かかえたレオラシオが、あわてて本を拾うスーツ姿の少女を手伝う。

「おい」百川が芹也の腹はらを肘ひじでつつき、「あれって──。俺、どっかで見たことのある顔なんだけどな……」

「…………」

　芹也は立ちすくんでいた。

　やがて、レオラシオの視し線せんにあわせて、少女が顔を上げた。

「あ……」

　向こうも、百川たちには見覚えがあるらしかった。驚おどろいた少女は、せっかく拾った本をまた落としてしまう。

「イーア……」芹也が震ふるえた声でつぶやく。「どうして……君はここに……」

「えーと。あ、それは」

「俺、てっきり君はミラン・ベルティールに殺されたと──」

「と、とんでもないっ！　ベルティールさまは奴ど隷れいとして連れてこられたイーアに大変よくしてくれて、ここでの働き口までくれて！」

「あの男がよくしてくれただと──」百川が凄すごみのある声で、「おいイーア、そりゃ一体どういうことだ？」

「……だから」イーアは怖おじ気けづきながらも答えた。「イーアもあの時、覚かく悟ごして人間側に行きました。イーアが犠ぎ牲せいになってみんなが助かるならって……。そうしたらベルティールさまがどうして貴女あなたは怯おびえていないのかって聞くから……。イーア、もう死んだ気持ちでいますって……。そうしたらベルティールさまが笑って、では、貴女には別の道を歩んでもらいましょうって──ここに──」

「……おい、どういうことだ？」

　百川が小声で芹也にたずねた。

「さあ……。俺に聞かれても……わからないよ……」

「……あのお……。それで、どうして百川さんと芹也さんはここに……？」

「それはほら、今、僕が言った通りでね。君に、秘蔵室に入る時の付き添い役をやってほしいんだよ。と、君たちは知りあいなのかい？」

「あ、はい──」

　うわずった声で芹也はうなずいた。

　レオラシオは腕うで組ぐみして、唸うなるようによく聞く科白せりふを口にした。

「世の中は広いようで狭せまいねえ」




　秘蔵室には、薄うす暗ぐらい光と乾かわいた空気の流れがあった。あわせ鏡のように、どこまでも本ほん棚だなが並ならんでいる。万まん華げ鏡きようのようでもある。見ていると眩暈めまいがして、本棚と本棚が薄暗い光を軸じくにぐるぐると回り出すような気が百川にはした。一体、ここには何万冊さつの本が収しゆう蔵ぞうされているのだろうか……。

　……あー俺、やっぱ無理だわ。

　百川は、作業に入る前から早くも挫ざ折せつした。

　レオラシオはここで、まだ騎き士しとしての仕事があるからと庁ちよう舎しやに戻もどった。

「さて……と」芹也はぎくしゃくと、「じゃあ、イーア。俺、西洋の古い神話と古代文字について調べたいんだけど──手伝ってもらえるかな」

「はい、わかりました」

　腰こしの前に手を揃そろえた涼すずやかな姿すがたで、イーアはにっこりとうなずく。

「あ、ありがとう……。助かるよ……」

　芹也は耳まで赤くなった。

「ハァ」

　百川は頭を搔かき、一人で適てき当とうに回ることにした。

　が、すぐに無む謀ぼうだと気づき、

「なあ、芹也。俺も出るわ。ここにいても俺、やれることねぇしよ。図書館が閉しまる時間に外で合流しようぜ。イーア、何時までここやってるんだ？」

「閉へい館かんは四時ですが、残れば六時くらいまでは」

「んじゃ、六時な」

　聞いているのかいないのか。

　芹也は「ああ」と百川を見ないでうなずいた。

　まあ、無理はないか、と百川は心の中で笑う。

　秘ひ蔵ぞう室しつから出て、一人で廊ろう下かを歩いた。

　芹也は、南米の天使の園そのでイーアに一目惚ぼれして、以来、ずっとその想おもいを引きずってここまできていた。

　そうなのだ。

　百川が図書館から去るのは本が苦手だからというより、親友の恋こいが成じよう就じゆするようにと気を遣つかってのことなのだ。

「俺っていい奴やつだよな」

　うなずき、妙みように自分に納なつ得とくする百川であった。




「それでイーア──。あの──」芹也はすっかり動転して、何をしゃべったらいいのかわからなかった。「君は、パスティールさんと知りあいなんだね」

「はい、あの方には危あぶないところを助けてもらって……。それで、その後も色々と助けてもらいました。ちょっとドジなところもあるけど、でもそれはイーアもだし。優やさしくて素す敵てきな方ですよね」

　イーアは潤うるんだ眼まな差ざしで、彼が出て行った後のドアを見つめた。

「あの……。君は彼のことが好きなの？」

　芹也は思わずたずねた。

「でも──。イーアは子こ供どもで天使で……。彼とはつりあわないですよねえ」

　あははは、と、イーアは頭を搔きながら照れ笑いする。

「そんなこと──ないよ……」

「そうかなあ」

「うん……。イーアは素敵だから……」

　芹也は頑がん張ばって、それだけを伝えた。

　イーアは嬉うれしそうに、

「ありがとう。イーアも、いつか気持ちが伝わるといいなって思ってます。彼、とっても鈍どん感かんそうだから心配だけど」

「本当に好きなんだね」

「……はい」

　素直に照れるイーア。

「そっか」

　芹也は微笑ほほえむ。胸むねに突つき刺ささった痛いたみで逆ぎやくに冷静さを取り戻した。

　俺は遊びで連れん邦ぽう都に来たわけじゃないんだ──

　芹也は自分に言い聞かせる。

　今、目の前にいる温おん厚こうで善ぜん良りような天使の少女と仲良く手をつないでいる自分を、芹也は何度も夢ゆめで見たことがあった。夢の中の二人は、まるでカップルか夫ふう婦ふのように、百川と彩さいより仲がよかった。

　でも、それは夢の中の出来事なのだ。現げん実じつが異ことなるのは当然だ。

「さあ、調べよう。あまり時間がないんだ」

　芹也は、行動を声に出すことで気持ちを切り替かえた。

　ベルティールが行動を起こす前に、──奴の先手を取るために。一いつ刻こくでも早く知るべきことを知らねばならなかった。

　芹也は机つくえの上にポケットから紙を取り出して広げる。

　紙には、〈破は滅めつの剣つるぎ〉から正せい確かくに模も写しやした古代文字が描かいてある。これの意味も調べる必要があった。
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　夢とは何だろう。希望とは何だろう。

　中世にタイムスリップしたような連邦都の町を一人で歩きながら百川は考える。

　夢とは、見るものだ。

　誰だれもが使う言葉そのままだが、夢とは見るもの。それは、夜空の星を見上げる行こう為いに似にている。星は、くっきりと姿すがたが見えていて、きらきらと輝かがやいていて。

　星が星であること、星が宇う宙ちゆうにあることは知っているのに、具体的にどこにあるのかはわからない、具体的にどんな組成なのかはわからない。何億光年先にあるのか。どんな物ぶつ質しつでできているのか。……正直、光年の意味すらわからない。でも、そんな細かなことより綺き麗れいなことが大切──そういうもの。

　では、希望とは何だろうか。

　夢とは違ちがうもの、のような気がする。

　同じもの、のような気もする。

　希望とは少なくとも、何かを願う行為であるような気はする。希望があるからといって、それに向かって動くわけではない。希望があるといいつつ、夢と同じように憧あこがれているだけ、見ているだけのことはある。

　では、違いとは何だろう。

　夢が空に輝く見上げるものだとするなら、希望は足元を照らす光だろうか。

　その光は、そして、自分が発光体になっている。

　誰かではない。

　自分が産み出したスタート地点が、希望なのだ。ただの点ではない。そこには、たとえ一歩先から真っ暗だとしても、前へと進める道がつづいている。

　誰かを幸せにしたいという夢。

　誰かを幸せにしたい希望があるから、お金を稼かせぎたい。

　違いは、そこに道があるかどうかだ。

「……俺おれは、どうなのかな」

　拳こぶしを握にぎりしめ、百川は街角に立ち止まって思う。

　彩を幸せにしてやりたいというのは、ただの夢なのだろうか。どうしたらいいのかよくわからない自分がいる。

　連邦都まで来て、まだ『何をすべきなのか』──自らのスタート地点を描えがくことができないでいる。

　憎にくい奴やつを殺すだけなら簡かん単たんだ。──簡単だった。

　殴なぐって、殴って、殴っていればいい。

　そこには道なんていらない。スタート地点とゴールすらいらない。

　見上げる星もなく。

　つまり、ついこの間までの自分には、夢も希望もなかったわけだ。

　簡単だったから──憎しみにすがっていたのだろう。

　自分のことながら、あらためて自覚し、百川は笑った。

　彩を幸せにするにはどうしたらいいのか。

　ベルティールを殺せばいいのか。

　奴を殺せば──終わるのだろうか。

　では、殺すことに道標を立てて、それを希望とするのか。

　ジルを殺すことで彩を幸せにしようとしていた過か去この自分を百川は思い出し、その虚むなしさと愚おろかさを感じる。

　百川は、今、ジルを憎んでいない。むしろ、助けてやりたかった。

　芹也も言っていた。真実を知らなくてはいけない、と。

　では、真実とは何だ？

「あーもう！　いらつくなあ！　夢って何だよ！　希望って何だよ！　本当のことって何なんだよ一体！　誰だれか俺に教えろ！」

　わからない。さっぱりわからなかった。

　百川はふと、ある夢ゆめを思い出す。

　イルミナ・ルクシエール──そう名乗った少女の願いごとを。




　──私を起こして。それで、私の夢はすべて覚めるから──

　──お兄ちゃんが、私を探さがし当てる前に……




「……おい」

　気がつけば、百川は手に〈破は滅めつの剣つるぎ〉を握っていた。

　この錆さびた剣は香港ホンコンに置いてきたはずなのに。

　と──

　剣の柄つかから濁だく流りゆうとなって頭の中になだれこんできた粒りゆう子しの渦うずが、スライドショーのようにいくつかの断だん片ぺん的な場面を作り上げた。夜。岩のように巨きよ大だいな男に立ち向かい、打ち砕くだかれていく奈な生おと彩が、──闇やみに囚とらわれ、消えた。

　──ごめん、百川。

　奈生の声が聞こえた。

　純じゆん白ぱくの広間にいたベルティールが、空間に溶とける白い神官衣い装しようを翻ひるがえし、銀色の柱に向かいながら言った。

　──さあ、はじめましょうか。
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　突とつ然ぜんの地じ震しんは、建物が倒たおれるほど巨大なものではなかった。微び震しんである。ただ、五分にも亘わたってつづき人々を不安にさせた。雲の流れが速くなった気がする。百川は大図書館へと急ぐ足を速めた。

　日落ち、夜へと向かう刹せつ那な。逢おう魔まが刻とき。

　約束の時じ刻こくだった。

　玄げん関かんにいた芹也と合流する。

「おまえ、それ──」

　芹也の目は、百川が肩かたに担かついだ錆びた直ちよつ剣けんに注がれた。

「ああ」百川は剣で自分の肩を叩たたいて、「出てきた。──それより、どうだった？　短い時間だったけど、何かわかったか」

　芹也は肩をすくめ、

「さすが、整理整せい頓とんされた『鉄てつ槌つい』以前の文ぶん献けんがあると違ちがうよ。これなら迷まよわずここに来るべきだったさ」

「てーと、わかったのか？」

「詳くわしくはどこか今夜の宿を決めてから話すよ」

「おーい！」そこにレオラシオが走ってきた。「ちょうどよかった。君たち、今夜の宿はもう決めたのかい？」

　レオラシオは、二人を自じ宅たくに招まねくためにやってきたのだった。

　断ことわる理由はなく、二人は彼の家で一いつ泊ぱくを過すごすことにした。

「それにしても、ガリアの方は大変らしいよ」

「──地震、か？」

「向こうでは、都市が半はん壊かいするほどのものだったそうだ」

「って──。伝わる距きよ離りじゃねぇだろ」

「それはそうだろうが──では、同時に起きたのかな……。それにしても百川君、また骨こつ董とう品ひんを買ったものだね」

「まあな」

　レオラシオの家へと向かいながら、百川はおどけた顔で笑った。

　錆びた剣は、武ぶ器きとして人に威い圧あつ感かんを与あたえるものではなかった。

　歩く方向は大だい聖せい殿でんを背せにした外がい壁へき側である。

「そういえばよ」と、百川は、「アリアさんって、お酒を一いつ滴てき飲んだだけで吐はいちまう体たい質しつなんて不幸だよな」

「そうだね」

　レオラシオは何気なくうなずいた。

　芹也が百川にちらりと目を向けた。百川は目元だけで微笑ほほえむ。

「ここだよ」

　と、レオラシオが案内したのは石いし造づくりの一いつ軒けん家やだった。中に入って、玄関のドアを閉しめたところで百川は言った。

「おい。で、テメェ誰だ？　俺たちをどうする気だ？」

「ん？　どうしたんだい？」

「バレバレなんだよ。偽にせ物ものさんよ」

「偽物って──僕ぼくかい？」

「ガリアで大地震があったなら、騎き士しが仕事なんてサボるかよ。それにおまえの家は大聖殿の方向さ。──あと、アリアさんはお酒が大好きなんだよボケが！」

「──そうですか。さすが若じやく年ねんとはいえ、歴戦の者は違う」

　うつむき、レオラシオは表ひよう情じようを隠かくす。口元が不気味に歪ゆがんだ。泥どろが溶とけるように表ひよう層そうの姿すがたが足元に落ちた。

　最初に百川が見たのは、凝ぎよう固こした血がこびりついたような左右に吊つり上がった赤い双そう眼がんだった。首元まで伸のびた髪かみは光こう沢たくのない白。肌はだはくすんだ灰はい色いろ。筋きん肉にく質しつで細身の体たい軀くを包むのはスウェットスーツに似にたスモークブルーのボディスーツ。体のラインが鮮せん明めいに現あらわれているのに股こ間かんに膨ふくらみはない。

　知的で残ざん虐ぎやくな微笑みを浮うかべ、現れた者は言った。

「お初にお目にかかる、天使殿どの。俺は、へスフィア・ハーマイン。別の場所では別の名を持っているが、味方である君たちには、あえて真実のこの名を名乗ろう」

「味方だと──」

　凶きよう暴ぼうな形相で百川が赤い眼めを見み据すえる。

「言うだろう？　敵てきの敵は味方と」

「──敵とは、ミラン・ベルティールのことか？」

　芹也がたずねた。

　ハーマインは、丸められた一枚まいの紙を芹也に渡わたした。

「『庭園』の内部構こう造ぞうを記した地図だ。あの魔ま術じゆつ士しが扉とびらを開けるまでには、まだしばらくの時間がある。止める気があるなら、計画を立てて確かく実じつに行うといい」

「──やはり、あの男か」

　ジルを使って『庭園』を稼か働どうさせ、世界戦争を起こすのだと──香港での会談の席でベルティールは言っていた。

　計画は動いている。やはり、ジルは生きているのか……。

　百川の言葉を疑うたがっていたわけではなかったが、あらためて芹也は思った。

「その『庭園』とは、どこにあるんだ？」

　と、芹也。

「嫌いやでも明日にはわかる」

「では扉とは何だ？　開けるとどうなるんだ？」

「開けられればわかる」

　芹也はふざけるなと言い返しかけたが、赤い眼に見つめられ怯ひるんだ。超ちよう音おん波ぱのような耳鳴りが頭の中を揺ゆさぶり、理り性せいを混こん濁だくさせる。どうにか抵てい抗こうしたが、普ふ通つうの人間なら常じよう軌きを逸いつして恐きよう怖ふに叫さけび狂くるうほどの圧力感だった。

「で、奈生と彩はどうした？」横から百川が言った。「おまえだろ？」

「ほう──」

「自分が世界のすべてを把は握あくしているなんて、思わない方がいいぜ」

　ビュンと振ふるった錆さびた剣つるぎの風圧が、ハーマインの髪を撫なぜた。触ふれたわけでもないのに灰色の頰ほおに紫むらさきばんだ一ひと筋すじの深い痕あとが生れる。

「なあ？　変な服着やがってよ」

「君たちの基き準じゆんだけでものを語らないでほしいな。我われ々われには、これが普通だ」

　剣を肩かたに戻もどし、百川はあくまで悠ゆう然ぜんと赤い眼を見据えた。

「俺の邪じや眼がんに囚とらわれず、傷きずまで負わせるか。〈捨すて去りし者〉よ、君ならあの魔術士も殺せるだろうな」

「答えろ。答えねぇと──ここで殺すぜ」

「安心しろ、『庭園』だ。しかし、わからないな。この家には、すべての発動力を遮しや断だんする『鉄てつ槌つい』以前からの強力な防ぼう御ぎよ結界が施ほどこされているはずだが、何な故ぜ、君は力を行使することができる？」

「それを言ったら、おまえの眼だって同じだろ？」

「邪眼は魔術や天てん使し脈みやく動どうと違ちがい、発動させる類たぐいの力ではない」

「なら、俺も同じさ」

「君はすべての力を無くしたと、私は認にん識しきしていたが」

「おい。──自分が世界のすべてを把握しているなんて、思わない方がいいぜ」

「再さい会かいの日を楽しみにしておこう」

　そう言い残し、ハーマインはドアを開けて外に出た。

　ドアが閉とじられる。

　後を追うように芹也がドアを開ければ、もうどこにも男はいない。

　芹也は振り返って、

「百川、おまえ──」

「聞くなよ」百川は剣で自分の肩を叩たたき、「実は俺にもよくわかんねぇんだからさ。彩と奈生のことは──この剣が出てきた時に見えたんだよ」

「二人は、どうかしたのか？」

「よくわかんねぇ。幻げん覚かくっていうか、揺らいだ水面の向こうみたいだったし。どうかしたとしても奈生が何とかするだろ。あいつは見た目ほど弱かねぇさ。何とかできなかったらあのバカ、お仕置きフルコースだ」

「おまえはどうなんだ？　すべての力を無くしたって──」

「ああ、実はな。もう飛ぶこともできやしないさ」

「おまえ──」

「ま、いいじゃねぇか。とりあえずホテル取ろうぜ。話、聞かせてくれよ」

　百川は何でもないように言った。
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「──我を振るえ、我を抱いだけ、我の渇かつ望ぼうに答えよ。我は剣つるぎ。汝なんじが生を以もってすべてを破は壊かいするものなり。死は魂たましいの目覚め、刃やいばとは不死鳥の羽なり。汝は叫ぶが良い。剣よ、我と同どう盟めいせよ。我に光の試練を与あたえよ」

「ふーん……。また大たい層そうなアレだな」

〈破は滅めつの剣〉を天てん井じようの蛍けい光こう灯とうに掲かかげ、百川は感かん慨がい深げにつぶやいた。

　空に厚あつく雲が流れる夜。

　二人はチェックインした安ホテルのツインルームにいた。それぞれベッドに腰こしかけ向かいあっている。

「今のは、古代神しん威い文字でルビータブレットに書かれていたという一文を、中世の学者がそれらしく訳やくしたものさ。剣の文字の訳じゃないよ。なんていうのかな、剣とは剣そのものではなく魔ま術じゆつのことで、つまり、魔術の心得基本みたいなものとして、俺おれが見た文ぶん献けんには紹しよう介かいされていた」

「ルビータブレットって、最初の魔術士が残したとかいう、魔術の奥おう義ぎを記した伝説上の超ちよう古代遺い物ぶつ……だよな。写本だけがどうしてか伝わってるっていう……」

「剣の文字も、その写本と同じ古代神威文字で書かれていてね。さっきの一文が実は〈破滅の剣〉のことを言っているような気がしてメモしてきたんだ。剣に書かれているのは、まあ、『言葉か鏡か水面・叫さけびか亀き裂れつか破壊・闇やみか氷か誕たん生じよう』ってことかな」

「なんだそりゃ」

「仕方ないだろ。この三つの文字ばかりが刻きざまれていたんだから。ひとつの文字にいくつかの意味があるのは今も同じだろ、たとえばテンは、天・店・点、な？」

「ま、たった五時間弱でよくそこまでわかったもんだ。さすがは芹也」

「イーアが、いい文献を持ってきてくれたんだよ。彼女のおかげさ」

「ほー」

「ヘスペリスについてもわかったよ。古代──世界の中心がエーゲ海にあった頃ころ、ヘスペリスが意味する『西の果て』は、地中海の出口、今の名めい称しようでいうとジブラルタルだと考えられていたんだ。そして──これもわかったことだが。ジブラルタルには、北米大神官府の研究施し設せつがあったらしい。深しん層そう域いき機関、と呼よばれていたそうだ。なんとなく、おまえが見た夢ゆめに関かかわりのある気がしないか？」

「するな」

　百川は腕うでを組んだ。「んで？　どうしたよ」と、ニヤリと笑う。

「どうした？」

　意味がわからず芹也はまばたきする。

「イーアだよ、イーア。告白したか？　抱だきしめたか？　押おし倒たおしたか？」

「バ、バカ野や郎ろう！　俺がそんなことするか！　おまえと一いつ緒しよにするな！」

「俺はスマートな男だから、そんなことはしないさ。んで、冗じよう談だんはともかく、そういう話はしなかったのか？」

「あの子は」芹也は百川から眼めを逸そらし、「好きな人がいるんだよ」

「好きな人？　おまえじゃなくか？」

「当たり前だろ……。俺なんて、あの子の生活には関係ないんだから……。ただの知りあいってだけでさ……」

「情なさけない。お母さんは悲しいよ」

　百川はうなだれ、思いきり両方の肩かたを落とした。

「だれがお母さんだ。あーもう！　おまえ変なこと言うなよな！」

　芹也が顔を赤くして怒おこる。

「男なら関われ！　攫さらっちまえ！　奪うばっちまえばいいんだよ！　おし、今夜、イーアを攫いに出かけるぞ」

「おい……。間ま抜ぬけなことを真顔で言うな。怒るぞ」

「冗談だよ、怒るなって。で、イーアはどこに住んでるんだ？」

「あの子は、大図書館に併へい設せつされた寮りようにいるらしいよ。──っておい！」

「だから冗談だって」

「とにかく、明日にはヘスペリスへ行こう。そこに何があるのかわからないけど……一気に話が進むような気はするしな。それで、おまえ、本当に体は──」

「ま、これが終わったら俺様がおまえとイーアをくっつけてやるよ」

「……それはもういいから。やめてくれよ」

　芹也はいじけた声でうめいた。

「おいおい、弱気になるなって。勝負はまだはじめてもないんだろ？　自分の可か能のう性せいは最後まで信じるもんさ」

「それが──おまえの答えか、百川」

　もう戦える体ではないのに百川は戦おうとしている。

　自殺する気なのか。自や棄けになっているのか。芹也は思ったが、違ちがうとわかる。

「おう」

　手のひらで拳こぶしを叩たたく百川に気負いはない。

　信じているのだ。

　自分の可能性を。

「おまえは……。強いな……」

　芹也は苦く笑しようし、ジュースでも飲もうと冷れい蔵ぞう庫こに向かった。

「さっきのことだけどさ……百川……」

「ん？　何だ？」

「イーアのことだよ。あれはいいよ。俺、自分でちゃんと告白するから──。後こう悔かいするのはふられてからでいいもんな」

「おう。健けん闘とうを祈いのる」

　百川が立ち上がり、芹也の背せ中なかに向かってビシッと指を立てた時だ。

　ドンドン。

　誰だれかが、廊ろう下かからドアを叩いた。

「あれ？　ルームメイクか？　ほいほーい」

　何気なく百川はドアを開けた。瞬しゆん間かん、目の前で銃じゆう口こうが迸ほとばしった。




　鉄てつ兜かぶとをかぶったスーツ姿すがたの大男が三人、廊下にはいた。百川は膝ひざを折って後転、足首の力で一気に飛び退のいた。

「騎き士し領りようの改かい造ぞう人間──鉄人兵か！　芹也！　はじまったみたいだぜ！」

「了りよう解かいだ！」

　鉄人兵が銃から放ってくるのは通つう常じよう弾だんだ。一発で新しん築ちく一戸建てが買えるほど高こう価かで貴き重ちような光こう彩さい素そ子し弾だんではない。芹也は最初から天てん使し脈みやく動どうを強く発動し、銃弾を無む視しして鉄人兵に突つっこみ、力の限かぎり押し飛ばした。

　部屋はホテルの五階だ。廊下に敵てきはいない。百川を呼んで廊下に出た。階かい段だんで遭そう遇ぐうした騎士領の一いつ般ぱん兵へいを蹴けり飛ばし、肌はだ寒ざむい外気に体を晒さらす。

「進化種を殺せ！　聖せい地ちに巣食う堕だ天てん使しどもを一人残らず追い払はらい、捕とらわれた聖女様を解放するのだ！」

　装そう甲こう車しやに乗った士官の怒ど号ごうが響ひびいた。民家や商店に兵が押し入り、進化種捜そう索さくの名目で荒あらす。人間の家でも好き勝手やっている様子だった。町のあちこちで爆ばく発はつ音が響き、黒い煙けむりが立ち昇のぼった。一体、どれだけの兵士がなだれこんだのか、町を埋うめ尽つくすほどではないかと百川は戦せん慄りつした。

「──おいこりゃ、規き模ぼがデケェな。──芹也、どうするよ」

「騎士領軍か──。進化種は殺せだと──。連れん邦ぽう都に侵しん攻こうとは──これで四大陸神聖連邦も崩ほう壊かいということなのか？」

　百川と芹也は、とりあえず路地の陰かげに身を潜ひそめた。

　通りでは、騎士の一人が装甲車に乗った士官に抗こう議ぎの声を上げていた。

「これは一体どういうことだ！　連邦都は国家だぞ！　これは侵しん略りやくだ！　君たちは自分のしていることがわかっているのか!?」

　無む情じようにも、返ってきたのは銃弾だった。倒たおれた騎士を装甲車で轢ひき殺し、騎士領の部隊は侵攻を進める。

「問答無用かよ」

「イーア──！」

　建物の隙すき間まから見えるわずかな空に向かって芹也が飛んだ。斜ななめ下から放たれた銃弾が芹也の足元を抜けた。先さき程ほどの装甲車を中心とした部隊は、すでに通り過すぎた。軌き跡せきをたどれば裏うら通どおりにジープが止まっていて、二人の鉄人兵が降おりてきた。

「俺らを狙ねらっているのか、天使に反はん応のうしているのか」

　顔に直ちよく撃げきしかけた弾丸を首のひねりで躱かわし、百川は鉄人兵に突とつ進しんする。柄つかを握にぎる手の力を弱めた。

　──我われを振ふるえ、我を抱いだけ、我の渇かつ望ぼうに答えよ。

「どっちだよ、なあ！」

　フルスイングで一人の脇わき腹ばらを打つ。そのまま踏ふみこんで跳とんだ。正面にいたもう一人の顔面に膝を食くらわせ、百川はジープの前部座ざ席せきに降り立つ。ジープのエンジンはかかったままになっていた。座すわってハンドルを握り、アクセルを全開に踏む。うしろから何発かの銃弾が飛んでくるが、ジープを止めるには至いたらなかった。

　今は芹也の後を追うのが先決だ。行き先はわかる。イーアのところだ。

　飛べない自分が百川はもどかしかったが、だからといってまったく戦えないわけではないこともわかった。

　──我は剣つるぎ。

　──汝なんじが生を以もってすべてを破は壊かいするものなり。

　大図書館の玄げん関かん、階段を上がって左右に大きな柱が立つエントランス。装甲車の眩まばゆいライトに照らされて、そこに芹也とイーアはいた。建物に入る大おお扉とびらは閉しまっている。図書館が心配になって走ってきたイーアが騎士領兵に襲おそわれ、そこに芹也が駆かけつけたというところだろうか。階段の下には、装甲車二台と一〇〇名以上の兵士がいて、二人の天使を逃にげ場なく囲んでいた。

「逃げるんだイーア！　君は飛んで逃げろ！　俺が時間を稼かせぐ！」

　芹也はタリスマンを発動させていた。二人のまわりには薄うすいグリーンのフィールドが発生している。

「嫌いやですっ！　ここはイーアの大切な居い場ば所しよです！　壊こわされようとしているのに放ほうってはおけません！」

　──死は魂たましいの目覚め、刃やいばとは不死鳥の羽なり。

　百川はアクセルのべた踏みを止やめない。芹也とイーアに一いつ斉せい射しや撃げきしかけていた敵の群むれの横腹にジープをぶつける。

　突然の奇き襲しゆうに驚おどろき、振り下ろされかけた士官の手が止まった。

　──汝は叫さけぶが良い。

　激げき突とつの寸すん前ぜん、百川は獲え物ものを狙う矢となって低い軌道で跳んだ。その士官の眉み間けんに深々と剣を突き刺さす。剣を引き抜ぬき、身を返してさらに跳ちよう躍やく──もう一台の装甲車に飛び移うつってこちらの士官も殺す。

　怒いかりの声を上げた兵士たちが百川にアサルトライフルの銃じゆう口こうを向けた。

　……ああ、わかったよ。

　百川は、聞こえてくる〈声〉に答えた。

　……そこまでこの俺に使ってほしいのなら使ってやる。

　……かわりに、

　……期待を裏切るんじゃねぇぞ。

　百川は装そう甲こう車しやの上に乗ったまま、天空に向かって片かた手てで剣を掲かかげた。

「剣よ、我と同どう盟めいせよ！　受けてやるぜ、光の試練とやらをな!!」

「撃うて！　撃ち殺せ！」

　トリガーが引かれる。雲のたちこめた天空から伸のびた一ひと筋すじの閃せん光こうが、剣に直撃して百川の体を貫つらぬく。爆ばく発はつのような轟ごう音おん。剣が割われる。錆さびた鉄てつ屑くずが破は片へんとなって散った。兵士たちが放った何十発かの弾丸が閃光の余よ韻いんに吸すいこまれた。

「光の試練──稲いな妻ずまじゃないか──。百川！」

　芹也は穴あなだらけの百川が丸まる焦こげで倒れる姿すがたを想そう像ぞうする。

　雷かみなりを受けて動けなくなった装甲車の脇で、透とう明めい感のある赤色の光が走った。

　兵士の断だん末まつ魔まがたてつづけに響ひびいた。

　百川だ。何人か斬きり捨すて、肩かたの上で剣を垂すい直ちよくに立て構かまえた。百川が手に持つのは赤黒い片かた刃はの剣である。

「よく斬れるじゃねぇかよ──。なあ！」

　残ざん虐ぎやくな笑えみを口元に浮うかべて、百川は敵てき兵へいに突つっこんだ。

　……速い。

　芹也は思うが、それは人間としての速さだ。天使脈動を発動させた時の百川自身にはまだ及およんでいない。

　一分とかけず、百川は二〇名近くを地面に斬り伏ふせた。芹也は、百川の速度が次し第だいに加速されていくことに気づいた。

　まさか──。

　芹也には、赤黒い〈破は滅めつの剣〉が敵の生き血をすする度たび、百川に力を与あたえているのではないかと思えた。赤黒い刃は返り血に濡ぬれない。血肉を弾はじく刃は自ら薄く発光し、振るわれる度、ルビーの煌きらめきに似にたクリアな赤色の軌き跡せきを描えがいた。

「──おい人間ども。びびってねぇで来いよ。テメェは俺らを殺しに来たんだろ？　身の程ほど知らずにもよ！」

　生き残った者は、魔ま性しようじみた百川に恐おそれを成して四散した。

　もう一台の装甲車に乗っていた兵士も、いつの間にか逃げ出した様子だった。

　図書館前から敵兵の姿は消えた。

　累るい々るいと築きずかれた死体の山。

　百川康貴は迷まよいなく敵を殺せる男だ。だからこそ、生き延のびることができた。わかっていても尚なお、返り血に染そまった百川が目の前に来て微び笑しようを浮かべた時、芹也の背せ中なかには冷ひや汗あせに近いものが流れた。

「君たち──！」

　拳けん銃じゆうを手にしたレオラシオが仲間と共に三人のところに来た。

「おい、どうなってんだこれは？」

　百川は平へい素そと同じ声でたずねる。親友は魔性と化したのではないかと危き惧ぐしていた芹也は内心でほっとした。

「とにかくいいから君たちは逃げるんだ。政せい府ふ機関は占せん拠きよされて、大だい聖せい殿でんでは聖せい騎き士したちが戦っているが──。連中は天使の皆みな殺ごろしを叫んでいるぞ！」

「連中、人間も殺してたけどな」

「いいから逃げるんだ！　金十字の緩かん和わ力りよくを無む効こう化かしてくるとは──。一体、これはどういうことなんだ！……とにかく逃げてくれ。残念だが、しばらくの間、ここは天使の住める町ではなくなる。──イーアのことも頼たのむ。僕ぼくは騎士として、一人でも多くの市民を助けなければならない！」

「パスティールさん！　イーアはここの市民です！　それにパスティールさんが残るならイーアはお手伝いを──」

「あんたも死ぬなよ」

　百川がレオラシオに言う。

「僕には市民を守る騎士としての誓ちかいがあるのでね。死ねないさ」

「レオ、こっちだ！　また誰かが襲おそわれている！」

「連中め──！」

　女じよ性せいの悲鳴が響いた。仲間に急せかされ、レオラシオは走り去る。

　百川がイーアの首くび筋すじに軽く手刀を当てた。ぐったりしたイーアを芹也に預あずけ、建物にぶつかって停止していたジープに乗る。エンジンはまだ動いた。フロントのへこんだ車体を急バックさせて図書館の前に横付けする。

「乗れ、芹也！」

「あ、ああ……」

　促うながされ、芹也は助手席に乗った。イーアは後部座ざ席せきに寝ねかせる。

　ギアを入れ換かえ、百川がアクセルを踏ふむ。と、ハンドルにもたれかかり、突とつ如じよ、百川が激はげしく咳せきこんだ。

「へへ」と、芹也に笑いかけ、「さすがにキツイな……。体が軋きしむぜ」

「おまえ──」

　百川の口元についたのは返り血ではない。自らの血だ。

　剣は百川に力を与えたのかもしれない。それは、天使脈動にも匹ひつ敵てきするエネルギー量を持っているのかもしれない。

　だが、それは、歪ゆがんだ歯車ですら強ごう引いんに稼か働どうさせる外側からのエネルギーだ。肉体と精せい神しんの境きよう界かいで滑なめらかにエネルギーを転てん移いさせる天使脈動ではない。百川は天使脈動を失っている。油が注入されていないに等しいのだ。軋むのは──当然だろう。

　……おまえは、どこまで自分を犠ぎ牲せいにして戦うつもりだ……？

　……天使脈動の次は、精神か、肉体か……どちらを犠牲にする気だ……？

　芹也は言いたかったが、余よ裕ゆうはなかった。

　十字路の右から現あらわれたジープが、うしろから銃を撃うってきた。

　乗るのは二人の鉄人兵だ。

　一台──ではない。あわせて五台にもなった。

　芹也は大図書館の前で敵てき兵へいから奪うばったアサルトライフルを手に持ち、応おう戦せんする。膝ひざの上に置いたマガジンは三つ。

「──なあ芹也、連中って俺おれらが狙ねらいか？」

「かもな──」

「やってるやるさ、俺はよ──」

　現げん実じつは過か酷こくだ。夢ゆめも希望も──理想は襲いくる敵の前に霞かすむ。

　倒たおさなければ道はない。だけど、倒せばそこには、因いん縁ねんと虚むなしさが生れる。それは夢と希望の対極に位置するものだろう。

　だけど。

　それでも、どれだけ大きな矛む盾じゆんを孕はらむ結果になるとしても、歩むためには戦わなくてはいけないのだと百川は思う。

　だから戦う。敵を打ち破やぶって、何かを見み極きわめるために。

　あの時──〈破は滅めつの剣つるぎ〉を手にした時。

　海を見下ろす丘おかの上で聞いた誰だれかの〈声〉が、そう言ったように。
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　同日。雨をぬって低空から飛来したセフィロの力天使隊ヴアーチユーズ三〇〇名がバリ島を襲しゆう撃げき、町もろとも管理団だん第一二南部方面基き地ちを壊かい滅めつさせる。

　セフィロはハノイに襲撃をかけ、緒お原ばら彩を拉ら致ちした──力ずくで白き翼つばさの天使の奪だつ取しゆを行ったのだ。緒原彩がハノイに来たのも、セフィロの送りこんだ工作員の天使が緒原彩に近づき彼女を誘ゆう導どうしたため。──信しん頼らい関係を無む視ししたその憎にくむべき出来事は、東京だけではなくセフィロ側にも伝わっていた。

　それは中なか嶋じま信しの武ぶの計けい略りやくであり、彩の身み柄がらをセフィロは確かく保ほしていない。

　しかし、その速そく報ほうによって、セフィロは管理団の敵意を理り解かいした。連中は、偽いつわりの正せい義ぎを盾たてに戦争をはじめる気なのだ──

　バリ島の襲撃は、そう認にん識しきしたセフィロの一氏族による独どく断だん速そつ攻こうだった。

　襲撃は大成功を収おさめ、セフィロ側の意気は上がる。

　管理団首しゆ相しよう・近こん藤どう栄えい司じは、もはや開戦やむなしの判はん断だんを下した。




「ハ────ッハッハッハッハッ！　フフフフフフフフ！　いよいよ──。いよいよ世界が血の海に染そまる時が来た！　ヘズ、解とき放て死し霊りようとガーゴイルどもを！　中嶋よ、君は君の欲よく望ぼうを好きなだけ満たすといい！　そして我わが同士アンドレア、近藤……君たちはせいぜい自らの野望を実現するため踊おどり狂くるうがいい……。フフフフフフフ……。フフフフフフフフフ……。ハハハハハハハハハハッ！」

　金きん髪ぱつをかきむしるベルティールの哄こう笑しようが世界を覆おおおうとしていた。

　深夜、中央ヨーロッパの大地からおびただしい数の死体が目覚め、どす黒い牙きばで人々を食くらいはじめた。

　騎き士し領りようでは、何ど処こからともなく飛来してきたコールタールで塗ぬり固めたような黒い体たい軀くの化物が、こちらも無差別に人々を襲おそう。

　地じ震しんで死んだ人々の霊れい的てきエネルギーを吸きゆう収しゆうして利用することで、ベルティールは中央ヨーロッパに死霊をばらまいた。騎士領には、『庭園』に何百体と設せつ置ちされていたガーゴイルを具象化させ殺人命令と共に解き放つ。

　地震で壊かい滅めつしたガリア首都の地下で稼働する『庭園』を人々はしらない。

　ベルティールは、『星の間』で叫さけんだ。

「現れよ！　シャングリラよ！」

　首都の大地に幾いく筋すじもの亀き裂れつが走った。人々を底なしの闇やみに喰くらい、現れたのは円えん筒とう状じようの巨きよ大だいな岩がん盤ばんだった。岩盤の上には、優ゆう美びで可か憐れんな印象さえある咲さいた花にも似にた城しろがそびえていた。虹にじ色いろに揺ゆらめいた鮮あざやかな尖せん塔とう群ぐんが組み重なった構こう造ぞう物ぶつである。

　その城こそ『世界戦争』のためにベルティールが思念で練り上げた、世界から霊子を集めるべき吸収塔であった。

　城の先せん端たんから、飛び散る流れ星のように世界中へと糸が張はり巡めぐらされた。

　これで準じゆん備びは整った。

　ここまで、ジルは貯ちよ蓄ちく器き兼けんジェネレーターとして十分に役立った。

　しかしベルティールにとって、本番はここからだった。

　果たしてジルは、これから押おし寄よせる霊的エネルギーの渦うずに耐たえ、必要な分を蓄たくわえることができるのか。

　ベルティールは『星の間』の水面を見つめ、優やさしく言った。

「──頑がん張ばって私のために命を捨すてるのですよ、ジル」




　中嶋はセアラを従したがえ、ベルティールから与あたえられた中型の高速空中帆はん船せん『ヘルメス』の艦かん橋きようにいた。

「隊長、私たちはこれからどうするんですか？」

「しばらくは遊ゆう覧らん飛行だ。セアラ、おまえは何がしたい？」

「私──ですか──」

　セラアは中嶋が殺さつ戮りくをはじめると思っていたが、中嶋は動かず、『ヘルメス』は地中海上を低速で飛行していた。

　聞かれてセアラは、答えることができない。

　……私がしたいこと。

　……それは何だ？

　考えていると、中嶋の大きな手が頭にポンと乗った。

「道が見つかったら、おまえはおまえで進めばいい。いつまでも赤いスカーフに囚とらわれている必要はない」

「私は──！　これが私の道です！」

　左ひだり腕うでに巻まいたスカーフを手で押さえ、セアラはむきになった。

　憤いきどおりを感じずにはいられない。

　セアラは、俺のために命を捨てろと言ってほしかった。俺の道に従え、と。

「……隊長は、もう誇ほこりを捨てたのですか？」

「さあな」

　朱しゆ色いろのサングラスと削けずった岩のように動かない表ひよう情じようから、中嶋信武の表情を読み取ることはできない。

「百川康貴は侮あなどれない」前まえ触ぶれなく、背はい後ごからヘズが言った。「君が言った通り、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手のようだ。力を無くしたと聞いていたが、騎士領軍への壮そう絶ぜつな攻こう撃げきを見る限かぎり、誤ご報ほうだったようだ。あの男は仲間と共に例の廃はい墟きよに向かっているようだが、果たして何をする気なのか」

　ヘズが『ヘルメス』に乗船した記き憶おくはセアラにはない。

　またどこからか現あらわれたのだ。

「止めるかね？」

「問題はない。むしろ問題なのは、剣けん士しを連れたあの気まぐれな魔ま女じよだ」

「君ともあろう者が所しよ在ざいをつかめないのかね？」

「何しろ魔女だからな」

　中嶋の横に並ならんだヘズは、セアラが知る執しつ事じの姿すがたではなかった。珍ちん妙みようなスモークブルーのボディスーツ姿だ。

　何があったのか、ヘズの頰ほおには一筋の傷きず痕あとがついていた。

　セアラはヘズをあえて無む視しし、中嶋にたずねた。

「百川康貴……ですか？」

「気になるのか？」

「──はい」

　セアラにとって百川は特別な存そん在ざいだった。セアラは、仇きゆう敵てきであったはずの百川に命を助けられ、ここに生きている。

　何な故ぜ、助けたのか。セアラはまだ、そのことを百川にたずねていない。

「あれはいい若わか者ものだ。おまえが気にするのもわかる」

　中嶋はからからと笑った。

「た、隊長っ！　だから──そういう意味ではありませんっ！」

「はははは！　照れるな、セアラ」

「……照れてはいません」

　セアラは、長い三つ編あみの青年のことを思い出した。

　あいつは今いま頃ごろ、何をしているのか。

　セアラは、奈生と彩が蛾がの群むれの中で消えたことをしらない。二人はどこかに逃にげたのだと思っていた。

　──セアラ！　セアラ！　俺はからかってなんてないよ！

　──俺は──俺は本当に君の笑え顔がおが見てみたいって──そう思ったんだ！

　──セアラ！

　奈生の声を思い出す。セアラは胸むねに手を当てて、思う。

　──やめろ。セアラやめるんだ。

　……私をからかうな、有あり本もと奈生。




　緒原と永えい子こは香港にいた。『赤せき龍りゆう』の地下、淡あわ白じろい光に包まれた密みつ室しつ。

　金色で描かかれた複ふく雑ざつな魔ま術じゆつ陣じんの中心に緒原は立つ。

「本当にいいの？　魔術士でない貴方あなたが『転てん移い』の核かくになれば、必ず肉体のどこかに深しん刻こくな副作用が出るけど。心しん臓ぞうに圧あつ力りよくがかかれば転移した瞬しゆん間かんに死ぬのよ？　腕がもげていれば転移しても戦えないし」

　魔術陣の脇わきから、いつもとかわらないチャイナ服姿の永子はたずねた。

「一度は死んだ命だ。それに──これしか方法はない」

「そう──。なら、いいわ」

　永子は黒くろ髪かみを指で梳とき、眼鏡めがねを外した。

　ふと笑って、

「でも、私のことは何も聞かないのね。おかしいと思わない？　これだけの魔術を何故か発動させることのできる私は」

「君は君だ。それに君は、聞かれてほしくないのだろう？」

　緒原は冷れい淡たんに言う。

「どうかな」永子は肩かたをすくめた。「これが終わったら聞いてほしいとも思うけど。別れた女と、また時間を過すごす気があるのならね」

「──はじめてくれ」

「ＯＫ。じゃあ、彩の姿をイメージして。あの子との思い出を。貴方があの子を愛していた事実を。貴方が彼女のことを真に想おもえば霊れい子し領りよう域いき的に次元は結合されるから、そこに私が穴あなを開けるわ。スピリットダイヤモンドを使うけど、それでもエネルギーの集束にはかなり時間がかかるから、持じ久きゆう戦せんは覚かく悟ごしてね」




　オーストラリア、シドニー──セフィロ本部所在地。

「──彩。ホントにどこいっちゃったのよ」

　政せい治じ中ちゆう枢すうビルの屋上から、天使の少女ハーシェ・グランツは夜空を見上げる。彩の理り解かい者である彼女は、驚おどろくべき情じよう報ほうが流れ、勝手に動いた天使の一いつ派ぱが戦功をあげた後も頑かたくなに開戦を否ひ定ていした。

　しかし、いくら族長の娘むすめでも所しよ詮せんは女。相手にされるはずはなかった。

「女が政治に関かかわるな」

　と、兄の手で会議室から追い出された。

　セフィロの男たちは、彩はセフィロに亡ぼう命めいしようとしていたところを管理団だんに捕つかまり監かん禁きんされたのだ──と、都合の良い事実を展てん開かいする。決死隊を募つのって、東京の緒原邸ていから助け出さねばならないと。

　彩と直ちよく接せつに話をしてきたハーシェには、違ちがうとわかる。

　彩が東京から逃げてくるはずはないのだ。

　でも、では一体……。

　管理団にもセフィロにもいないとすれば、どこに行ってしまったのか。

　彩は希望だ。

　天使に明日をもたらす者であり、管理団市民の今日を支ささえる者である。

　いなくなって、あらためてハーシェはそのことを思い知る。

　神の怒いかり──『鉄てつ槌つい』によって一度は滅ほろぼされた世界。誰だれもが世界に不安を持ち、世界に拠より所を求めている。

「康貴君……どこで何やってるのよ……。早く彩を助けてあげてよ……」

　ハーシェは、未いまだに想いを寄よせる青年のことを思う。

　彼にはもうふられてしまっているが、でも、誰よりも頼たよりになる男──という評ひよう価かはいささかもかわっていない。

　むしろ、まわりの男が当てにならない今、評価は相対的に高まっている。
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「可か能のう性せいってパーセントで表すものじゃないですか一いつ般ぱん的てきに！　なんでなのにゼロはないなんて言えるんですか!?　じゃあ百もも川かわさんは、太陽が夜に昇のぼってくる可能性もあるとか言うんですか!?」

「ま、昼を夜って呼よぶようになりゃ、そうなるだろ」

「……嫌きらいです。百川さんなんてやっぱり大嫌い。最低。ロクデナシ。人殺し」

　イーアは耳まで赤くして頰ほおを膨ふくらませ、ぷいとそっぽを向いた。

　連れん邦ぽう都を出て以来、イーアは何かにつけ百川に突つっかかった。彼女を気き絶ぜつさせ、勝手に連邦都から連れ出したからである。可能性の話題は、大図書館がまだ残っているのかということについてだった。

　きっともう大図書館は破は壊かいされたのだといじけるイーアに、百川が、「まだ決まったわけじゃねぇだろ」、と言ったのがきっかけだった。

「ねえ、芹せり也やさん。百川さんなんて最低のロクデナシですよねえ。イーア、ああいう人だけは好きになれません」

「はは……。まあまあ」

　百川に敵てき対たい心しんをむき出す反動か、イーアは芹也にはよくなついた。

「言ってろ」

　百川は適てき当とうにイーアをあしらっている。

　それがまたイーアの癪しやくに障さわる理由でもあるのだが……。

　レオラシオの身についても百川は、『連中も騎き士しは殺さないさ』とレオラシオは生きていると断だん言げんした。イーアはそれを信じている様子だが、もしも仮かりに死んでいたら──百川は仇かたきのように恨うらまれるのだろう。芹也にはいたたまれず、イーアに笑え顔がおを向けられたからといって素す直なおには喜べなかった。

　ともかく。

　行く先で死し霊りようやガーゴイル退たい治じに関かかわりながら、百川たちはジブラルタル市に近いテグアドまで足を進めていた。

　村を恐きよう喝かつしていた強ごう盗とうどもを叩たたきのめした後、教えられた丘おかの上まで来た。

　丘の上には、半壊した石いし造づくりの民家が一いつ軒けんだけ建っている。

　八年前、暴ぼう漢かんの放った火によって家は燃もえ、住んでいた天使の少女と金きん髪ぱつの男はどこかに姿すがたを消した。そのことを村人たちはまだ覚えていた。噂うわさでは、天使の少女は暴漢に商品として連れていかれ、男は海に捨すてられた……らしい。天使の少女は、玩がん具ぐの翼つばさを背せ中なかにつけた緋ひ色いろ髪がみの可愛かわいらしい子だったという。

　少女は丘から降おりることがなかったので詳くわしく知る者はいなかったが、間ま違ちがいなく彩さいだと百川と芹也は思った。

　三人は、半ば天てん井じようの崩くずれた屋内に足を踏ふみいれた。

　沈ちん黙もくの中、光と影かげが交差している。

「しかし……。大神官府の痕こん跡せきを探さがす中で、まさか彩の過か去こにたどり着くとは」

　芹也がテグアドを目指したのは、そこに深しん層そう域いき機関があったと文ぶん献けんに記されていたからである。

「──そんなもんだろ。つながってるとすればよ」

「ヘスペリスか……」

　かつての神話の土地も、今では岩が転がるだけの丘きゆう陵りよう。名残なごりがあるとすれば、この家に来るまでの道のりで見た板岩の円えん群ぐんだが、誰にも神しん聖せい視しはされておらず、海から流れてきた風を受け虚むなしく立っているだけだった。

「そして、彩の家か──。金髪の男とは──天使だったのかな」

　村人は、その男は人間だったと言っていた。

「緒お原ばらは、そいつのことを最後の大天使って呼んだらしいぜ。彩が、その場面だけ思い出してたから」

「緒原か」芹也はふと笑って、「全部、あいつに聞けばよかったかな」

「いや」百川は瓦が礫れきをどけ、潰つぶれた家具を掘ほり出そうとした。「これは俺おれたちが俺たちの手でやらなくちゃ意味ねぇんだよ──。そういえば彩の育ての親って、『楽園記』とかいう本を書いたんだよな？」

「天使の魔ま道どう書しよ……か……。探しても言葉すら出てこなかったけど……そんなもの実じつ在ざいしているのかな……」

「その本に書かれていたんだよな……。龍りゆう王おうのこととか、彩のこととか。俺たち天使の使命とか……。──おい芹也、これ」

「どうした？」

　芹也は近ちか寄より、百川が拾い上げたものに横から眼めを向けた。瓦礫の中から百川が見つけたのは硝子ガラス板に挟はさまれた一いち枚まいの写真だった。そこには小さな頃ころの彩と、金髪で蒼そう眼がんの涼すずしげな印象の男が写うつる。男は、地味なシャツとズボン姿だった。

「……ベルティールさま」

　写真を見たイーアの口からこぼれた名を、百川も当てはめていた。

「似にているが、別人か──」

　と、芹也がつぶやく。

「かもな」

　耳元から顎あごにかけての鋭えい利りな顔の輪りん郭かくと皺しわのない引き締しまった顔、年ねん齢れいの推おし量はかれない外見はよく似ていた。同じといってよかった。ただ、写真の男には、ベルティールにはない暖あたたかさ──生活の匂においが感じられた。印象の問題でしかないが、別人だと考えるに値する重要な要よう素そでもあった。

　また、写真の男には天使特有の特とく徴ちようがなかった。瞳ひとみに内包する星の輝かがやきはなく、肌はだの色いろ艶つやも人間のものだ。

「彩を育てていたのが天使だとするなら、この男は親ではないのか──？　いや、人間のふりをしていたのか──」

　芹也は首をひねる。写真一枚では何も断だん定ていできない。

「こいつは──。緒原辰たつ弥やに銃じゆうで撃うたれて、この家ごと丸焼けにされて、もう殺されているんだよな？　天使か人間かは別としても」

　写真を芹也に渡わたし、百川はすっかり風化した石の壁かべに触ふれた。

「どうなんだろうな……瓦礫の下に遺い骸がいがあればわかるが──」

「海に捨てられたとか──村の奴やつは言ってたな」

「──それだと、もうわからないか。村に戻もどって、この写真の男が『金髪の男』なのか確たしかめてみるか」

　空間には、砂すな時ど計けいの砂に似て、さらさらと光がこぼれていた。

　足元には光のみずたまりが生れている。

　海が近いからだろうか。

　妙みように眩まぶしく、妙に熱を帯びていて。

　芹也は、誘さそわれるように空を見上げた。

　息を吞のむ。

　空は、暗くら闇やみだった。
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　突とつ然ぜん、眼に見えていたものすべてが消えた。あたりは一面の闇に包まれ、残るのは手に持っていた写真だけとなった。暗闇の中でも、どうしてか写真を見ることはできた。百川とイーアの姿すがたを見ることも芹也にはできた。

　だから、闇ではなく──。純じゆん粋すいに何もないだけなのだろうか。

　いやしかし、光こう源げんがなければものは見えないはずなのに……。

「芹也さん……。あの……イーアたち……。ここって──」

「一体……。これは一体何なんだ！　罠わなか!?　罠にはまったのか!?」

「罠じゃないさ。とうとう来たのさ」

　深海のような領りよう域いきに閉とじこめられてしまったというのに、動どう揺ようする芹也とイーアを尻しり目めに百川は冷静だった。

「いるか、イルミナ？　いるなら出てこいよ」

　百川は闇に呼よびかける。

「イルミナって──。イルミナ・ルクシエールか？　百川、おまえ──」

「……ダメか」

　百川は息をついて、

「行こうぜ。俺についてきてくれよ」

「どこにだ？」

「ん。そうだな──。ジルのところ──だな」

　夜空の外観と砂すな浜はまの印象を持つ世界。百川は記き憶おくを辿たどりながら歩いた。ここに来るまで正せい義ぎの味方ゴッコで多くの死し霊りようを斬きったせいか、体は軽い。大地を強く蹴ければ、昔のように空も飛べそうだった。夜も眠ねむれないほど背せ中なかの筋すじが軋きしみ、油断すれば嘔おう吐としそうなほど内ない臓ぞうが重く、食しよく欲よくもまったくないというのに。

　自分の体ながら、あまりの矛む盾じゆんっぷりにふと思っては笑ってしまう。

「はははっ……。くだらねぇ話だな」

　その度たびに芹也からは、

「どうした、百川」

　と聞かれるが、まあ、答えるべき問題ではないだろう。

「なんでもねぇ。いよいよだなって、さ」

　実じつ際さい、体は動いているのだ。今は、その事実があれば十分だった。

　……だけど剣つるぎよ。

　……俺は、テメェにも負けねぇ。

　……麻ま薬やくみたいに溺おぼれるくらいなら、テメェと心中してやる。いいか、それだけは忘わすれるんじゃねぇぞ。

　剣が敵てきを殺す度、異い様ような力を与あたえているのだと百川は気づいていた。

　だから、剣に警けい告こくする。

　それは自分への戒いましめでもあった。

「ジルか──。あの子の近くには、ミラン・ベルティールもいるのか──」

　芹也がつぶやく。

「これで決着がつくのかもな」

「決着って──！　どうするんですかベルティールさまを！」

　イーアが声を上げる。

「……イーア」芹也は、イーアを諫いさめるように軽く背中に触れた。「恐おそらく、世界に魔ま物ものを解とき放ったのはあの男だ。あの男はジルという精せい霊れいの女の子を苦しめ、道具として利用して、『世界戦争』──何かを起こそうとしている。今、この世界で起こっている悪事はあいつが中ちゆう核かくなんだ。止めなきゃいけないんだよ」

「恐らく……とか……。何か……とか……。なんですか、それ……。全部、推すい測そくじゃないですか……」

「君が住んでいた天使の園そのだって、君が出て行った後、あの男に攻せめられて本当に多くの天使が殺されたんだぞ」

「……でも、ベルティールさまはイーアを助けてくれたんです……」

　うつむくイーア。

「イーア」

　芹也は困こまって息をついた。

「イーア」百川が言う。「敵対するなら、俺はおまえも斬きるぜ」

　凄すごんではいない。だからこそ真実味があり、イーアは怯おびえて肩かたを震ふるわせた。

「──貴方あなたのような人がいるから。……世の中がよくならないんです」

　イーアにはイーアなりの価か値ち観がある。過か去こ、彼女は争いを選ばず、かわりに自分が人間の奴ど隷れいとなることで仲間たちに平和を与えようとした。百川は、彼女の自じ己こ犠ぎ牲せい的な正義を否ひ定ていしようとは思わない。

「だろうな」

　それに、それは自分でも認みとめる部分ではあった。

　だからといって歩みを止める気はない。戦わねば、どうなっていたのか。

　少なくとも、自分が犠牲になることで全体が調和するのならば『よい』などと、百川は死んでも考えない。

「だけど俺は、世の中とか世界とか、国とか社会とか、そんなもんは知ったこっちゃねぇんだよ。どうにでもなっちまえ。だけどなあ──俺は、俺が助けるべき奴やつらだけは死んでも助けるぜ。おまえらみたいな良りよう識しき派はが、全員、敵に回ってもな。イーア、テメェも俺と戦うなら覚かく悟ごしとけよ」

「百川。覚悟って、イーアにおまえと戦う気はないんだよ。わかるだろ」

「はいはい」

　百川は肩をすくめ、言い争いを終えた。

　背中には、イーアの非ひ難なんする視し線せんが突つき刺ささっている。

　百川は歩を進めた。

　そうして、龍りゆう王おうの胎たい内ないを越こえ──

　聞こえてくる。

　……う……うぅ……あく…………あう…………うあぁ……。

　嗚お咽えつとも悦えつ楽らくの声ともつかない、ジルの微かすかな声。そのうめきから彼女の状じよう態たいを想そう像ぞうすることは難むずかしかったが、抵てい抗こうしようとしているのはわかる。自己を捨すて、すべてに身を委ゆだねた時に出る声ではなかった。

「──待たせたな、ジル」

　百川は意識を研とぎ澄すませ、どこからか聞こえるその声の方向を探さがす。

　海流のような、ちらちらとした光の流れを見つけた。その流れを辿たどっていくと、青く揺ゆらめいた空間に集束していくのがわかる。

「あそこか」

　正面、右みぎ斜ななめ四五度上方だった。

　距きよ離りは目測で一〇メートルほど離はなれているだろうか。

　──フフフフフ……。

　──ンフフフ……。フフフフフフフフフフ……。

　ベルティールの押おし殺した笑い声が耳に届とどく。間ま違ちがいはなさそうだ。

　百川は揺らめきに対して正面を向き、肩の力を抜ぬき、両手で軽く剣の柄つかを握にぎる。背せ中なかの痛いたみを堪こらえつつ、ゆっくり息を吸すい、吐はいた。

「さてと。──反はん撃げき開始だ」




　　　　３




　両手で握にぎったまま、剣つるぎを肩の脇わきに寄よせる。切っ先を標的にあわせ、百川はうしろ足から跳とんだ。眼めは逸そらさない。

　青い揺らめきに剣を突きこんだ。抵てい抗こうがかかり、赤黒い刃やいばが途と中ちゆうで止まる。力のすべてで押しこむ。揺らめきが波となってざわめく。波打つ水は牙きばに似にていた。侵しん入にゆうを阻そ止しするため百川に喰くらいかかる。突き刺さる水に痛みはない。

　かわりに水が与あたえるのは迷まよいだった。

　ためらい・戸と惑まどい・後こう悔かい・不安・哀かなしみ、すべての決めきれない感かん情じようを増ぞう長ちようさせるように心をえぐってくる。その広がりは勇気と意気を弱め、侵入者を何もできなくさせるのに十分な力を持つ。押し潰つぶされればやめてくれと叫さけび、百川は耳を塞ふさぎ、心から逃にげるためにその場にうずくまるのだろう。

　ジルを取り囲んだこの水が何なのかを百川はしらない。水は、ジルから心の壁かべを取り払はらい、裸はだかにした精せい神しんに、殺された人々の無念を吸きゆう収しゆうさせようとしている。

　百川は怒ど号ごうを放った。

　剣を押しこむ。

　迷いを煽あおるような水の冷たさが散った。人々の無念が、おぞましい形相となって百川に襲おそいかかる。百川は水の圧あつ力りよくの中で剣を振ふり上げた。そうして、怨おん念ねんの群むれとも呼よぶべき形相の数々を一刀両りよう断だんに斬きり伏ふせた。

　見えた。黒い翼つばさに黒くろ髪かみの少女が、涙なみだを流しながら必死に目を閉とじ、心のすべてを奪うばい取られることに耐たえている。

「ジル───────────!!　眼を開け！　俺おれを見ろ！」

　百川は叫んだ。

　その声に少女は反はん応のうを返した。

　わずかに眼が開かれる。

「俺を呼んだろ？　ちゃんと来てやったぜ」

「あ……」

　そしてジルは、大きく眼を開いた。間近には、力強く輝かがやいた憧あこがれの青年の研ぎ澄まされた双そう眸ぼうがあった。

「百川くん……」

「よう」

　百川がジルの背中に片かた腕うでを回し、正面からしっかりと抱だいた。

　上を見れば、白く揺らめいた水面があった。

「出るぜ、しっかりつかまってな」

「うん……！」

　ジルは言われた通り、百川に抱きついた。

　苦しみ歪ゆがんでいた顔に希望が生まれ、もう笑え顔がおが戻もどる。

　水が百川の意い志しに従したがう。

　勢いきおいをつけ、一気に水面へと噴ふき出す。

　迸ほとばしった大量の飛沫しぶきがベルティールのいた『星の間』に降ふり注いだ。

　流れる水の中、百川が床ゆかに着地する。

「──これは」

　ベルティールには、何が起きたのか理り解かいすることができない。

「ミラン……」

「おまえはここにいな。動くなよ、ジル」

　百川はジルを脇に置いた。

　そうして、

「よう」

　剣を肩かたに担かつぎ、ベルティールに向き直った。

「君か──。何をしてくれたのかな？」

「何をしたのか、じゃねぇよ。これからするのさ。──テメェを殺してやる」

「フフフフ………。ハハハハハハハハハハハッ！　そうか！　やはり君か！　別に私はこの出来事に驚おどろきはしませんよ！　君は選ばれた者、それは厳げん然ぜんとした事実！　であれば私の前に来ることもまた必ひつ定じよう！──いいでしょう。準じゆん備びが整った今、君を殺すことで私は世界への宣せん戦せん布ふ告こくを行おう」

「うおらあああぁぁぁッ！」

　百川が斬りかかる。それをベルティールは光こう沢たくを帯びた黒い杖つえで防ふせいだ。

　視し線せんが間近に迫せまり、ベルティールが狂きよう気きの笑みを浮うかべた。

「君とはこれで三度目の戦いですね。一度目は天使の園その、二度目はロアン──偶ぐう然ぜんとは数すう奇きなものです」

「──偶然じゃねぇだろ」

「そうかも知れませんね。すべては──」

　ベルティールが〈破は滅めつの剣つるぎ〉を弾はじいた。弾いた勢いで杖の向きをかえ、槍やりのように鋭するどい杖つえ尻じりで百川の胸むねを突つく。

「俺たちの意志、さ」

　突かれた杖の勢いを肘ひじで逸そらし、百川は言った。

「──何もかも、俺たちが自分で決めて、今、こうしているのさ。神とか何とか、他ほかのもんのせいにするんじゃねぇぞ。逃にげるな」

「逃げる、この私が？」

「ああ。俺からもな──逃げるんじゃねぇぞ。ここで決めようぜ」

「この私を殺せると思っているのですか、君は」

「殺してやるさ」

　ベルティールが飛び退のいて距離を取った。

　お互たがいに、武ぶ器きを構かまえ直す。

　プールから溢あふれた水の高さは、足首にまで来ていた。まだ水は溢れている。

　水飛沫に全身を濡ぬらしながら百川は攻こう撃げきを仕し掛かけた。水を突き破やぶる時にエネルギーを使い果たしていたのか、剣から流れてくる力がいきなり枯こ渇かつする。五度も打撃を重ねない内から左腕に痛いたみが走り、その痛みは背せ中なかから腰こしに伝わる。それでもなんとか七度目の打撃を重ねたが、ここでバランスが崩くずれた。

　百川は壁かべにふき飛ばされ、強きよう烈れつに背中を打ちつけた。

「クッ──！」

　息がもれる。

　一いつ瞬しゆん、目の前の景色がスパークした。前のめりに崩れ落ちかける。

「もうおわりですか──!?」

　そこにベルティールの杖がうなってきた。頭上から、宝ほう石せきのついた杖先で百川の頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さいにかかる。

　百川は、脇わきに転がってかろうじて攻撃を避よけた。

　壁にぶつかった杖が乾かわいた音を立てる。次の瞬間には身を返したベルティールが杖を突き下ろして百川の喉のどを狙ねらう。これも百川は水の中を転がって躱かわした。呆ぼう然ぜんと成り行きを見つめるジルの瞳ひとみがたまたま視野に入った。テメェは逃げろと言いたいが、今、戦っている空間にはドアらしきものがない。円形の密室だった。百川が勝たなければ、ジルは再ふたたび捕つかまるしかないのだろう。

「死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね！」

　狂気の叫さけびと共に突き下ろされる杖をひたすら転がって躱しながら、百川は反撃の機会を窺うかがう。

　……そろそろ、あれを使うしかねぇかな。

　と思う。

　あれとは、中なか嶋じま信しの武ぶに捕まり、倉庫に拘こう束そくされていた時、たった一度だけ発動に成功した天あま照てらすの発動力──神格覚醒デイバインブレイクだ。

　体が壊こわれはじめた頃ころから、百川はその力について考えていた。神格覚醒デイバインブレイクとは、天てん使し脈みやく動どうの振しん幅ぷくをどこまでも高めることのできる技わざだ。

　発動に失敗すれば、天使脈動の振幅はゼロになって術じゆつ者しやは完全に力を失う。

　発動自体も難むずかしければそれを制せい御ぎよすることは尚なお困こん難なんという、天照のみが使いこなした最強の力だった。

　ゼロか、無む限げん大だいか。

　見方をかえれば、ゼロからでも発動できるのではないのか。

　そう百川は考えていた。

　試ためしたことはない。

　正せい確かくには、試せるだけの状じよう態たいがなかった。

　神格覚醒デイバインブレイクを短期間だが成し遂とげた時の自分は、怒いかりで我われを忘わすれていた。怒りによってすべてをぶち壊そうとしたが成し得ず、その脱だつ力りよくと絶ぜつ望ぼうの中に天照は現あらわれ、終わりかけていた百川に力を貸かしてくれた。

　今、百川には、あの時のような──鬼き神しんにも成れるようなほどの怒りがない。

　彩と出会い、旅をしてきた中で、賢かしこくなりすぎたのだろう。

　迷まよいはないと芹也に嘯うそぶいたところで、本当は迷っている。

　その迷いを強ごう引いんに払はらい、戦っているのだ。だから、あの時のように、狂きよう乱らんすることがどうしてもできない。

　では、どうすればいいのか。

　ひたすら先生に──天照に甘あまえて願えばいいのか。

　それではダメだと、はっきりとわかる。

　先生は……百川の知る彼女は、そんな甘えた弟で子しを決して許ゆるさないだろう。

　……では、どうすればいい。

　……今の俺の力は何だ。

　この生死の境きよう界かい線せんに立っても、まだその答えは見つからない。

　百川は剣を握にぎり直す。

　今は、〈破は滅めつの剣つるぎ〉に頼たよるしかなかった。

　……頼る？　違ちがうだろ。

　百川は水の中で、あえて剣を手放す。

　──見み極きわめよ。

　声が聞こえた。突つき下ろされた黒い杖つえを、百川は今度は避けなかった。最後まで眼を開いて杖の軌き道どうを見極め、両手で挟はさむようにして止めた。

「武ぶ器きっていうのは使うもんさ──。頼るもんじゃないぜ。だろ？」

「面おも白しろいことをする」ベルティールの口元が歪ゆがんだ。「君の言っている意味はわかりませんが、ここで死になさい」

　体重をかけ、杖を押おす。あと五センチも進めば、そこに百川の喉がある。

　百川は雄お叫たけびを上げ、杖を脇に押しやった。剣を手に取って立ち上がる。休むことなく前足を踏ふみ出して上じよう段だんに斬きりこんだ。

　余よ裕ゆうの態度でそれを受け流そうとするベルティール。

　しかし、剣けん打だを受けた瞬間、予想より重い攻こう撃げきにベルティールの顔がかわる。受け流そうとすればそのまま頭を割わられる勢いきおいだった。杖の左右を手で握ることで、ベルティールは剣打を垂すい直ちよくに受けた。

「──おい」剣を押しこみながら、百川は言った。「彩はどうした？」

「彩？　それは私ではなく、貴方あなたの知りあいに聞くのですね。彼女が──リディアがどこかに保ほ護ごしたのでしょう」

「違うな」

　百川はうしろに下がって、剣を正せい眼がんに構かまえる。濡ぬれた前まえ髪がみを搔かき上げた。

「どういう意味です？」

「なあ、なんでおまえは──。彩に手を出そうとしない？」

「前に言ったでしょう。私は彼女に興きよう味みがあるのですよ。この世界の中で、白き翼つばさの天使が持つ役やく割わりに」

「それだけか？」

「どういう意味です？」

　ベルティールは攻撃の手を休め、繰くり返してたずねた。

　百川はストレートに言った。

「彩を育ててきたのは、あんたなんだろう？」

「何を言い出すのか」ベルティールは呆あきれた声で、「根こん拠きよを聞きましょうか」

「見たんだよ、俺は。テメェが言ったヘスペリスって場所で、テメェと彩が写っている一枚まいの写真をな」

「私と──彼女が──？　意味がわかりませんね」

「記き憶おくにないってか？」

「記憶ではなく、経けい験けんがないのでしょう。何な故ぜ私が彼女と──」

「じゃあテメェは、どうして彩がヘスペリスで育ったと知っているんだ？」

　ベルティールはしばらくの間を置き、

「貴方に答える必要はありませんね」

　と、杖を頭上に掲かかげた。

　……やる気かよ。

　百川にはわかる。強力な一打を繰り出そうとする予よ備び動作だ。

　百川は腰こしの位置を落とした。

「俺も最初は似にているだけで別人だと思ったがよ。テメェが彩の最初の育ての親だとすればしっくり来るんだよ。テメェがどうして彩を使わないのか。テメェがどうしてイルミナを探さがそうとしているのか──な」

　言葉に真とする意味はない。百川は憶おく測そくと断だん片ぺんを並ならべたに過すぎない。そうすることでベルティールの内面を探さぐろうとした。

「何を聞いたのか知りませんが、すべて誤ご解かいですね。……ああ、そうか。君はイルミナに導みちびかれてここに来たのですね」

「そうさ。──テメェを殺してくれと、頼たのまれてな」

「──戯たわ言ごとを言うのはやめなさい。彼女は、私に助けを求めているのです」

　ベルティールの声こえ質しつが、急に鋭するどさを帯びた。

「ならどうして、俺はここに来たんだろうな」

「君は騙だまされているのですよ」

「誰だれにだよ」

「フフフ……。『その何か』──ですよ。世界そのものとも呼よぶべき、世界の夢ゆめを苛さいなんでいる悪あしき根こん源げんです」

「そのためにジルを利用したってか？」

「利用？　ハハハハハハハハッ！　利用などという言葉は、この愚おろかな下げ衆すにはもったいないでしょう！　私は使用するのですよ、精せい霊れいなどその程てい度どのものです！　この下衆は私に愛されているなどと誤解し、いい気になっていたようですがね！　まったく、これほど笑えることはありませんでしたよ！」

「……ミラン」

　壁かべにもたれてしゃがみこんだまま、ジルが哀かなしげにつぶやいた。

「テメェ──」

　怒いかりに目を血走らせ、百川は歯は軋ぎしりする。

「待っていなさい、ジル。この男を殺したら、また貴女あなたを元の場所に返し、今度こそ私が貴女を使い捨すててあげましょう」

「テメェに俺が殺せるかよ──」

「それは私の科白せりふですよ。フフフ……。貴方にこの私が殺せますか？」

「テメェはともかく──。イルミナを目覚めさせれば、何もかも終わるんだろ？」

「目覚めさせる？　やはり貴方は騙されているのですね」

「言いたいことがあるならはっきり言え」

「貴方は、白き翼つばさの天使──緒原彩を守りたいのでしょう？　フフフ……。なのに彼女を目覚めさせるとは本末転てん倒とうではありませんか。それは守ることではなく、白き翼の天使を完全に消しよう滅めつさせることにつながるというのに」

「──何？」

　相手の言っていることが理解できず、百川は眉まゆをひそめた。

　ベルティールは百川の憤いきどおりに興味を示しめしたのか、頭上に掲げていた杖つえを、一いつ旦たん、床ゆかと垂すい直ちよくに持ち直した。

「これは、君を認みとめるからこそ伝えるのですよ。いいですか。これは私の推すい測そくですが、緒原彩は世界の生んだ『夢』なのですよ。彼女は恐おそらくは、理想。真っ白な翼で大空を舞まいたいという彼女が生んだたったひとつの夢の形。夢とは、見ている者が目覚めれば消えるのが必定でしょう？　そういうことです」

「夢──？　必定──？　もっとわかりやすく言え」

「イルミナが目覚めれば、緒原彩はこの世界から消滅する──ということですよ。だから貴方が成すべきことは彼女を目覚めさせることではなく、彼女が目覚めることのないように守ることです」

「……戯言かよ」

　わけがわからなかった。

　眉を吊つり上げたまま表ひよう情じようをかえない百川に、ベルティールは言った。

「考えてみれば、そうですね。私は白き翼の天使に手を出すつもりはない。君が私の邪じや魔まをしなければ、君は帰しましょう。君は元の場所に戻もどり、白き翼の天使とこの世界で生きていけばいい」

「そうして俺は──テメェが世界をぶっ壊こわすのを、みすみす見み逃のがすってか」

「ハハハハハッ！　いつから君は正せい義ぎの味方になったのですか？　天使の中でも比ひ類るいなく凶きよう悪あくに人間を殺してきた君が！」

「いつからか、なんとなく、さ」

「どうせならこの機に、私が放った魔ま物ものと共に殺さつ戮りくで遊んだらどうです？」

「俺は天使だぜ。魔物と仲間になれるかよ」

「君は騙されているのですよ。目を覚ましなさい」

　噴ふき出す水の勢いきおいは最初より弱まっていた。脛すねの半分までを水に浸ひたしながら百川はベルティールを見み据すえる。金きん髪ぱつの下に冷れい酷こくな蒼あおい双そう眸ぼうを湛たたえた男は、相変わらず悠ゆう然ぜんとした物もの腰ごしで見下ろすような顔をしている。

　気に入らなかった。騙されているとか、いないとかではない。

　正しいとか、間ま違ちがっている、とかでもない。

　結局は自分の都合で動いているだけのくせに、さもわかったふりをする大人の態たい度どが百川は気に入らない。

　俺が間違っているとしても。奴やつが正しいわけじゃねぇ。

　奴が何をした？

　賢けん者じやの顔をする悪あく党とうがいたら、そいつのしたことを思い出してみればいい。

　上うわ辺べの正せい論ろんなど聞く必要はない。

　そいつのしてきたことが答えだ。

「──テメェになあ……俺のことを決められる筋すじ合あいはねぇんだよ!!」

「愚おろかな。緒原彩を自ら殺す気ですか、君は」

「知るかよ──。でもなあ、わかってることもあるんだよ──。それは、テメェが巨きよ悪あくの根こん源げんとして相応ふさわしいことを、今、やっているってことさ。テメェを殺すのに、それ以上の理由がいるか？　なあ」

「なるほど。君がどうしようもない悪党だということはわかりました」

「ああ。テメェと同じようにな」

「ハハハハハハッ！　言ってくれますね！　私はこうみえても、人間社会のリーダー的存そん在ざいの一人ですが？」

「だからくだらねぇっつってんだよ！　人間はよ！」

「では、天使たちが作ったセフィロこそがこの世界の理想郷きようだと？　氏族同士がいがみあいながらも目の前の管理団だんと戦うため、かろうじて崩ほう壊かいせず、綱つな渡わたりのように運うん営えいされているあの組そ織しきが？」

「おい。人の話を聞いてねぇのかよ、テメェは。戯たわ言ごとはいいんだよ」

「君は、頭の良いタイプではなさそうですね」

「──来いよ」

「いいでしょう」

　一いつ瞬しゆん、ベルティールの体が三つにぶれたのは、奴が分身したからではなく、単に眩暈めまいが起きたからだ。圧あつ力りよくと圧力のせめぎあう均きん衡こうはまだ崩くずれていない。百川は切っ先を下げて相手の出方を窺うかがう。弱気になったわけではないが、跳とびこむには、やや足腰のバネが現げん状じようでは不足していた。

「フゥ──」

　百川は荒あらくなりがちな呼こ吸きゆうを整え、残る力を弓のように引き絞しぼった。

　ベルティールは、杖つえの中央部を軽く握にぎっている。柄えを伸のばし、槍やりのように突ついてきてくれれば懐ふところに潜もぐりこむ余よ地ちもあるが、どうやらそうする気はないらしい。ゆっくりと、杖は回転していく。

　どこの方向にも対たい応おうできる円の動きだった。

　と、円が縦たてに動いた。

　胸むねを薄うすく裂さかれ、百川は飛び退のいた。円ではない。杖の動きは球だった。

　ベルティールは遠心力も利用して連続攻こう撃げきを繰くり出す。その鋭するどい攻撃に百川は防ぼう戦せん一方となった。かろうじて致ち命めい傷しようを避さけるが、みるみる全身に傷きずが生まれ、しかも水に濡ぬれているせいで血の流れが速い。そしてとうとう右の肩かたに深い一撃を受け、足がもつれたところを壁かべ際ぎわに追いつめられた。

「とどめです」

「百川くん！」

「動くなジル──！」

　百川はじっと、ベルティールの掲かかげ上げた杖つえ尻じりが自分に向くのを見ていた。

　狙ねらいは心しん臓ぞう。

　次の一撃で仕し留とめる気なのだ。

　杖が突き放たれる。その直線の軌き道どうを百川は待っていた。限げん界かいまで引き絞っていた力を腰から足首に伝え、百川は一足に跳んだ。鋭く尖とがった杖尻が頰ほおを裂いた。かわりに百川は男の胸を剣つるぎで突いた。

　右。

　急所には外れたが、しかし、手て応ごたえは確かく実じつだった。

「うおおおおぉぉぉぉお！」

　百川は剣を押おした。

　ベルティールの体を突き破やぶった剣けん先さきが、背せ中なかから伸びる。

「グッ──」

　ベルティールの顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

「……終わりだな」

　百川は剣を抜ぬいた。優ゆう雅がに着こんだ真っ白な神官衣い装しようから血を迸ほとばしらせ、ベルティールは足元をふらつかせた。

「ミラン！」

　空間にジルの悲鳴が響ひびいた。

「バ、バカな……。私の幻げん影えい体たいが破られただと……」

　膝ひざを折り、ベルティールは壁にもたれかかる。

　人間では、もう助かる傷ではない。

　その眼がん前ぜんに百川は立つ。ベルティールを刺さしたことで百川には力が戻もどった。

「──この剣は、特とく製せいなのさ」
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　ベルティールはいざという時には、今までのように幻影となって逃にげる算さん段だんをつけていたのだろう。だから余よ裕ゆうがあった。

　しかし、〈破は滅めつの剣〉は、それを許ゆるさなかったのだ。

「ミラン！　ミラン！　しっかりしてミラン！　ミラン死んじゃやだぁ！　ミランしっかりしてぇ！」

「ジル……。おまえ……」

　前のめりに崩くずれ、水の中に沈しずもうとしたベルティールの上半身を抱だきかかえ、ジルは必死に涙なみだ声ごえで訴うつたえる。その男が今まで自分を苦しめ、これからも苦しめると公言していた男だとわかっているのだろうか……。

　ジルは理り屈くつではないところで、男の身を案じているのだろう。

　そういう子なのだ。

　ベルティールの体から流れた血が水の渦うずに広がる。

　ここでようやく、揺ゆらめく水面を越こえた芹也とイーアがプールから姿すがたを見せた。

　芹也は、ジルの泣き声の中、血にまみれたベルティールの姿を見た。

「百川──」

「ああ。ケリはついた」

「そうか」

　称しよう賛さんすべきなのに、芹也は沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずいた。

「ケホッ……。ケホッ……。ケホッ……」

「──イーア、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　芹也はイーアの背中をさすった。イーアは水を飲んだようで酷ひどく咽むせている。

　心配しつつ芹也は不安を覚える。イーアがベルティールの死を知ったら、この子は百川を責せめるだろう。

　だが、では百川はどうすればよかったのか。

　芹也にはわからない。イーアは……百川の背中を見て……彼が決して狂きよう気きや怒いかりだけでベルティールを倒たおしたわけではないことを──理り解かいしてくれるだろうか。

　と、その時だった。

　突とつ如じよ、白い光に包まれていた空間が暗転した。芹也はまた、夜空とも砂すな浜はまともつかない謎なぞの空間に放ほうりこまれたのかと思ったが、今回は百川やベルティール──天使や人間の姿が闇やみに隔かく絶ぜつされた。足元には冷たい水が流れつづけている。水みず飛沫しぶきの音とジルの泣き声もかわらずにあった。

　そこに逆ぎやくＵ字型の光が射さしこみ、芹也は眼めを向けた。

　壁の一部が透すけて外の広間を映うつしていた。最初にシルエットを描えがき、ボディスーツを着た灰はい色いろ肌はだの男が空間に入ってくる。

　へスフィア・ハーマイン。

　赤い眼をしたその男が告げた名を、芹也は覚えていた。

「とりあえず、外に出ろ。戦いが終わったなら、いつまでも水すい没ぼつしかけた空間にいる必要はないだろう」

「ヘズ──。貴き様さま──」

　水の中でジルに上半身を抱きかかえられたベルティールが、口から血をこぼしながら睨にらみつける。

「お疲つかれ様でした、マスター。ここまでよくやってくれた」

「……この私を……裏うら切ぎる気か……」

「残念ながら貴方あなたは甘あますぎた。だから負けたのです。俺おれは、すでに次の〈同どう盟めい者しや〉を見つけている。仕上げは彼と行うことにします」

「まさか……。貴様……」

「当然でしょう？　この世界で最も強い力を持つのは、彼女です」

「よお。その彼女っていうのは彩のことだよな。〈同盟者〉っていうのは中嶋──〈天使殺し〉の野や郎ろうだな」

　彫ちよう刻こくのように彫ほりの深いハーマインの顔を睨みながら、百川は濡ぬれて頰ほおにまでかかっていた銀色の前まえ髪がみを片かた手てで押し上げた。

　もう一方の手に持つ〈破滅の剣つるぎ〉の切っ先は、まだ足元にある。

「面おも白しろいな」ハーマインは腰こしに手を当て、短く認みとめた。「君は過か去こが見えるのか？」

「──彩はどこだ？」

「この外にいる。隠かくしてはいない」

「…………」

　相手の言葉を鵜う吞のみにする気はなかった。百川は、ハーマインの乾かわいた唇くちびるからギザギザの歯が覗のぞくのを見た。唇の端はしは、尖とがった耳に近づいている。

「ベルティールさま！」

　水を跳はね上げ、イーアがベルティールの元に駆かけ寄よる。

　ベルティールは二人の少女──ジルとイーアに左右から支ささえられ、壁かべに背せを預あずけつつ立ち上がった。

「……なるほど……。やはり……中嶋は死んでいたというわけか……」

「ええ。貴方と同じようにね、内ない務む総そう監かん殿どの」

「どういう……こと……だ……」

「話は外で行う」

　背を返し、ハーマインは先さき程ほど現あらわれた光の向こうに消えた。

　二人の少女を伴ともない、ベルティールがつづく。

「百川、俺たちも出よう」

「そうだな……」

　星夜の空間は水みず嵩かさを増ましていく。百川は、最後に光のゲートをくぐった。




　外は、広大な円形の広間だった。天てん井じようはどこまでも高く、磨みがいた大理石のように艶つややかな床ゆかは継つぎ目めなく彼方かなたの壁かべ際ぎわまでつづいていた。ここは──『庭園』の内部なのだろうと芹也は推すい測そくを立てた。

　気温は、暑くもなく、寒くもなく、何の刺し激げきも肌に与あたえてこない。

　未いまだ夢ゆめの領りよう域いきにいるような印象だった。芹也は、光景がぐにゃりと湾わん曲きよくするような五感の混こん乱らんを覚えた。

　広間では、三人が百川たちのことを待っていた。

　一人は、岩のような巨きよ軀くを野戦着に包み、朱しゆ色いろのサングラスで視し線せんを隠かくし、悠ゆう然ぜんと煙草たばこを吸すう男──中嶋信武だ。

「そんな」中嶋を見た芹也がよろめく。「どうしておまえが生きている──！」

「久ひさしぶりだな、三み輪わ芹也君」

　煙草を足元に捨すて、中嶋はブーツで踏ふんだ。

「──そして、〈捨て去りし者〉」

「ああ……。まさか本当に生きていたとはな……、驚おどろいたぜ」

　もう一人は変化を見せない。芹也と百川が銀色の柱から出てきても中嶋の隣となりでカカシのように突つっ立っていた。

　香港ホンコンで別れ、今は東京にいるはずの──知った顔だった。様子が変なのは、濁にごった水のように平へい坦たんで光のない瞳ひとみを見ればわかる。

　あとの一人は、その三つ編あみのカカシが胸むねに抱だきかかえていた。ぐったりしているところを見ても意い識しきがないのだろう。死んではいない様子だ。白肌には艶があるし、百川の声に反はん応のうしたのか、純じゆん白ぱくの羽根がピクリと動いた。

「俺も、すべてを知っているわけではない。これは、手に入れた断だん片ぺん的てきな情じよう報ほうをつなぎあわせた推測だ」

　と、ハーマインが話をはじめた。

「はじまりは、緒原辰弥がこの男を殺したことだろう」

　ハーマインの赤い眼めは、床に膝ひざをついた瀕ひん死しのベルティールにあった。

「誰だれにそそのかされたのかはともかく、緒原辰弥は、この荒こう廃はいした世界を再さい活かつ性せいする手しゆ段だんがあることを知り、世界の片かた隅すみで静かに暮らしていたこの男──正せい確かくには、彼女が生み出したこの男の元をたずねた」

「──具体的に名を言ってくれないか」

　芹也がそういうと、ハーマインはもったいぶることなく、男はベルティール、彼女はイルミナだと答えた。

「世界の片隅とは、ヘスペリス──ジブラルタル近きん郊こうの村なんだろ？　ベルティールはそこで暮らしていたというのか？」

「そうだ」

「噓うそをつけ──。この男は、『鉄てつ槌つい』直後から中央ヨーロッパにいて、共同体国家の建けん設せつを行ってきたはずだ」

　芹也は、自分が抱いだいていた疑ぎ問もんをハーマインにぶつけた。

　通っていた、とでも言うつもりなのか。

「俺は、彼女が生み出したこの男、と言ったが？　今のこの世界は、イルミナ・ルクシエールの意識によってコーティングされている。彼女は、この男と二人で静かに暮らす自分を生み出していた」

「緒原辰弥が殺したのは、この男であってこの男ではないということか？」

「そうだ」ハーマインはうなずき、「緒原彩に力があるのは、まさに彼女がイルミナの空うつ蟬せみであるからだろう。そして、同じ世界に存そん在ざいするもう一人の自分が殺されたことで男の精神は病やんだ。殺されたのはイルミナの中にいた彼だが、彼にとってはあるいは、自身よりも大切な自身だったに違ちがいない。夢の部分を切り取られて、平静でいられる者はいないということだな」

　芹也は黙だまって話を聞く。

　理り解かいできない部分は多いが、最後まで聞く価か値ちはあるだろう。

　百川も中嶋も、動く様子はなかった。

「さらに、男は緒原彩の存在を知った。葛かつ藤とうしたことだろう。何な故ぜ彼女は自分のところに来なかったのか。一体、彼女に何があったのか」

「ミラン……。ミラン……死んじゃだめだよ？　ミラン──」

　ジルの悲ひ壮そうな声が、右から左に流れていく。イーアも不安げな顔で、ベルティールの容よう体だいを看みている。

「この男は狂きよう気きにとり憑つかれ、妄もう想そうの中で架か空くうの敵てきを作った。そして、妄想の敵に襲おそわれた挙句、自らの頭に銃じゆうを撃うち──果てた」

「待て……。どういうつながりだ？　それに果てたって──」

「さあな。俺は、その時に、この男と同どう盟めいを結んだ。この男は敵に囚とらわれた愛いとしき姫ひめを助けるため、霊れい子しの領りよう域いきへの探たん究きゆうをはじめた」

「──おまえは何がしたい」

「イルミナは神ではないだろうが、彼女への扉とびらを開き、彼女に干かん渉しようすることが可か能のうとなれば俺の望みも叶かなえることができる」

「だから──その望みとは何だ！」

「芹也君。いや、天使。──君には俺がどう見える？」

「……悪お寒かんの対象だ。正直、おまえが近くにいるとピリピリと神しん経けいが痛いたむよ」

「俺もだ」ハーマインが邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。「つまり、そういうことだ」

　……どういうことだ。

　芹也にはわからない。

「いくらイルミナがこの世界の現げん状じように大きく関かかわっているとしても、まさか君たちそのものすべてを創造することはできまい。それは彼女が、たった二人──自分自身を除のぞけば一人しか生み出すことのできなかった事実から見ても明らかだ。想像力は無む限げん大だいだというが創造力は無限大ではなかった、ということだろうな。君たち天使は、厳げん然ぜんと、どこからかこの世界に現あらわれたのだ」

「じゃあ……彩は……。俺たちとは違うのか？」

　芹也は震ふるえた声でたずねた。

　世界でたった一人の、翼つばさを持った天使は──

「ああ。緒原彩は君たちとは違う。彼女は空から墜おちたのではなく、『鉄槌』と共に世界から発生したのだ」

　ハーマインは、三つ編あみの華きや奢しやな青年天使──奈な生おから彩を受け取る。

「おい」

　ここで百川が威い圧あつ的に口を開いた。

「──テメェ、奈生をどうした？」

「彼は『楽園』に行った。辛つらいことを、もう経けい験けんしないで済すむように」

「彩は？」

「この娘むすめは狸たぬき寝ね入いりだろう。君たちの声で目覚めているはずだが？」

　ハーマインに抱だかれた彩が、ぎゅっと眼を閉とじた。

　目め尻じりの動きで、それは芹也にもわかる。意い識しきがなければできないことだった。

「起きたくないのだそうだ。白い翼の天使様は」

　小バカにして、ハーマインが鼻で笑う。

　とうとう百川が、下げていた切っ先を灰はい色いろ肌はだの男に向けた。

「うぜぇよ、テメェ」
















　第六章　声
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　意識があるのに眼めをきつく閉じた彩さいの心中を芹せり也やは考える。ハーマインの話にどこまでの信しん憑ぴよう性せいがあるのかはわからない。すべて噓うそかもしれないし、本当のことをいくらかは含ふくんでいるのかもしれない。

　彩は、自分という存在に揺ゆらぎを覚えたのだろう。

　怖こわいのだ。自分が、今まで信じていた自分ではないのかもしれない──その可能性を突つきつけられたことが。




「では、主の敗北も見み届とどけたことだ。俺おれは城しろに向かおう」

「待て！　城とは何だ？　彩をどうする気だ！」

　彩を抱だいたまま歩み去ろうとするハーマインに、芹也は叫さけんだ。

「夢ゆめ見みる姫ひめは、城の最上階から世界を見ているものだ。残念だが『星の間』の装そう置ちが異い常じような状じよう態たいにある以上、直ちよく接せつ行くしかない。イルミナと彩を会わせれば、恐おそらく、そこに扉とびらは開かれる。俺にも確かく証しようはないがな」

「おい、逃にげられると思うのかよ！」

　言うが早いか、切っ先をうしろに向けて百もも川かわが跳とぼうとする。一足で距きよ離りを詰つめ、横よこ薙なぎにハーマインの背せ中なかを斬きろうというのだ。

　と、その眼がん前ぜんに、それまでカカシのように立っていた奈な生おが瞬しゆん間かん移い動どうじみた速度で突とつ如じよとして現れた。

「奈生──。やる気かテメェ──」

「百川よせ！　奈生は何らかの方法で操あやつられているんだ！」

「わかってるんだよそんなことは！　だけどな──」

　百川は剣つるぎを放ほうり投げた。かわりに拳こぶしを固め、「俺の前に立つなら、このバカもついでに殴なぐり飛ばしてやる」

「クソ──」

　芹也が行くしかなかった。

　だが、動けない。

「君には、あの時の借りがある。相手は俺がしよう」

　目の前には中なか嶋じま信しの武ぶがいた。拳の骨ほねを鳴らし、芹也と対たい峙じする。

　ハーマインが広間の隅すみへと向かう。このままでは取り逃がす。突とつ破ぱしたかったが中嶋には隙すきがなかった。

　……いちかばちかで飛ぶか。

　思うが、成功する確かく率りつはあまりに低い。リスクが高すぎた。

　中嶋の腰こしのホルスターには銃じゆうが入っている。中嶋の腕うでであれば翻ほん弄ろうしたところで外すことはないだろう。

　百川は、すでに奈生と戦せん闘とうをはじめていた。奈生が先手を取って百川の顔面に蹴けりを繰くり出してきたのだ。剃刀かみそりのようなその一打を百川は腕で防ふせいだが、同時に斜ななめ上へと腕は弾はじかれた。

　開いた空くう隙げきに奈生の次の蹴りが唸うなった。

　百川は、際きわどくスウェイバックで躱かわす。刹せつ那な、反対側から軌き道どうの短いパンチを顎あごに一発もらった。すぐに距離を取って、奈生の連続攻こう撃げきを避よける。

「奈生──」

　百川は怒いかりの形相を見せたが、一いつ拍ぱくの後、すうと顔から表ひよう情じようを消した。

　動きやすいように身み構がまえ、百川は奈生への意い識しきを集中させた。

　芹也は判はん断だんを下した。やるしかない。中嶋は、──〈天使殺し〉と呼よばれていても所しよ詮せんは人間だ。

　……接近戦なら俺に分ぶがある。一気に中嶋を倒たおしてハーマインを追おう。そう考えた芹也の眼前を黒い影かげが覆おおった。それが距離を詰めた中嶋だと知った時、芹也は頭にハンマーで殴られたに等しい衝しよう撃げきを受けて吹ふき飛ばされていた。

「な──に──」

　信じられなかった。今のが人間の動きか？　中嶋の攻撃速度は、奈生にも引けを取るようには見えなかった。

　芹也は、彩の救出を一いつ旦たんあきらめた。

　凄すさまじい威い圧あつ感で立ちはだかる〈天使殺し〉を、無む視しはできない。




　ハーマインは余よ裕ゆうで歩を進めた。どうやら百川康やす貴たかは、特別な情じよう報ほうを持っているわけではなさそうだった。かつて彩とベルティールが暮くらしていた場所──つまり、世界で最もイルミナの意い志しが強く反はん映えいされた場所に、ここへと通じる裏うら通路があったことをハーマインは知らなかった。ただ、それは、この世界の現げん在ざいの構こう造ぞうを知る者であれば推すい測そくできる範はん疇ちゆうの事象で、奇き跡せきと呼ぶほどのものではない。

　しかし──。

　──自分が世界のすべてを把は握あくしているなんて、思わない方がいいぜ。

　百川に言われたこの言葉。

　それは、自分がハノイで黒くろ髪かみの魔ま女じよに告げた嘲ちよう笑しようの言葉だ。さらに、彩と奈生の所在をたずねてきた百川の言動。

　彼は、ハノイでの出来事を知っていた。

　しかし、では、いつ、どこでそれを知り得たのか……。

　ハーマインには見当がつかない。可か能のう性せいとしては、やはり魔女だろうか。あの女が何らかの方法で情報を伝えたことは考えられる。だがそれなら、仲間の天使も情報を共有していて然しかるべきのように思える。

　百川康貴については、まだわからないことが多かった。

　だから、直ちよく接せつ対決する愚ぐを犯おかそうとは思わない。ハーマインの頰ほおには、百川に斬きられた傷きず痕あとが残っていた。

　ハーマインは、たとえ腕を斬られても再さい生せいさせることができる。

　傷痕が消えないなど在あり得えないことだった。

　百川と戦って下手に傷を追えば、それが自じ己この消しよう滅めつを招まねく可能性すら出てくる。

　であれば、連中の相手は〈同どう盟めい者しや〉に任まかせ、背はい後ごから敵てきの迫せまる危き険けん性はあるとしても自身は目的達成に向かった方が良い。

　彼はそう判断を下し、百川たちを置いて広間から出ようとした。

　ハーマインは、自身が警けい戒かいしていた事こと柄がらを失念していた。

　頭上の空間が揺ゆらいだ。一いつ瞬しゆんの光が目の前を走る。気づいた時には、左腕が肩かた口ぐちから容よう赦しやなく斬り落されていた。

　ぼとり──

　と、嫌いやな音を立てて腕が足元に落ちた。

　片かた腕うでに彩を抱だいて颯さつ爽そうと立つ男が、白光の刃やいばに付着した青黒い血をヒュンと軽く振ふるうことで払はらい散らす。

「──今度は、不覚は取らん」




　その声と、抱いてくれる胸むな板いたの正体を、彩は今度こそ思い出した。

　……緒お原ばら。

　東京で彩を育ててくれた義ぎ父ふの名が喉のどにまで溢あふれた。でも声にはならず、緊きん張ちようのせいで体が乾かわいた粘ねん土どのように固くなった。どうして緊張するのかわからない。怒りでも驚おどろきでもなく、彩は緒原に抱かれて酷ひどく緊張した。

　昔──、といっても、まだ半年も前のことではない……。

　彩が何も知らなかった頃ころ、この声とこの温ぬくもりは、彩にとって絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよともいえる世界との壁かべだった。

「──悪いがこの娘むすめは、この娘と居いるべき者たちのところに帰す」

「よくもやってくれたな──。剣けん士し」

「繰くり返そう。──退ひくか、斬られるか、ふたつにひとつだ」

　どんな時でも、この声は彩を守ってくれた。

　どんな時でも、この温もりは彩を癒いやしてくれた。

　だから緊張するのだ。

　だって、それは過か去このことだから。緒原が優やさしかったのは偽いつわりで、全部、彩は騙だまされていただけだから。

　また今回も、どこかのタイミングで緒原は豹ひよう変へんするのだ。

　だから安心しないように──。心がほっとしないように、防衛本能が働いた。

　彩は眼めを閉とじつづけた。

　……もうヤダ。

　……もうヤダ。

　そこに、よく知った青年の金切り声が響ひびいた。

「俺様最強─────────!!」

　百川だ。

　その声は、彩の弱気を、北風じみた勢いきおいで力ずくに振り払った。

　……百川……。

　……何だろう。

　……何かあったのかな……。

　好こう奇き心しんが戻もどり、彩はそっと眼を開いた。

　すると銀色の柱の近くで、うつ伏ぶせの奈生の上にまたがった百川が、奈生の自じ慢まんの三つ編あみを引っ張ぱっていた。

「どうだ奈生！　おい！　テメェが俺様に勝とうなんざ一〇〇万年早いんだよ！」

「痛いたいっ！　痛いってば百川！　何すんだよお！」

「うるせぇこのバーカ！　テメェ──このまま髪かみ抜ぬいてやる！」

　……あれ、奈生。

　彩はヒョイと緒原の胸むねから抜け出した。

「ねえ──。奈生！」

　そして、ハノイからのことをたずねようと駆かけていく。




「俺の重じゆう眼がん縛ばくを打ち破やぶっただと──」

　ハーマインは驚きよう愕がくして、瞳ひとみに光の戻った奈生の様子を見つめた。




「──彼らの絆きずなというものを侮あなどっていたのだよ、君は。私にも覚えがある」

　眼を閉じ、緒原は小さく笑った。

　それは、皮肉な副作用に向けてでもあった。




　中嶋が迫せまる。芹也はタリスマンを起動し、力場の壁を作ろうとした。

「クソッ！　発動力──」

「遅おそいな──」

　とてもではないが間にあうタイミングではなかった。芹也は何度目かの重いフックをくらい、また後方に吹ふき飛ばされた。悔くやしかった。中嶋に翻ほん弄ろうされてばかりで、何もできていない。逃にげの姿し勢せいで戦っているから致ち命めい傷しようは受けていないが、無ぶ様ざまだった。中嶋が銃じゆうを使っていれば、とっくに殺されている。

　背せ中なかを床ゆかに打ちつける一秒後の未来を予よ測そくし、芹也は歯を食いしばった。

　しかし、一秒後はこなかった。床のかわりに芹也の背中を受け止めたのは、柔やわらかな女じよ性せいのバストだった。

　長いひと房ふさの黒髪が頰ほおに触ふれて、芹也は顔を上げ、

「先生……」

　と、情なさけない声でつぶやいた。

「頑がん張ばったわね、芹也」

　眼鏡めがねの奥おくにある二つの眼が、優しく細められた。

　永えい子こは芹也を立たせ、中嶋に向き直った。

「そういえば、この間は貴方あなたに言いそびれたことがあるの」

「ほう──」

「私がわからない？──実は貴方とは、古い因いん縁ねんがあるのだけれど」

「誰だれかな……？　記き憶おくにはないが」

「これならわかるかしら」

　永子は眼鏡を外し、形の良い唇くちびるの奥で、聞こえない言葉を紡つむいだ。

　永子の足元から、彼女を取り囲むように光が湧わき立った。渦うずを巻まいた光の粒りゆう子しに触れた髪が黒から銀色にかわる。黄色だった肌はだは艶あでやかな白へと。眼鏡の奥の瞳には、星の瞬またたきを散りばめたような美しさが現あらわれた。

「高天たかまが原はらの女天使か」

「ええ。最後まで戦っていたから、少しは覚えているわよね」

「香港ホンコンマフィアの女主人が実は天使で、しかも高天原の生き残りだったとはな」

「せっかくの機会だから、決着をつけにきたわ」

「それは天使としてかね？」

「いえ」永子は薄うすく微笑ほほえみ、「リエン・カシナの友として、よ」

「残念だが、その名は知らんな」

「天あま照てらす──と言えば、通りがいいかしら」

「なるほど」




「──ねえ、奈生っ！」

「あ、彩」

　百川に背中に乗られて髪を引っ張られながら、奈生は顔を上げた。

「何やってんの!?　ねえ、あれからどうなったの!?」

「えと。どうなったんだろ？　何で俺、ここで百川にいじめられてるの？」

「これはおしおきだ、バーカ」

　言って、百川は立ち上がる。凶きよう暴ぼうに吊つり上がった眼めで彩を見つめて、

「よう、彩」

　口元にだけ、少し優やさしさを滲にじませる。

「久ひさしぶり……だね」

　彩は背中に手を組んで、爪つま先さきで地面に触れた。

　照れ隠かくしの動作だ。

「……元気だった？」

　恥はずかしくて、上目遣づかいでちらりと一度だけ見た後は、頰が赤くなってしまって顔を上げられない。

「ああ。おまえも元気だったか？」

「うん……」

　でも見たいから、ちらりと青年の尖とがった顔を見ては、またうつむく。

　不覚にも、元気な声を出せなかった。

　いきなり状じよう況きようが動いたから、数すう瞬しゆん、今の自分を忘わすれていたけれど……。思い出せば惨みじめさで潰つぶれそうになる。思い出せばなんてバカな話だけれど、バカな話だから……ますます惨めになる。

　──人々から敬けい愛あいされる君は、君が努力の末に築きずいた君ではないのだよ。

　──だが、君は愚おろかにも考えた。

「東京でも頑張ってたそうだな。おまえ、やっぱすごいよな。一人で戦争を止めてたわけだからよ」

　百川が言う。

　──『私には、何か特別な力があるのではないのか？』

　その言葉が彩の胸むねを深々と突ついた。

　──錯さつ覚かくだ。

「……やめて。あたしなんて、何にもできなかったんだから……。あたしになんて、何の力もなかったんだから……」

　中嶋の言葉が脳のう裏りに響ひびき、彩はよろめいた。

　──君は所しよ詮せん、最後まで夢ゆめ見みるお姫ひめ様さまだったわけだ。

　──人々は窓まどから出た君を見て、心の底ではどう思っていたのだろうな。

「何も知らない間ま抜ぬけな奴やつが空回りしているだけだって……みんな……そうやって思ってたんだから！　あたしなんてただのお飾かざりで！　何をしたってバカにされてて、もうあたしの意味なんてないんだから！　それに……奈生のことだって……。全部……あたしが悪いんだから……！」

「──おまえ、まさか裏うら切ぎる気じゃねぇだろうな」

　百川は敵てきと対するような眼で彩を見み据すえた。

「え……？」

　射いすくめられ、彩はまばたきした。

「おまえを信じた俺おれをだ」

　自分を見つめるあまりに強い眼まな差ざしに、彩は眼を逸そらすことができない。

　眼を逸らせば、軽けい蔑べつされる──そう思うと、怖こわかった。体が震ふるえた。

「おまえが今、おまえの中でどんな真実を作っているのか、俺にはわからねぇよ。おまえが一体、何を知ったのか。それもわからねぇけど、でも、知ったってことは──」

　百川は短く息を吐はいた。

　そうして、自分から眼を逸らし、髪かみを搔かきながら、

「俺はさ──。知るってことは、すべての第一歩だと思うんだよ。たとえば、俺がここに来れたのは、芹也がいろいろと調べてくれて、ヘスペリスがどこの地名なのかを判はん明めいさせてくれたおかげで……。何も知らなければ、何もできなかったわけで。だから彩、おまえが何かを知ったのも、はじまりなんだよ、何かの」

　言っていることが前後で嚙かみあっていないことに百川は気づいていたが、他ほかに上手な言葉を紡つむげなかった。

　前者には目的が先にあった。

　後者には、彩の「知ったこと」には、──目的がまだない。

　だけど百川は、彩の「知ったこと」自体を否ひ定ていしようとはしなかった。それがたとえどれだけ間ま違ちがっているとしても……それは……。天照を殺された自分が人間すべてに抱いだいた憎ぞう悪おと復ふく讐しゆう心しんと、同じものだろうから。

　人に何を言われても、固定した価か値ち観はそう簡かん単たんには揺ゆるがない。

　否定されれば、ますます自分の中で固かたくなるだけだ。

　自分の経けい験けんから、百川にはそのことがわかっている。

「でも……。あたし……。天使じゃないって……。誰かの夢なんだって……」

「それがどうしたよ」

「どうしたって──！　百川は人のことだから──！」

　彩が訴うつたえる。

「俺にこんなこと言わせるなよ」百川は息をついて、「まったく……。こういう恥ずかしい科白せりふは夢の中でだけ聞いてろ」

「何……？」

　百川はまた息をついて、それから覚かく悟ごを決めたように真顔になって、

「おまえはおまえだろ」

　と言った。

「……おまえ、前に言ってくれたよな。辛つらい時は支ささえあおうって。二人の未来は二人で作ろうって。同じことをおまえにも言ってやるよ。いいか？」

「うん……」

「負けるな！　どんな時でも、俺が背せ中なかを支えてやる！　だから、うしろにだけは絶ぜつ対たいに倒たおれるな！」

　彩は呆ぼう然ぜんと、叫さけぶ百川の顔を見つめた。

　真顔のままだった。

　なんだか……。

　笑えた。

「うん──」

　気がつけば、自分の中に、素す直なおにうなずいている自分がいた。

　誰だろう？

　わからないけれど、たぶん、自分だと思えた。

　彩はふと、クルーザーの後部デッキに座すわって、港町ロアンが離はなれていく光景を見ていた時の自分を思い出した。

　あの時も、何も見つかってはいなかった。

　夢も未来も。

　だけど、水平線の向こうには、きっとあると信じたのだ。

　あの時の自分は、まだ心の中にいた。

　今、自分はきっと、良くも悪くも容よう赦しやない現げん実じつの中で、やっと百川の言う通りスタートラインに立ったのだろう。

　彩は、まだ戦いは終わっていないことに気づいた。

　百川は体の向きをかえた。

「中嶋───────────────ー!!」

　腹はらの底から叫ぶ。まだ広間にはこの男が残っていた。朱しゆ色いろのサングラスごしの視し線せんを自分に向けさせて、百川は歩み寄よる。手には〈破は滅めつの剣つるぎ〉が現あらわれ、破は壊かい衝しよう動どうを煽あおるように微び震しん動どうをはじめる。

「──おい、テメェの相手はこの俺だろ？　テメェも、この俺様が殺してやる」

「いいだろう」

　サングラスを指で押おし上げ、中嶋は口元を歪ゆがめた──笑った。

「永子さん、悪いけど譲ゆずってくれよ。先生の仇かたきは──先生の仇も俺が取る」

「……タフね。君も」

　やれやれといったように永子は肩かたをすくめた。

　百川は低く唸うなる声で中嶋に、

「よくもまた、彩に好き勝手してくれたな──。わかっちゃいたが、テメェは俺様の最大の障しよう害がいだぜ」

「俺は君たちの障害となるために、あの世から戻もどってきたのだよ」

「そうかよ。ったく、うぜぇ話だ」

　五メートル。その間合いで二人の足は止まった。

「──百川」

　彩が百川の横に並ならぶ。

「どいてろ、なんて言わないでよ」先手を打って彩は言った。「あたしも戦う。あたしは窓まどから外を見ているだけのお姫ひめさまじゃない。惨みじめでも弱くてもいい、自分のこの体で自分の未来は作るんだ」

　百川は言葉ではなく、肩で肩に軽く触ふれることで共に戦うことを肯こう定ていした。

　それは、いつもの百川の癖くせだ。

　信しん頼らいした時の──。

　百川が動くのにあわせて彩も跳とんだ。正面から百川が中嶋に剣を振ふるう。その攻こう撃げきを中嶋は足あし捌さばきで躱かわすが、躱した先には彩がいて──、

「この──！」

　手のひらに集束させた天てん使し脈みやく動どうを、光の矢として放った。

　上じよう腕わんに直撃を食らいながらも中嶋は彩に距きよ離りを詰つめた。与あたえたダメージを彩は推おし量はかることができないが、破れた衣服の下から覗のぞいた筋きん肉にく質しつの肌はだには黒い痣あざがあった。彩は逃にげずに立ち向かおうとした。

　恐おそるべき勢いきおいで振るわれた中嶋の拳こぶしを、彩は両方の手のひらで受けた。

　もちろん、受け止めきれるはずはなかった。

　彩は吹ふき飛ばされたが、中嶋が彩にとどめを刺さすより早く、横から百川が赤黒い刃やいばを突つきこんできた。

　躱しきれないと判断した中嶋は、あえて正面を向いた。

　ホルスターから銃じゆうを抜いて、撃うつ。放たれた光こう彩さい素そ子し弾だんが刃の先に直撃、視力が麻ま痺ひするほどのスパークが迸ほとばしった。剣で胸むねを裂さかれ、中嶋はよろめいた。しかし、攻撃の勢いは弱まっていたので致ち命めい傷しようではない。

　中嶋は休まず銃のトリガーを引いた。狙ねらいは正せい確かくではないが、とりあえず百川を下がらせるのが目的だ。

　百川は一気に決めたかったが、目の前がチカチカしている。無む暗やみに突っこんで光彩素子弾を食らうわけにはいかず、ここは退ひいた。百川の横に彩が並ぶ。

　その戦いを見つつ、奈生は判はん断だんしていた。

　これはもう、記き憶おくのなかったふりで通すしかないなあ、と。

　敵てきに囚とらわれた自分の罪つみから逃げる気はないが、でも、彩の心を少しでも守るには知らないふりが最さい善ぜんの策さくだ。

　奈生は、彩ほど繊せん細さいな心は持っていない。

　どちらかといえば鳥頭で、あまり物事は深く考えない。暗あん示じにかかりやすい反面、暗示が深くかかることもない体質だった。だから、百川に怒ど鳴なられて、髪かみを引っ張られて、急に日にち常じようが返ってきた。

　日常は強い。ある意味、最強だ。

　何な故ぜなら、それが最も深く有あり本もと奈生という人じん格かくを形成してきた。百川に押し倒たおされて髪をいじられるのは不ふ愉ゆ快かいだけど、同時に、他のどんなことより愛いとしくて、かけがえのない時間であることは確たしかだ。家族であり仲間であり友達であり、そんな存そん在ざいが側そばにいることが何より素す晴ばらしかった。それに比くらべたら、『楽園』なんて。

　……ま、くだらないね。

　と、奈生はあっけらかんと思った。

　あと、もうひとつ。

　自分を守ってくれていたものを、奈生はポケットから取り出した。

　黒い羽根だった。

　香港ホンコンでの戦いの後に拾った、ジルの羽根である。

　奈生はこの羽根が、平へい穏おんで何もない箱の中に閉とじこめられてしまった心に、風を与えてくれていたことを自覚する。風の感かん触しよくがあったから最後の一線は超こえず、こうしてなんとか脱だつ出しゆつすることができたのだと思う。

　中嶋と、彩と百川の戦いは──奈生には入りこむ余よ地ちがなさそうだった。

　奈生は広間を見み渡わたし、ポニーテールの女天使を探さがした。

　彼女は──いない様子だった。




　芹也は息を吞のんだ。中嶋と百川の対決がはじまっているのだ。

　と、芹也は気づいた。

「イーア！」

　イーアが床ゆかに倒たおれていた。気を失っているのか、呼よびかけても返事はない。

　一いつ緒しよにいたはずの二人の姿すがたがなかった。

　ベルティールが、足元に血を引きずりながら『星の間』に入っていく。ジルも一緒にいる様子だった。

「百川、奈生、彩！　奴やつが──！」
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　まだ、百川と奈生の戦いが終わっていなかった時。

「ミラン──……。ミラン──」

　ジルは銀色の柱の側で、必死にベルティールに力を注いでいた。

　だけどジルの中で渦うず巻まいている力は酷ひどく汚よごれていて、ジルの内側を壊こわすばかりで思った通りにならない。

　このままではベルティールは死ぬ。血が止まらないのだ。

　百川に刺された傷きずはとても深くて、普ふ通つうの人間ならとっくに死んでいる。たとえベルティールが天使だとしても、人間とは比べものにならないくらいに丈じよう夫ぶだとしても、もう長くは持ちそうになかった。

　……死んじゃう。

　ジルが思い出すのは、楽しいことばかりだった。

　嫌いやなことなんてひとつも思い出さなかった。

　ベルティールはジルを膝ひざに乗せてくれて、優やさしく髪を撫なぜてくれた。

　ジルが笑うと、笑ってくれた。

　ジルにとっては、父親であり兄であり友達であり……。

　たった一人しかいない、とても大切な人だった。

　……ミランが、

　……死んじゃう。

　そう思った時、どこからか力が生まれた。外から入ってきた汚れた力ではない。清せい涼りようでさらさらと流れる、水と風の波動だ。

　やがて、動かなくなっていたベルティールの体が、ピクンと動いた。

「あ……」

　ジルは小さく声を上げた。

「ミランっ！」

「フフフフ……。いい力だ」

　ジルの首を正面から両手で絞しめ上げ、ベルティールは言った。

「あ……く……」

　息を詰まらせ、ジルは嗚お咽えつをもらす。

「最初からこの力を出していれば問題なかったものを──。この精せい霊れいが……。よくも出し惜おしみをしてくれましたね」

　ジルの首を絞めたまま、ベルティールは立ち上がる。

　が、膝に力が入りきらず、崩くずれた。

「ミラン！」

　それを脇わきからジルが支ささえた。

「……大丈夫？　ミラン」

　横から覗のぞき込んだベルティールの顔面は依い然ぜんとして蒼そう白はくなままだった。眉み間けんをきつく寄よせて苦しそうにハァハァと息を吐はいている。眼めにかかった濡ぬれた金色の前髪を払はらい上げる余よ裕ゆうすら男にはない。

「下げ衆すが──。私に触ふれるな──」

「でも……」

「おまえなどただの道具だ。おまえは──私に使われて死ねばいいのだ──」

「うん……」

　他にどうしようもなくて。

　ベルティールの身を案じる気持ちからジルはうなずいた。

「その力をもっと発はつ揮きして──。私のために扉とびらを開け──」

「うん……。わたしが……死ねばいいの？」

　ジルはあどけない声でたずねた。

　ベルティールは凶きよう暴ぼうで冷れい酷こくな眼でジルを睨にらみつけ、

「そうだ。おまえは死ね」

「うん……」

　胸を締しめつけた哀かなしみと孤こ独どくに耐たえて、ジルは微笑ほほえんだ。

　ベルティールと共に銀色の柱を抜ぬけた。『星の間』は、すでにジルの腰こしのあたりにまで水みず嵩かさを増ましていた。

「──プールに沈しずみなさい、ジル」

「うん……」

　プールは、真っ暗くら闇やみだった。どこまでも深く、闇へとつづいた入口……。

　そこに沈めと、ベルティールはジルに言った。

　ジルはざふざふと水を搔かき分け、プールの縁ふちに進んだ。闇の底から、吸すいこむような力がかかってくる。

　ジルは最後に振ふり向いた。

「早く沈め。そして、扉をイメージしろ」

　ベルティールは壁かべに手を当てて、荒あらく息を吐いている。

　ジルがほしかった優しい笑顔はなかった。

　背はい後ごの壁に亀き裂れつが走った。

『ジル──!!』

　透すけ入ることのできなかった百川が、『星の間』の壁を破は壊かいしようと〈破は滅めつの剣つるぎ〉をぶつけているのだ。

「早く死ね！──この醜しゆう悪あくな偽にせ物もののクズが！」

「うん」

　ジルはにっこりと笑った。そして、最後に何を言おうかと考えて、

「今までありがとう、ミラン」

　ありがちだけど、感かん謝しやした。




「壊れろ！　壊れろ！　壊れろ───────っ！」

　銀色の壁は、百川が振るう〈破滅の剣〉ですら一いち撃げきで破壊できなかった。

　二撃、三撃……。

　剣打を加えてようやく壁に亀裂が走った。

　足元が激はげしく揺ゆれはじめた。それは、今にも、この『庭園』という施し設せつそのものを破壊しそうなほどに激しかった。

　この柱の中で、ベルティールが何かをしているのだ。

　そしてジルは──。

　百川は刃やいばを見つめた。

　力だ。力が足りない。もっと力を得るためには、何か方法があるのか──。

　剣は、生命を食らう。生命を食らって、百川に力を与あたえる。

　考えて百川は、ひとつの方法を見つけた。

「剣よ──！」

　百川は躊ちゆう躇ちよなく、光を反はん射しやしない平へい坦たんな赤黒い刃を自らの腹はらに突つき入れた。

「俺おれを食らえ！　俺を食らって俺に力をよこせ！」

　ジルを見み捨すてることはできなかった。助けなければならなかった。

「百川っ！　どうしたの何!?」

　彩が悲鳴を上げる。

「来るな彩！　俺は……。正気だ……」

　百川はジルに借りがあった。助けてもらったことではない。もっと根本的なことだ。純じゆん朴ぼくで疑うたがうことを知らない善良なジルを、百川は誤ご解かいし、傷きずつけた。それなのにジルは、それでも百川にリンゴをくれた。その借りだ。

　背後では、すでに中嶋とハーマインがいずこかへと姿を消していた。中嶋は最初から退ひくつもりだったのだろう。状じよう況きようが変化した途と端たん、自ら背せを返したのだ。

　天てん井じようから瓦が礫れきが崩くずれ落ちてくる。足元がひび割われる。

「ぐ……ぐ……う……。まだだ……。もっと……もっと食え……」

「百川──」

　彩には、百川が何をしているのか理り解かいできなかった。自らの胸に剣を突き刺さし、嗚お咽えつのように声を上げているのだ。

　百川は膝ひざから崩れそうになりながらも持ちこたえ、剣を抜いた。

　剣先からは、百川の血がぼたぼたとこぼれる。

「へへ……。これでいいだろう、なあ」

　百川は薄うすく笑い、肩の上で剣を床ゆかと水平に構かまえた。

　切っ先が狙ねらうのは、銀色の柱。

　刃が唸うなるように震ふるえた。それは空気を伝わり、彩の鼓こ膜まくをも震しん動どうさせる。

「……百川」

　彩はその音にどうしようもない不ふ吉きつな色を感じた。間近に悪あく魔まが迫せまっていて、今にも魂たましいを奪うばおうとしている──そんな場面すら連想できた。

　百川を止めなければ。止めなければ、このまま百川は闇に落ちる──。

　彩は思うが、ジルを救おうとする百川の必死な気持ちもわかっていた。

　だから──体も声も動いてはくれなかった。

　踏ふみこみ、百川は剣を突いた。

　ルビーの光をまとい、破壊力の塊かたまりとなった剣が銀色の柱に激げき突とつした。金きん属ぞくを弾はじいた時の甲かん高だかい音が崩ほう壊かいする広間全体に響ひびいた。

『そうかシャングリラか……まさか、ここに囚とらわれていたとは……。今こそ私が君を苛いじめている「その何か」を倒たおし──この世界に本当の夢ゆめを広げさせよう……。フフフ……ハハハハハハハハ……！』

　頭上の彼方かなたからベルティールの哄こう笑しようが聞こえた。

　亀裂は一いつ瞬しゆんで広がった。あたり一面に割れた柱の破は片へんが飛び散り、ダムが決壊したような勢いきおいで充じゆう満まんしていた水が噴ふき出す。

「ジル！」

　百川は腕うでを伸のばした。水と共に流れてきた黒い翼つばさの少女を受け止め、よろめきながらも抱だきかかえた。よし、と一瞬だけ百川は安あん堵どするが、すぐに危き機きに気づいた。柱の中に自分が吸いこまれようとしているのだ。

「クソ……。なんだこれ……」

　百川は剣を杖つえがわりにして体を支ささえるが、抗あらがえそうになかった。潮ちよう汐せき力りよくで体が引き裂さかれそうに痛いたんだ。

　空間では、白い光が失うせて闇へと落ちつつある。

　頭上から、巨きよ大だいな岩と化した天井片がいくつも落ちてくる。広間全体が潰つぶれてしまおうとしているのだ。

「みんな、早く私の元に集まりなさい！　帰き還かんするわよ！　百川も──！」

　唇くちびるの奥おくで別の言葉を紡つむぎながら永子が叫さけんだ。

「百川！」

　奈生が手を伸ばしてくる。奈生の体は芹也が支えていた。

「奈生！　こいつを──！　ジルを頼たのむ！」

　腕に抱きかかえた衰すい弱じやくしきった黒い翼の少女を、百川は奈生に渡わたす。

　それでバランスが崩れた。

　足が浮き上がり、百川は銀色の柱の内側に吸われた。

　誰だれかが百川の手をつかんだ。もう無む駄だなのに百川を引き戻もどそうとするのは、必死な顔をした緋ひ色いろ髪がみの少女だった。

　視し線せんが重なると、こんな時なのに彩は微笑ほほえみを返してくる。

　彩の体はとっくに床から離はなれている。

　百川と同じように引きこむ力に吞のまれていた。

　百川は怒おころうとしたが、万力より激しく体が締しめつけられていて、唇すら動かすことができない。

　その力は、筋きん肉にくの動きどころか神しん経けいの伝達すら遮しや断だんするほどだった。

　どうすることもできないまま暗闇の濁だく流りゆうの中で意識が飛んだ。二人は、手をつないだまま彼方に流されていく。
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『帰き還かん』の後──。床ゆかに魔ま術じゆつ陣じんの描えがかれた密みつ室しつの中で、芹せり也やは、今ここにいる者たちの姿すがたを確たしかめた。燐りんを全身に纏まとわせた黒くろ髪かみ黄き肌はだの永えい子こ、抱だきかかえた少女の顔を心配そうに見つめる奈な生お、奈生の腕うでの中で動かないジル、床に倒たおれて気き絶ぜつしたままのイーア、きょろきょろとあたりを見み渡わたしている自分。

「先生──。彩さいと……百もも川かわは……？」

「向こう側ね」

　永子は眼鏡めがねをかけると、もつれていた髪を指で梳すいた。

「……緒お原ばら辰たつ弥やは？」

「彼も向こう側ね。執しつ事じの後を追って、通路に入ったわ」

「先生は──」芹也が震ふるえた声でたずねた。「天使──なんですよね？」

「人間よ。残念ながら、私は天使と呼ばれる存そん在ざいではないわね」

「でも、銀ぎん髪ぱつで──」

「どちらも擬ぎ態たいよ。私はもともと金髪なの。そしてベルティールと共に今の世界を作った一人でもあるわ」

「じゃあ……大神官府のリディア・フォルクとは……やはり先生のこと……」

「貴方あなたたちは、その女の子たちのケアをしてあげて。彩と百川のことは、大だい丈じよう夫ぶだから大人に任まかせておきなさい」

「先生は──」

　芹也には全ぜん貌ぼうが理り解かいできない。混こん乱らんしたままだった。

　永子は優やさしく微笑ほほえみ、

「大丈夫。私もそろそろあきらめて、理想や夢ゆめは捨てることにするわ。昨日に始末をつけることはできるから──安心しなさい。明日に会う時には、夢から覚めた現実のどこかになるといいわね」

「……先生、ここは？」

　芹也がたずねた。

「香港ホンコン──『赤せき龍りゆう』の地下よ」
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　崩ほう落らくする通路を中なか嶋じまは全力で走る。ここで決着はつかない──その直感で広間から退ひいたのは正せい解かいだった。

「俺おれもまだ現げん役えきで行けそうだな」

　自分の勘かんと悪運に対して、中嶋は軽い微笑みで自らに賛さん辞じを送った。

『庭園』は、地下深くに存在する秘ひ密みつ施し設せつである。その中央に位置する先さき程ほどの広間から空中帆はん船せんを停てい泊はくさせるドックまでの順路を正確に頭に呼び起こす。道を間ま違ちがえれば中嶋は施設と共に眠ねむりにつくことになる。問題は、地下から地表近くへと一気に上がることのできる魔ま道どう機械がこの崩落の中でまだ稼か働どうしているかだ。楽観はできないが、照明がついているのでまだ稼働しているだろう──。

　どうやらハーマインは別のどこかから脱だつ出しゆつを果たしたようだが、その別のどこかを中嶋は知らない。百川たちは──彼らのことだ。中嶋には予想できない手しゆ段だんで、あるいは神に導みちびかれ、脱出するに違いなかった。

「君を決して彼女は救わない──、か」

　ふとベルティールの言葉を思い出す。

　望むところだった。

　幸いにもホールの隅すみで、光の渦うず──魔道エレベーターはまだ稼働していた。

　その渦から一人の少女が飛び出してくる。

　ガリア警けい護ご官かんの制せい服ふくを着た、ポニーテールの天使の少女だ。

　少女はロクに正面も見ていなかったようで、出てきた勢いきおいのまま、渦に飛びこもうとした中嶋と激げき突とつ。

　中嶋は、胸むねと両りよう腕うでで包むように受け止めた。

「セアラ」

「……隊長」

　思いがけず抱だきしめられ、セアラの顔はみるみる紅こう潮ちようした。セアラは自分からも逞たくましい男を抱きしめ、

「ご無事でよかった……！　私──。私、心配で……！」

　分ぶ厚あつい服を透すかしても、セアラの激はげしく跳はね上がった心音を中嶋は感じた。

「安心しろ、俺は不死身だ」

　引き離はなして、中嶋は光の渦に向かう。

「でも……！　でも！」

　食い下がろうとしてセアラは、自分の体にべっとり血がついていることに気づいた。

　百川に斬きられた傷から流れていた中嶋の血だった。

　光の渦に入り、ドックに戻もどった。出航準じゆん備びの整っていた『ヘルメス』に急いで乗りこんで際きわどく脱出を果たす。船に医者はいない。セアラは中嶋に上着を脱ぬがせ、船長室で手当てをした。上じよう腕わん、胸……どちらも傷は深い。中嶋は平然としているが、笑って済すませられる傷ではなかった。

「誰だれですか？」

　消毒しながらセアラはたずねた。

「白き翼つばさの天使と、〈捨すて去りし者〉だ。面おも白しろくなってきた」

「…………」

　セアラは自分の中に在ある戦士の部分で考える。

　恐おそらく……。隊長は勝てない。

　セアラは思う。

　どれだけ強くても中嶋信しの武ぶは人間。あの〈捨て去りし者〉と正面からぶつかれば結果は見えている。

「しかし俺の体は、天使ほど強化されているわけではなさそうだ。あの青年との戦せん闘とうは引き伸のばして正解だったな。フフ。──さて、次はどうやって死んでやるか」

　隊長は、死ぬ気でいるのか……。

　もちろん、本気ではなく冗じよう談だんなのだろうが……。

「セアラ、俺おれの手当てが済んだら全員をブリッジに集めろ」

「隊長──。私は──」

「外を見ろ」

　中嶋に促うながされて、セアラは窓まどから外を見た。

　そこには……青空に浮うかんだ巨きよ大だいな白色の棘きよく球きゆうがあった。

「何ですかこれは──」

　セアラは言葉を失う。それは全体として球状を有した、尖とがった針はりの集合体だった。セアラは第一に、海底に住まうウニを連想した。次には、月を連想する。

「城しろだろうな」

　そう中嶋に言われてセアラは、針が針ではなく、細やかなレリーフの施ほどこされた鐘しよう楼ろうであり尖せん塔とうであることに気づいた。悪魔の住む森がそうであるように、それは酷ひどく不気味で湾わん曲きよくしていた。城を平地からめくり上げて、ぐにゃりとゴムのように外向きに丸めたような印象をセアラは覚えた。

「先の騒そう動どうで、台だい座ざの岩がん盤ばんは完全に崩くずれ落ちたようだな。いずれにせよ、実体化した以上は実体の空間から入ることもできるはずだ」

「それは──どういう──」

「俺にも、自分が見た分しかわからんよ。彼らはあの中にいるようだ」

「隊長には、見えたのですか？」

「ああ。いくつかの念波が、何な故ぜか流れてきたのだよ。どうやらこれも、〈同どう盟めい〉の付ふ属ぞく品ひんらしいな」

「──ヘズ、ですか？　あいつは一体──」

「あの城の正体も、遠からずわかるだろう。もっとも、興きよう味みはないがな」

「はい……」

　中嶋は椅い子すに座すわっている。セアラは、逞しい男の体を愛あい撫ぶするように包帯を巻まく。肌はだに触ふれていると、愛いとしさが爆ばく発はつしそうになる。お願い抱きしめて。暴ぼう力りよくが振ふるいたいなら私に振るって。血が見たいなら私の血を見て。

　それは愛あい欲よくであり、殺してもいいから自分だけに感情をぶつけてほしいという歪ゆがんだ独どく占せん欲よくだった。

　……私は頭がおかしいな。

　苦く笑しようしてセアラは、暴走しかかっていた気持ちを整えた。

「隊長。我々の次の目的を教えて下さい」

「百川康やす貴たか及およびその仲間たちの殺害と、緒原彩の身み柄がらの拘こう束そくだ」

「了りよう解かいしました。死力を尽つくします」

　セアラは決意を固める。

　……この人は、必ず守ってみせる。




　　　　３




　そこは草原だった。一面に緑が広がり、静かな海面に似にてさざめいている。

　青く揺ゆらいだ空を見上げながら、百川は思う。

　……あー痛いてぇなあ……。

　体がズキズキして、動いてくれない。しかも、おもりを乗せられたように、酷ひどく胸むねと腹はらのあたりが重かった。

　と。

　それは気のせいではなく、実じつ際さいに乗っているのだった。

　緋ひ色いろの髪かみが顎あごに触ふれていた。

　手で下の方を探さぐってみれば、くびれたラインの先に、妙みように柔やわらかいこんもりしたものを見つけた。

「……エッチ」

「彩か──」

　柔らかいものは、どうやら彩の尻しりらしい。そう理解しても残念ながら、エッチな気分になれるほど体にも頭にも回路がつながりきっていない。

「目、覚めてるならどけばいいだろ……」

　尻に触ふれていた手を彩の腰こしのあたりにまで戻し、百川はぼんやりと言った。

　彩は百川の上に、うつ伏ぶせに寝ねているのだ。正直、全体的に触れている。

「だいたいおまえ、何やってんだよバカ──。俺もろとも吞のみこまれやがって──」

「あは……。あの時の反対だよね」

「……まあな」

　彩が神しん海かいに落とされた時のことだ。あの時は、吞まれた彩を助けるために百川が彩の手をつかんだ。彩は百川の手を振ふり払はらおうとしたものだった。

「おい──」

「何？」

「エッチとか言うなら、早くどけ」

「じゃあ、言わない。……どいた方がいい？」

「いや──。どかなくていいよ……。いいな……、おまえ」

　柔らかい感かん触しよくだけではなかった。彩から伝わる暖あたたかい波動が、傷ついた体を癒いやしているのがわかる。

「あたしが癒してあげるね。百川、傷だらけだもん」

「おまえ……自覚してやってるのか……」

「……よくわからないけど、わかったみたい。あたしの中にある力のこと」

「俺は、助けられてばっかりだな──」

　情なさけない話だった。

　百川は話をかえて、

「ここ──どこだろうな──」

　見み渡わたしても空に太陽はない。なのに空は明るい。

　大地のどこか──ではなさそうだった。

「もしかして、『楽園』かな」

　彩は胸むな元もとでささやく。

「……まさか」

　否ひ定ていする根こん拠きよはないが、百川は笑って流した。ふと気づけば、体温が心地ここち良よくて彩を抱だきしめている自分がいた。

「体、どう？」

「ああ……。すげぇ気持ちいい。回かい復ふくしてるの──わかるよ」

「へへー。ねえ、百川。よかったでしょ、あたしと結けつ婚こんして。結婚してるから、エッチだけど全身でしてあげるんだよ」

「ハン」

「ねえ、百川」

　彩が甘あまえた声を出す。

「何だよ」

「好きって言って」

「はぁ？」

　またこれか。百川はうんざりと口をねじ曲げた。

「ねえ。いいでしょ、一回だけ」

「ふあーあ」百川はわざとらしく欠伸あくびして、「眠ねむくなってきたよ、俺」

「もう……！」

　頰ほおを膨ふくらませた彩が、顔を持ち上げて百川を睨にらみつけた。

　百川は……。

　本当に、眠ってしまったのだろうか。

　瞼まぶたは閉とじられているが……。

　彩は疑うたがって百川の頰をつねった。

　反はん応のうなし。

　なので今度は体をずらして、顔と顔の位置をあわせた。

「百川──。本当に寝た？」

　鼻と鼻が触れるほどの近さから彩はたずねる。言葉だけではなく、呼こ気きも百川には触れているだろう。

　返事はない。

「じゃあ──。キス──するね──」

　言うと、

　ごくり──

　緊きん張ちようしたのか、百川が唾つばを飲んだ。さらに、瞼の閉じられ方がきつくなった。

「あー！　やっぱり起きてる！」

　彩は馬乗りになって、百川の肩かたを揺ゆさぶった。

「百川っ！　なんで寝たふりするわけ？　ねえ起きろこらー！　ぜーったい、起きてるんだからあ！　ねー！　ねー！　約束したのに！　あたしと百川と、今度会ったら、お互たがいに好きって言おうねって！」

　そんな約束をした覚えはない。交かわした約束は、次に会ったら、今言えなかったことをお互いに言おう、だ。

　そこに、どれくらいの違ちがいがあるのかはともかく。

「…………」

　寝返りのふりで百川は顔を背そむける。こっそり微笑ほほえんだのは彩には秘ひ密みつである。

　目を覚ます前に。

　現実に戻る前に。

　もう少し百川は、日向ひなたのような彩を感じていたかった。


〈了〉









　あとがき




　いよいよ攻こう撃げき天使も五巻です。ここまでおつきあい下さり本当に感かん謝しやです。

　空を飛ぶ話を書こう！

　現げん代だいのパラレルワールドもので、その文明は崩ほう壊かいしていて。

　ガリガリバトルして、仲間もので、青春もので、愛と友ゆう情じようのある話で……。

　ネタを全部叩たたきつける感じで攻撃天使を書いて、一巻かんを出すことができて……。

　なんと、もう一年が過すぎました。

　早い……。

　なんて早いんだ時間！　と、思わずにはいられないです。

　感謝といえば、年ねん賀が状じようとお手紙も本当にありがとうです！　まさかもらえるとは思っていなかったので、とてもかなり感動しました。よかったらまた下さいです。




　五巻は、書いている時、高三の頃ころを思い出してなりませんでした。

　進路どうしようかな～と、今さらながら悩なやんでいた頃の自分です。

　夢ゆめと現げん実じつを天てん秤びんにかけて、ふらふらと揺ゆれていた、そういう頃の自分……。

　やりたいことはあるんだけど……。

　でも、それは失敗すると「やばそう」だし……。それなら無ぶ難なんに、普ふ通つうに生きていける方がいいのかなあ、と。

　なにより、天秤自体が崩くずれてしまうのは怖こわいし……。

　でも、やりたいことはあるし……。

　決まらない。

　決まらないから……。

　やっぱ、とりあえず、「安定」？（笑）

　まあ、高瀬のことはともかく。

　百川たちは、今が高瀬の高三で（彼らは一五歳さいだから中三ですが）、天秤をふらふらと揺らしているんだろうなあ、と。自分が書いているキャラのくせにだろうはないだろうですが、やっぱり人生は難むずかしいのです。

　彼らは高瀬とは違ちがう結けつ論ろんを導みちびきそうですが。

　で……。

　それとは少しかわりますが。

　みなさん、思ったことありません？

　あーくそう！　今のままの思考で過か去こに戻もどったら、ぜったい、もっとざくざくいろんなこと頑がん張ばったのになあ！

　って（笑）

　もうさー、勉強して勉強して東大はいっちゃるー！　とか、もうちっと部活やってもよかったのお、とか。

　いやちがう！　いいんだそんなことは！

　もっとあるじゃないか！　なあ、友よ。

　恋こいだ！　素す敵てきな恋をするのだ！　学校帰りにいちゃいちゃするんだ！　休み時間の廊ろう下かでクラスメイトたちのいろいろな視し線せんを浴びながらいちゃいちゃするんだ！　とにかくお隣となりさんの幼おさななじみを作るのだ！（意味不明）

　そう……。

　あの頃、もうちっと頑張っていれば……。

　なぜだ！

　なぜにあの時、自分は怠たい惰だばかりな日々を過ごしていたのだ愚おろか者がぁぁぁ！

　あー過去に戻って自分を叱しかり飛ばしたい！（笑）

　……最近、なんとなーく、そんなことを思ったりしております。




　でも、思ったりしてさらに思うのは、じゃあ、ゲームやったりぼけっとしたりする時間は無む駄だなのかな？　ってことで。

　うーん、そんなことはないと思うんだ。

　やっぱ、心が解放されることはとても大切なのだと思う。たまには異い次じ元げんにトリップするのもいいさねー。

　しかし、トリップしっぱなしだと、向こう側ばかりが広がって、なかなか現実に帰ってこない人になって。結果として自分は小説を書いているのか？

　うーむ。

　そうであるような、違うような……。よくわからんですな……。

　うはは。

　あーもう！　いいやなんでも！

　前向きにがんばろう！　前向きさいこー！　おー！

　…………。

　えー。なんだか意味不明になってきましたが。

　ともかく！

　またお会いできる日を楽しみにしておりますです～。

　ではでは～。




　二〇〇四年三月


高瀬ユウヤ　　












攻こう撃げき天てん使し５




～フェイズシフト～








高たか瀬せユウヤ
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